
  

 

 

 

令和２年度（２０２０年度） 

 

教育委員会の事務に関する点検・評価報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年（２０２０年）９月 

 

旭 川 市 教 育 委 員 会 
                        

 



はじめに

■ 点検・評価の趣旨

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」とします。）第２６条の規定により，

教育委員会は，毎年，その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価（以下「点

検・評価」とします。）を行い，その結果に関する報告書を議会に提出するとともに，公表すること

とされています。

また，点検・評価を行うに当たっては，教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図ること

とされています。

本報告書は，地教行法の趣旨にのっとり，効果的な教育行政の推進に資するとともに，市民への

説明責任を果たすため作成するものです。

■ 点検・評価の対象・方法

□ 対象

旭川市教育委員会では，学校教育分野においては「ふるさと旭川から未来へはばたくこどもの

育成」を基本理念とした「第２期旭川市学校教育基本計画」を平成３１年３月に策定し事業が開

始されました。

また，社会教育分野においては「主体的に学び，その成果を地域づくりに生かす」，「地域を知

り，学び合いながら，絆を深め，郷土愛を育む」を基本理念とした「旭川市社会教育基本計画」

を平成２８年２月に策定し，５つの基本目標の達成に向けて，平成２８年度から計画に基づき事

業を実施しています。

これらの２つの計画は，旭川市の教育行政推進における両輪となるものであり，教育委員会の

施策・事業を網羅しているものであることから，これらの計画に基づいて，点検・評価を実施す

ることとしました。

また，教育委員会の会議など，教育委員会自体の活動の状況については，これらの計画に記載

される性質のものではなく，別途点検・評価が必要となります。

そのため，本報告書は「教育委員会の活動状況の点検・評価」と「計画に基づいた点検・評価」

の大きく２つの章により構成されています。

□ 方法

１ 教育委員会の活動状況の点検・評価

教育委員会の会議の開催状況など活動状況を明らかにし，成果や課題を踏まえ，今後の活動

の改善に資するものとします。

２ 計画に基づいた点検・評価

各計画に基づき，令和元年度の主な取組を整理し現状を把握し，それらの成果や課題を踏ま

え，今後の方向性を明らかにします。

３ 学識経験者の知見の活用

点検・評価の客観性を確保するとともに，今後の取組に向けた活用を図るため，教育に関し

学識経験を有する方から点検・評価に関する意見や助言をいただきました。
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第１章 教育委員会の活動状況の点検・評価

１ 会議等の状況

地教行法及び旭川市教育委員会会議規則に基づき，教育委員会会議を開催し，教育に関する事務

の管理及び執行の基本的な方針など，教育に関する様々な議題について，審議しました。

また，必要に応じて，教育委員会会議に付議すべき事件に関することや，本市教育行政における

懸案事項及び課題並びに現在進行中の施策の方向性に関することなどを協議し，意見及び情報を交

換するための教育委員会協議会を５回開催しました。

令和元年度の会議等の状況は，次のとおりです。教育委員会会議の付議事項等及び教育委員会協

議会の協議事項については，資料２及び３（資料編１～５ページ）に掲載しています。

⑴ 教育委員会会議

開催回数 会 議 １６回

・定例会 １２回（毎月１回）

・臨時会 ４回

審議事項 議決案件 ６９件（うち非公開３７件）

報告案件※１ ４９件（うち非公開４７件）

報告事項※２ ４９件（うち非公開２１件）

傍聴状況 傍聴人数 延べ２人

会議録 公開請求 ０件

※１「報告案件」とは，本来教育委員会会議において議決すべき案件のうち緊急を要するものなどについて，

教育長が臨時に代理したものを報告するもの。

※２「報告事項」とは，一般的な事項について教育委員会に報告するもの。

⑵ 市長との連携

４月２６日に開催された第１回総合教育会議において，旭川市教育大綱（改訂版）の策定に向

けて，素案を基に，子どもの学力や教職員の働き方改革等の文言修正について意見交換をしまし

た。

また，８月１日に開催された第２回総合教育会議において，前回の会議を踏まえ作成した旭川

市教育大綱（改訂版）最終案や，主権者教育等について意見交換をしました。

さらに，１１月２８日に教育予算などについて意見交換をするなど，市長と密接に連携し教育

行政を推進しました。

２ 教育に関する事務の実施状況（教育委員会が自ら管理し執行する事務の実施状況）

地教行法，旭川市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例及び旭川市教育委員会事務委

任規則の規定に基づき，教育委員会が自ら管理し執行する事務について，令和元年度は次のとおり

実施しました。

⑴ 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること

ア 令和２年度における旭川市教育行政の執行に関する方針と主要な施策を示した教育行政方針
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について，教育長が旭川市議会令和２年第１回定例会本会議において説明しました。

イ 意見提出手続（パブリックコメント）について

旭川市市民参加推進条例第６条第１項では，市の基本構想，基本計画その他施策の基本的な

事項を定める計画等の策定又は変更をしようとする場合や，広く市民に適用され，市民生活に

重大な影響を及ぼす制度の導入又は改廃をしようとする場合などは，市民参加を求めなければ

ならないと定められています。

広く市民の皆様の御意見をいただきながら施策を実施するため，次のとおり意見提出手続（パ

ブリックコメント）を実施しました。

件名 「旭川市立小・中学校適正配置計画（改訂案）」に対する

意見等の募集について

意見募集期間 令和元年１１月１日から１２月１６日まで

意見提出件数 ２８件

⑵ 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること

令和元年度は，教育委員会規則については２１件，教育委員会訓令については３件審議し，制

定しました。制定した規則・訓令の名称等は，資料４（資料編５及び６ページ）に掲載していま

す。

⑶ 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の設置及び廃止に関すること

児童生徒数の減少に伴い，保護者や地域と統廃合の合意が得られた旭川第２小学校及び旭川第

２中学校を，令和元年度をもって閉校しました。また，旭川第２小学校に併設されている東旭川

公民館旭正分館の閉館に伴う地元との協議が整ったため，令和元年度をもって同館を廃止しました。

⑷ 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免その他の人事に

関すること

教育委員会は，教育委員会事務局の職員，学校，公民館，図書館，博物館等の教育機関の職員

の任命権者であり，これらの職員の任命，給与の決定，休職，免職，懲戒等を行う権限を有して

います。

令和元年度は，次のとおり実施しました。

旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動件数 ４４９件

旭川市教育委員会事務局職員の行政措置件数 ２件

旭川市教育委員会事務局職員の分限処分件数 １１件

北海道教育委員会への内申件数

・旭川市立小中学校教職員人事 ４月１日付け定期異動 ６９０件

上記以外（臨時的任用等） １２３件

・旭川市立学校職員の処分 ２件

⑸ 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関すること

実施方針を定め，平成３０年度における教育委員会の活動状況や「旭川市学校教育基本計画」



3

及び「旭川市社会教育基本計画」の体系に基づいた施策・事業等の実施状況を対象として，点検・

評価を実施しました。作成した点検・評価の報告書を市議会に提出し，経済文教常任委員会にお

いて概要を説明するとともに，ホームページに掲載し市民に公表しました。

⑹ 教育委員会の意見の申出に関すること

地教行法第２９条に基づき，教育に関する事務に係る歳入歳出予算について，市長への意見の

申出を行いました。

⑺ 条例又は規則に定める委員の委嘱に関すること

教育委員会では，政策等を立案するに当たって，専門的な判断を要する事案について関係者の

意見を広く聴取し，様々な角度から議論を行うため，附属機関や懇談会等を設置しています。

令和元年度の委員の委嘱については，資料５（資料編６及び７ページ）に掲載しています。

⑻ 通学区域の設定及び変更に関すること

「旭川市立小・中学校適正配置計画」に基づき，旭川第３小学校，共栄小学校及び東光小学校

の卒業後の進学先中学校が複数に分かれる状況を解消するため，旭川第３小学校と共栄小学校の

通学区域及び東明中学校と東陽中学校の通学区域について，旭川市小，中学校通学区域設定規則

の一部を改正しました。

⑼ 教科用図書の採択に関すること

地教行法第２１条第６号及び義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１３条に

基づき，旭川市立小学校で令和２年度から使用する各教科用図書を，地教行法第２１条第６号及

び義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１４条に基づき，令和２年度に使用す

る旭川市立中学校用教科用図書の採択を行いました。

⑽ 教育委員会表彰のうち別に定めるものの被表彰者の決定に関すること

教育委員会では，芸術・科学・教育の分野で，本市の文化の発展に特に貢献したと認められる

個人及び団体を表彰しています。

令和元年度は，次の個人及び団体を表彰しました。

種別 分野 個人名・団体名

旭川市文化賞 該当者なし

旭川市文化功労賞 科学（アイヌ民族文化）工藤 稠

旭川市文化奨励賞 芸術（陶芸） 柏川 法潤

芸術（文学・文化活動）旭川文学資料友の会

「旭川市文化賞」は本市の文化の発展に貢献したことが著しいと認められる個人及び団体に，「旭

川市文化功労賞」はその他本市の文化の発展に貢献したと認められる個人及び団体に，「旭川市文

化奨励賞」は本市の文化の発展に貢献し，今後の活動が期待される個人及び団体に対して授与さ

れます。
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３ 研修会への参加状況等

教育長及び委員は，各種団体の研修会等に参加し，他市町村教育委員会との情報交換や研さんに

努めました。また，定期的に学校訪問等を行い，学校の状況の把握に努めました。

令和元年度の参加状況等については，次のとおりです。活動内容等は，資料６（資料編７～９ペー

ジ）に掲載しています。

研修会への出席 ４回 延べ ４人

学校訪問 延べ８０校 延べ ８０人

行事・式典等への参加 ９８回 延べ１１９人

４ 附属機関等の活動状況

旭川市教育委員会に設置している附属機関等は，次のとおりです。各機関における審議事項等に

ついては，資料７（資料編９～１２ページ）に掲載しています。

【附属機関】

名 称 構成員人数 設 置 目 的

旭川市教科書調査委員会 小学校用教科書の採択 ・教育委員会の諮問に応じて，旭川市立

６０人以内 小中学校において使用する教科書の採

中学校用教科書の採択 択について必要な事項を調査，審議す

８０人以内 る。

旭川市いじめ防止等連絡協議会 １３人 ・いじめの防止等について，関係する機

関及び団体との連携やその組織等につ

いて協議することを通して，連携を確

保したり，それぞれの取組の一層の充

実を図ったりする。

旭川市いじめ防止等対策委員会 ４人 ・学識経験者による審議を行い，旭川市

いじめ防止基本方針に基づくいじめの

防止等の取組を進める。

旭川市社会教育委員 １５人 ・社会教育に関し教育委員会に助言する。

旭川市文化財審議会 １０人 ・文化財の指定や記録の作成など，文化

財の保護について調査審議する。

旭川市文化賞選考委員会 １２人 ・旭川市文化賞，文化奨励賞及び文化功

労賞の授賞候補者を選考する。

旭川市民文化会館運営審議会 １５人 ・文化会館及び公会堂の運営等について

審議する。

旭川市音楽堂等運営協議会 １０人 ・旭川市音楽堂及び旭川市国際会議場の

運営について協議する。

・旭川市大雪クリスタルホールの施設管

理について協議する。

旭川市大雪クリスタルホール自主文化事業 ５人 ・旭川市大雪クリスタルホール自主文化

公募型市民企画公演選考審査会 事業公募型市民企画公演について審議

する。
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名 称 構成員人数 設 置 目 的

中原悌二郎記念旭川市彫刻美術館協議会 １０人 ・彫刻美術館の運営等に関して必要な事

項を協議する。

中原悌二郎賞選考委員会 ５人 ・中原悌二郎賞の選定について審議する。

名 称 構成員人数 設 置 目 的

旭川市公民館運営協議会 １０人 ・公民館の運営等に関し必要な事項を審

議する。

旭川市図書館協議会 １１人 ・図書館の運営に関して中央図書館長の

諮問に応じるとともに，図書館奉仕に

つき，意見を述べる。

旭川市科学館協議会 １０人 ・科学館の運営に関し，館長の諮問に応

じて意見を述べる。

旭川市博物館協議会 １０人 ・博物館の運営に関し，館長の諮問に応

じて意見を述べる。

【懇談会等】

名 称 構成員人数 設 置 目 的

旭川市立小・中学校適正配置検討懇談会 １３人 ・旭川市立小・中学校の適正規模及び適

正配置の在り方について，意見交換，

検討を行う。

旭川市教育支援懇談会 教育長が参 ・障害のある児童生徒等一人一人の教育

加を依頼し 的ニーズに応じた適切な教育的支援を

た人数 図る。

旭川市民展示芸能ホール懇談会 教育長が参 ・旭川市民文化会館使用料免除要領に基

加を依頼し づく，旭川市民文化会館の大・小ホー

た人数 ル，展示室及び旭川市公会堂の減免に

係る円滑な運営を図る。

旭川市アイヌ語地名表記推進懇談会 教育長が参 ・アイヌの人びとの伝統的な生活や本市

加を依頼し の自然環境を理解する上で重要なアイ

た人数 ヌ語地名について，保存，理解及び普

及を推進する。
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第２章 計画に基づいた点検・評価

「第２期旭川市学校教育基本計画」及び「旭川市社会教育基本計画」に基づき，項目ごとに令和元

年度の主な取組を整理し，それらの成果や課題を踏まえ，今後の方向性を明らかにしました。

１ 評価単位

「第２期旭川市学校教育基本計画」においては，３つの目標に基づく７つの「基本施策」につい

て評価し，「旭川市社会教育基本計画」においては，計画を構成する５つの「成果目標」について評

価しました。

２ 第２期旭川市学校教育基本計画に基づく評価手法

⑴ 「基本施策」の指標の状況について

「第２期旭川市学校教育基本計画」における基本施策は，事業実績，子どもの実感など，２６

の指標を設定していますが，ＰＤＣＡサイクルに基づき，毎年度，成果を客観的に検証し，課題

等を明らかにして，翌年度以降の施策・事業等の展開に反映させることとしています。

そのため，本報告書では次年度までの目標値を示すこととし，各指標の当該年度の実績値が当

該年度の目標値を大きく上回った場合には，その後の年度の目標値を見直すこととしました。ま

た，社会や児童生徒の状況等から本計画の見直しを行う令和５年度までに最終年度の目標値を達

成し維持していくことが必要であると捉えている指標については，令和５年度の目標値も示しま

した。

基本施策の指標については，達成状況を評価することとし，別表の基準により，令和元年度の

目標値に達したものを「達成」，達していないものを「未達成」として達成状況を示し，「未達成」

指標については，前年度の実績値との比較結果を示しました。

⑵ 「基本施策」の取組の状況について

基本施策に設定した取組の進捗状況などを把握しました。

⑶ 「基本施策」の「今後の課題と改善に向けた方向性」について

指標や取組の進捗状況などを踏まえ，基本施策に対する今後の方向性や，事務事業，新しい取

組を行うものなどについて，できるだけ具体的に記述することとしました。

３ 旭川市社会教育基本計画に基づく評価手法

⑴ 「成果目標」の評価について

基本目標ごとに，社会教育行政が，市民や地域などと関わり「どのような状況を目指したいの

か」ということについて整理した「成果目標」を設定し，その進捗状況を数値で客観的に状況把

握するために設定した，成果指標により評価しました。

別表の基準により，令和元年度の目標値に達したものを「達成」，達していないものを「未達成」

として達成状況を示し，「未達成」指標については，前年度の実績値との比較結果を示しました。

⑵ 「基本施策」の進捗状況について

基本施策の「主な取組」について，各事業の実績を把握するために設定した評価指標や施策事

業の進捗状況などを踏まえ，成果や課題を把握しました。

⑶ 「今後の課題と改善に向けた方向性」について

「主な取組」について，課題を整理し，今後の事業改善につながるよう，できるだけ具体的に
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記述することとしました。

〔別表 目標の評価〕

指標の達成状況 Ｈ３０実績値との比較結果

目標値(R元)に達したもの 達成 －

Ｈ３０実績値から向上したもの (向上)

目標値(R元)に達していないもの 未達成
Ｈ３０実績値と同じ，又はＨ３０実

(低下)
績値から低下したもの
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４ 第２期旭川市学校教育基本計画に基づく評価結果

指標の達成状況

未達成
基本施策 ページ

達成 Ｈ30実績値との比較 計

（向上） （低下）

１ 確かな学力を育成する教育の推進
７ ２ １ １０ ９～１３

２ 豊かな心と健やかな体を育成する教育の推進
１ １ １１ １３ １４～２１

３ 子どもたちの多様な個性を伸ばす教育の推進
３ ０ １ ４ ２２～２５

４ 子どもたちの安全対策の充実
３ ０ ０ ３ ２６～２８

５ 教育環境の充実
５ ２ １ ８ ２９～３３

６ 学びを支える連携・地域との協働の推進
２ ０ ０ ２ ３４～３５

７ 学校の教育力の向上
２ ２ ０ ４ ３６～３８

計
２３ ７ １４ ４４
(52％) (16％) (32％) (100％)

※小・中学校別に設定されている指標については，それぞれ達成状況を把握し，評価しています。

５ 旭川市社会教育基本計画に基づく評価結果

成果指標の達成状況

未達成
基本目標 ページ

達成 Ｈ30実績値との比較 計

（向上） （低下）

１ 市民一人一人の主体的な学びの機会の充実 ２ ０ ５ ７ ３９～４７

２ 市民の学びを支える環境の整備 ５ １ ６ １２ ４８～５３

３ 地域における学びの循環 ２ ０ ６ ８ ５４～５９

４ 市民の心を豊かにする文化芸術活動の充実 ６ ０ ２ ８ ６０～６３

５ 郷土文化の保存・活用と郷土愛の育成 ３ ０ ３ ６ ６４～６７

計
１８ １ ２２ ４１
(44％) (2％) (54％) (100％)
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６ 指標や取組の状況及び今後の課題と改善に向けた方向性

（１） 第２期旭川市学校教育基本計画

基本施策１ 確かな学力を育成する教育の推進学校教育

本計画の基本理念を踏まえ，本市の児童生徒の学力向上に向け，各学校が共通して取り組む具体的

な方策や，教育委員会が推進する学力向上に係る事業等をまとめ，「旭川市確かな学力育成プラン」を

策定し，本プランに基づく取組を通じて，基礎的な知識・技能を確実に習得させ，未知の状況にも対

応できる思考力・判断力・表現力等を育成し，学びを人生や社会に生かそうとする力や人間性を涵養
かん

するなど，確かな学力を育む教育の充実を図ります。

また，子どもたちが，予測できない変化に受け身で対処するのではなく，主体的に向き合って関わ

り合い，その過程を通して自らの可能性を発揮し，力強く未来を生き抜くことができるよう，他者と

協働して課題を解決するための資質・能力を育むとともに，英語教育や情報教育などの新しい時代に

求められる教育を推進します。

Ⅰ 指標の状況

◆ 指標１

全国学力・学習状況調査の国語と算数・数学において正答

数を４つの階層に分けたうち，最も正答数の少ない層に該

当する児童生徒の割合

目標値(R元)※ 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校(国語) 23.5％ 22.2％ 達成 －

（全国との差） （-1.3％）

中学校(国語) 21.4％ 21.2％ 達成 －

（全国との差） （-0.2％）

小学校(算数) 19.5％ 20.7％ 未達成 －

（全国との差） （1.2％）

中学校(数学) 20.5％ 21.3％ 未達成 －

（全国との差） （0.8％）

※ 目標値については，全国学力・学習状況調査の全国値を基準とし，右のグラフは，
本市と全国の差を表したものになります。

◆ 指標２

各教科等の授業において，課題の解決に自ら考え取り組ん
でいる児童生徒の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 86.8％ 86.9％ 達成 －

中学校 82.7％ 83.0％ 達成 －

86.4% 86.8%87.2%
90%以上

86.4% 86.9%

70%

80%

90%

100%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

小学校

目標 実績

81.7% 82.7% 83.7%

90%以上81.7%
83.0%

70%

80%

90%

100%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

中学校

目標 実績

全国より

少ない-1.2% -1.3%
-10%

0%

10%
Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

小学校国語

目標 実績

全国より

少ない

0.2%

-0.2%
-10%

0%

10%
Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

中学校国語

目標 実績

全国より

少ない

0.0% 1.2%

-10%

0%

10%
Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

小学校算数

目標 実績

全国より

少ない

5.2% 0.8%

-10%

0%

10%
Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

中学校数学

目標 実績
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◆ 指標３

学習のきまりを守っている児童生徒の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 90.0％ 90.2％ 達成 －

中学校 85.8％ 87.0％ 達成 －

◆ 指標４

英語の授業において，児童生徒の英語による言語活動を１
単位時間の半分以上行っている教員の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

中学校 78.3％ 78.6％ 達成 －

◆ 指標５

児童生徒のＩＣＴ活用を指導できる教員の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

78.6％ 77.8％ 未達成 －

※ 第２期旭川市学校教育基本計画の当初の指標では，平成３９年度（令和９年度）の数値を「９０％以上」としておりましたが，その後，国の
ＧＩＧＡスクール構想に伴い，児童生徒に一人一台の端末を整備することとしたため，全ての教員がＩＣＴ活用を指導できるよう取組を進める必要が
あることから，平成３９年度の数値を「１００％」に修正を図り，令和元年度からの取組の点検･評価を実施することとしました。

Ⅱ 取組の状況

取組１ 基礎・基本を定着し，学びに向かう力を育む教育の推進

１ 義務教育９年間を見通した「教育課程編成の指針」の作成

各学校における義務教育９年間を見通した教育課程の編成・実施に資するよう，新学習指導要領

及び第２期旭川市学校教育基本計画を踏まえ，「教育課程編成の指針（総則編）」を一部改訂しまし

た。

小学校の各教科の指導計画例や学習内容を系統的に示した「あさひかわラーニングマップ」を掲

載した「教育課程編成の指針（各教科編）」を作成し，各学校に配付しました。

２ 少人数学級編制の実施

小学校１年生から４年生において，国や道の基準よりも少ない人数で学級を編制し，小学校教員

免許を有する市費負担教員を配置することにより，児童の個に応じたきめ細かな指導の充実を図り，

生活習慣，学習習慣の早期定着や学年に応じた学力の定着を図りました。

小学校１・２年生においては，１年生で対象となる３校，２年生で対象となる７校で１学級３２

76.8% 78.3% 79.8%

90%以上76.8% 78.6%

70%

80%

90%

100%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

中学校

目標 実績

77.2% 78.6%
83.4%

100% 100%

77.2% 77.8%

50%

75%

100%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

目標 実績

90.0% 90.0% 90.0% 90%以上 90%以上

91.4% 90.2%

80%

90%

100%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

小学校

目標 実績

84.8% 85.8%
88.0% 90%以上 90%以上

84.8% 87.0%

80%

90%

100%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

中学校

目標 実績
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人以下の学級編制を実施し，小学校３・４年生においては，４年生で対象となる３校で３７人以下

の学級編制を実施しました。

３ オンラインサービスを利用した学習支援システムの導入・活用

児童生徒の学びの状況に応じた補充的な学習や家庭学習を支援するため，オンラインサービスを

利用した学習支援システムを導入していますが，効果的な活用を図るため，小・中学校教員向け研

修を１回実施したほか，使用方法等についての説明動画を２０本作成し，各学校へ提供しました。

４ 教員の指導力向上を図る取組の推進

本市の教員と指導主事で構成する授業力向上プロジェクトチームとして，国語，算数・数学，外

国語，体育，学習習慣・生活習慣改善，小学校プログラミング教育の６チームを設置し，それぞれ

が教員向け指導資料を作成しました。

また，旭川市教育委員会主催の「授業力向上研修会」を３回開催したほか，教育課題等の解決に

向けて実践研究に取り組む学校を小学校６校，中学校２校指定し，その研究成果を広く市内に普及

しました。

５ 指導体制の充実と学習教材の整備

「あさひかわ子どもの学び人材リスト」に，新たに１１人の外部人材を登録し，計２７３人に拡

充しました。各学校では，各教科や総合的な学習の時間などで延べ２３７回の人材の活用が図られ

ました。

また，北海道教育大学旭川校との連携により，延べ１９５人の学生ボランティアを希望校に派遣

し，各学校における個に応じた指導の充実が図られました。

さらに，本市の児童生徒の実態を踏まえ作成した「旭川市学力向上学習プリント集（国語編及び

算数・数学編）」の充実を図るとともに，新たに英語編を作成しました。

取組２ 新しい時代に対応した教育の推進

１ 英語教育の推進

令和２年度から全面実施となる小学校３・４年生の外国語活動及び小学校５・６年生の外国語科

の先行実施に取り組みました。外国人英語指導助手（ＡＬＴ）７人を小学校５・６年生及び中学校

の英語の授業に各学級９回派遣し，児童生徒が生きた英語に触れる機会の充実を図るとともに，小

学校外国語活動サポーターなど，英語に堪能な地域人材１２人を小学校３・４年生の外国語活動に

各学級９回派遣し，英語学習の入門期に当たる指導の支援を行いました。

また，インターネット電話を活用した海外児童生徒との交流を小学校２校で延べ３回実施すると

ともに，児童生徒が学習した英語を使ってＡＬＴと対話等を行う「イングリッシュ・チャレンジ教

室」を長期休業中に小学生を対象に５日間，中学生を対象に２日間開催し，小学生は延べ２１５人，

中学生は延べ３４人が参加しました。

さらに，小学校教員の指導力向上を図る，「小学校教員英語研修会」を長期休業期間中に４回開催

し，延べ７５人が参加しました。また，ＡＬＴを講師に，英語力を高める「小学校教員英語ワーク

ショップ」を５回開催し，延べ２６人が参加しました。

２ 情報教育の推進

全ての小学校に人型ロボット教材８台を一定期間配置し，総合的な学習の時間を中心に，児童が

プログラムを考えロボットを動かす学習を通して，コンピュータのよさに気付いたり，論理的に考

える手順を学んだりするなど，プログラミング的思考を育む教育活動に取り組みました。

また，児童生徒を対象として，北海道旭川工業高等学校教員によるプログラミング出前授業を３

回開催し，身近なプログラミング例の紹介や，児童生徒が実際にプログラムを作成する学習活動を

通して，コンピュータに意図した処理を行わせるために必要な論理的思考の大切さについて理解を

深める取組を行いました。

さらに，教員の指導力向上を図る「小学校プログラミング教育研修会」を３回開催し，延べ７９
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人が参加するとともに，北海道旭川工業高等専門学校教授による「プログラミング研修会」を開催

し，１４人が参加しました。これらの研修会を通して，コンピュータの仕組みやプログラムの原理，

プログラミング学習を実施する上での指導上の留意点，プログラミングソフトや人型ロボット教材

を活用した具体的なプログラム作成の方法などについて参加者の理解を深めました。

Ⅲ 今後の課題と改善に向けた方向性

取組１ 基礎・基本を定着し，学びに向かう力を育む教育の推進

１ 義務教育９年間を見通した「教育課程編成の指針」の作成

各学校において，本指針を活用し，学校教育全体や各教科等の指導を通して育成を目指す資質・

能力を明確にした上で，教育課程の編成・実施が進められていますが，令和２年度には，令和３年

度から中学校で使用する教科用図書の採択が行われることから，各学校において新たに採択された

教科用図書を踏まえた教育課程を編成する必要があります。

そのため，令和２年度については，本指針の中学校各教科の年間指導計画例の作成や「あさひか

わラーニングマップ」の更新を行うとともに，令和３年度以降についても，引き続き，旭川市の取

組や義務教育９年間を見通すという視点で本指針の見直しを行うほか，各種研修会や学校訪問等を

通して，本指針の一層の活用を促進します。

２ 少人数学級編制の実施

「学習のきまりを守っている児童生徒の割合」については，小学校は９０．２％，中学校は前年

度より改善し８７．０％となっており，今後も継続した取組により，生活習慣や学習習慣の早期定

着を図るとともに，学年に応じた基礎学力の定着を図る必要があります。令和２年度の目標値は，

令和元年度の実績を踏まえ，小学校は引き続き９０％以上を維持すること，中学校は８８．０％と

することとします。

少人数学級編制の実施については，教員のなり手不足が続く中，必要な市費負担教員の確保が課

題となっています。また，北海道教育委員会においては，令和２年度から令和４年度に小学校３・

４年生の３５人学級編制を段階的に実施することから，今後も北海道教育委員会の動向を注視しな

がら，確保できた教員の状況に応じ小学校に市費負担教員を配置し，少人数学級編制を実施します。

このほか，市費負担教員が自らの経験年数等に応じた研修会を受講することにより資質・能力の向

上に努め，個に応じたきめ細かな指導の充実を図ります。

３ オンラインサービスを利用した学習支援システムの導入・活用

児童生徒の基礎的・基本的な学習の定着を図るため，授業での活用や予習・復習など児童生徒が

自ら計画的に取り組む家庭学習の支援として，オンラインサービスを利用した学習支援システムを

導入していますが，効果的な活用を図り，児童生徒個々の学びの状況に応じた指導や支援が必要で

す。

そのため，小・中学校の教員向けの研修を実施し，オンラインサービスを利用した学習支援シス

テムの活用による授業や家庭学習での利用の促進を図ります。

４ 教員の指導力向上を図る取組の推進

「全国学力・学習状況調査の国語と算数・数学において正答数を４つの階層に分けたうち，最も

正答数の少ない層に該当する児童生徒の割合」は，小学校国語及び中学校国語では全国より少なく，

小学校算数及び改善傾向にある中学校数学では全国より多い状況でした。また，「各教科等の授業に

おいて，課題の解決に自ら考え取り組んでいる児童生徒の割合」は，小・中学校ともに約８割であ

りますが，今後も自ら学びに向かう能力等の育成に向け，教員の指導力向上を図る必要があります。

そのため，引き続き授業力向上プロジェクトチームを設置し，本市児童生徒の実態を踏まえた指

導資料等を作成し，正答数の少ない層に該当する児童生徒の指導や支援の充実を図るとともに，教
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員の授業力向上に資する研修会を開催するほか，教育課題の解決に向けた実践研究に取り組む学校

の指定による好事例の普及などを行い，教員の指導力の向上を図ります。

５ 指導体制の充実と学習教材の整備

各学校において，地域の人材を活用した学習活動や個に応じた指導が進められていますが，今後

も，基礎的・基本的な知識・技能の習得や主体的に学習に取り組む態度の育成に向け，外部人材を

含めた指導体制の充実を図り，学習教材の整備を進める必要があります。

そのため，「あさひかわ子どもの学び人材リスト」の拡充を図り，各学校における外部人材の活用

を促進するとともに，学生ボランティア等の人材を引き続き各学校へ派遣し，指導体制の充実を図

ります。また，本市の児童生徒の実態を踏まえ，「旭川市学力向上学習プリント集」を作成するとと

もに，各学校に配付し，授業や家庭学習で活用できる学習教材の整備に努めます。

取組２ 新しい時代に対応した教育の推進

１ 英語教育の推進

中学校では「英語の授業において，児童生徒の英語による言語活動を１単位時間の半分以上行っ

ている教員の割合」は約８割であり，英語によるコミュニケーション能力の育成を目指した指導の

充実が図られています。一方で，小学校では，５・６年生で英語が教科化されたことから，今後は

英語による言語活動の充実を図る必要があります。

そのため，引き続きＡＬＴや地域人材を小・中学校に派遣するとともに，授業で身に付けた力を

試す場として，インターネット電話を活用した海外児童生徒との交流や児童生徒対象のイングリッ

シュ・チャレンジ教室による児童生徒の興味関心を高める機会を提供します。また，「小学校教員英

語ワークショップ」のほか，新たに「小中学校教員英語力向上研修会」を開催し，教員の指導力向

上を図ります。

２ 情報教育の推進

「児童生徒のＩＣＴ活用を指導できる教員の割合」は，７７．８％となっており，今後，文部科

学省の「ＧＩＧＡスクール構想」による児童生徒１人１台端末や校内ネットワークが整備されるこ

とから，ＩＣＴを活用した学習活動の充実に向け，教員の指導力の向上を図る取組が必要です。

そのため，令和２年度の目標値は，令和元年度の実績を踏まえ，８３．４％とし，引き続き，教

員向けの研修会を開催するほか，旭川市教育実践推進事業の指定校による先進的な取組を市内小・

中学校に普及するなど，各学校におけるＩＣＴの効果的な活用や指導技術の習得を図る研修の支援

に努めます。
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基本施策２ 豊かな心と健やかな体を育成する教育の推進学校教育

自分の大切さとともに他の人の大切さを認めるなど人権尊重の意識や，他人を思いやる心や生命を

尊重する心，自己肯定感や自己有用感，感性や想像力など，豊かな情操を培い，豊かな心を育む教育

の充実を図ります。また，「旭川市いじめ防止基本方針」に基づく取組を実施するなど，いじめや不登

校の未然防止と早期発見・早期対応に取り組みます。

子どもたちが，生涯を通じて健康で安全に活力ある豊かな生活を送ることができるよう，児童生徒

の体力の向上や健康の保持増進，食育や学校給食の充実など，健やかな体を育む教育の充実を図りま

す。

Ⅰ 指標の状況

◆ 指標６

自分には，よいところがあると思っている児童生徒の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 85.0％ 82.0％ 未達成 －

中学校 79.0％ 71.8％ 未達成 －

◆ 指標７

進んで仲間と関わり，自分の考えを深めたり，広げたりし
ている児童生徒の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 81.9％ 76.5％ 未達成 －

中学校 77.6％ 72.9％ 未達成 －

◆ 指標８

いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う児童
生徒の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 99.0％ 98.4％ 未達成 －

中学校 97.5％ 96.2％ 未達成 －

84.4% 85.0% 85.6%

90%以上

84.4% 82.0%

50%

75%

100%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

小学校

目標 実績

77.6% 79.0% 80.4%

90%以上

77.6%
71.8%

50%

75%

100%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

中学校

目標 実績

80.8% 81.9% 83.0%

90%以上

80.8% 76.5%

50%

75%

100%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

小学校

目標 実績

76.0% 77.6% 79.2%

90%以上

76.0% 72.9%
50%

75%

100%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

中学校

目標 実績

98.7% 99.0% 99.2% 100%

100%
98.7% 98.4%

90%

95%

100%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

小学校

目標 実績

96.9% 97.5%
98.1% 100%

100%

96.9% 96.2%

90%

95%

100%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

中学校

目標 実績
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◆ 指標９

専門機関や医療機関等において，相談・指導を受けた不登
校児童生徒の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

52.1％ 40.4％ 未達成 －

◆ 指標10

学校の授業時間以外に，普段読書をしている児童生徒の割
合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 75.4％ 78.6％ 達成 －

中学校 71.1％ 64.9％ 未達成 －

◆ 指標11

１週間当たりの総運動時間（体育・保健体育の授業を除く）
が７時間以上の児童生徒の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 47.9％ 47.1％ 未達成 －

中学校 67.2％ 65.9％ 未達成 －

◆ 指標12

学校給食が好きだと思う児童生徒の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 73.4％ 63.1％ 未達成 －

中学校 59.1％ 48.8％ 未達成 －

※ 実績値は平成29年度

69.9%
71.1% 72.3% 80%以上

69.9% 64.9%
60%

70%

80%

90%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

中学校

目標 実績

47.6% 47.9% 48.1% 50%以上
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25%

50%

75%

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

小学校

目標 実績

66.8% 67.2% 67.5%

70%以上
66.8%65.9%
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50%
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中学校

目標 実績

74.3% 75.4%
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60%

70%

80%
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Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

小学校

目標 実績

71.7% 73.4% 73.7%
80%以上

※71.7%
63.1%

30%

60%

90%
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目標 実績
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30%

60%
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64.1% 100%
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Ⅱ 取組の状況

取組３ 豊かな心を育む教育の充実

１ 道徳教育の充実

小・中学校の教員を対象に，「道徳科研修会」を開催し，小学校２６校，中学校１４校から４２人

の教員が参加しました。授業参観や研究協議，「教育課程編成の指針（特別の教科 道徳編）」等を

活用した演習を通して，指導方法や評価の在り方について理解を深めました。

２ 部活動や体験活動の充実

各学校では，部活動については，生徒の自主的，自発的な参加のもと，技能や体力の向上はもと

より，異学年交流等による望ましい人間関係づくりなど，部活動の教育的意義を踏まえた活動が行

われました。

体験活動については，自然体験活動やボランティア活動などを「教育課程編成の指針」に基づき

編成した教育課程に位置付け，充実した取組が行われました。また，学校訪問や教育課程編成協議

会等の各種研修会において，体験活動を効果的に位置付けた「教育課程編成の指針（総則編）」，「教

育課程編成の指針（特別活動編）」の活用を促しました。

３ 地域の教育資源の活用

「あさひかわ子どもの学び人材リスト」に新たに１１人を追加し計２７３人，「あさひかわ子ども

の学び施設リスト」に新たに３施設を追加し計８２施設をそれぞれ登録し，両リストを各学校に配

付しました。

各学校では，人材リストに登録している外部人材を，延べ２３７回，施設リストに登録している

施設を，延べ３９６回活用するなど，地域の教育資源を効果的に活用した取組が行われました。

取組４ いじめや不登校等への対応の充実

１ 「旭川市いじめ防止基本方針」に基づく取組の推進

「生活・学習Ａｃｔサミット」を開催し，中学校生徒会役員６４人が参加し，１２人の専門家等

の協力を得ながらインターネット上におけるいじめの防止に向けた効果的な取組等について協議し，

その成果をもとに，各学校で児童生徒が主体となった取組を推進しました。

「旭川市いじめ防止等対策委員会」を１回，「旭川市いじめ防止等連絡協議会」を２回開催し，い

じめの未然防止に向けた本市の取組等について専門的な知見から助言をいただき，今後の取組の方

向性について検討を行いました。さらに，「生徒指導研究協議会」においては，２３１人の教職員，

保護者，関係機関職員が参加し，各学校における情報モラルに関する取組等について協議し，好事

例を各小・中学校に発信しました。

いじめや不登校等の未然防止・早期解消に向け，中学校全２７校へのスクールカウンセラーの配

置や小学校全５３校へのスクールカウンセラーの派遣を行い，児童生徒及び保護者の相談に対応し

ました。

２ 不登校児童生徒への支援の充実

スクールカウンセラーを小・中学校に配置及び派遣し，不登校児童生徒の心理的な安定や悩みの

解消などの取組や保護者等の相談支援体制の充実を図りました。

また，旭川市適応指導教室（ゆっくらす）では，不登校児童生徒の学校復帰を促すとともに学習

機会を確保するため，児童生徒の実態に即した学習や体験活動等を行い，６３人が通室をしました。

さらに，「不登校を共に考える講演会」を開催し，保護者及び教員等７４人の参加があり，子ども

の心理や関わり方等の講演を通して，不登校及びその傾向にある児童生徒への理解を深めました。
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取組５ 豊かな感性を育み情操を培う教育の充実

１ 文化芸術に親しむ機会の提供

小学校６年生を対象としたミュージカル「はだかの王様（２公演）」及び中学生を対象とした「札

幌交響楽団コンサート」を実施しました。

また，和楽器の専門家を市内中学校等に派遣し，和楽器に関する学習の充実を図る伝統文化体験

事業を１４校で実施するなどして，児童生徒に文化芸術の素晴らしさを体感させるとともに，教員

の指導力向上を図る和楽器の実技研修会を開催しました。

２ 読書活動の充実

全ての小・中学校に兼務を合わせ学校司書５２人を配置し，学校図書館の環境整備，児童生徒へ

の資料の紹介や調べ活動のサポート等を行い，学校図書館としての機能の充実と，児童生徒の読書

活動が推進されたほか，教員の教材研究での利用など，学校図書館が有効に活用されました。

また，学校司書を対象とした研修会を３回実施し，学校司書の資質・能力の向上を図りました。

３ 各種大会選手派遣費の一部補助及び旭川市教育奨励賞の表彰

全道・全国大会に出場した小学生２１５人，中学生４６１人の交通費や宿泊費の一部について補

助を行い，保護者の負担を軽減するとともに，体育・文化活動の取組を支援しました。

また，学校及び地域社会で，体育・文化活動において優れた実績を挙げた児童生徒３人，１団体

に旭川市教育奨励賞を授与するとともに，全国大会の実績等をホームページに掲載し，全国の舞台

で輝かしい成績を挙げていることなどを周知しました。

４ 地域の教育資源の活用（再掲）

※基本施策２の取組３（１６ページ）に掲載

５ 部活動の充実（再掲）

※基本施策２の取組３（１６ページ）に掲載

取組６ 学校体育と学校保健の充実

１ 体力や運動能力の向上，運動習慣の定着に向けた教員の指導力を高める取組の推進

児童生徒の体力・運動能力の向上や運動習慣の定着に向け，１校１実践の取組を推進するととも

に，運動部活動の充実のほか，本市の冬の自然を生かし全ての小・中学校においてスキー学習を実

施しました。

また，体力の向上に関する教員の指導力を高めるために開催した「小学校教員体育研修会」では，

２８人が参加し，体育専科教員や外部講師による実技講習等を通じて，体育の授業や体力づくりの

取組などについて，理解を深めました。

２ 健康の保持増進を図る取組の推進

児童生徒の疾病の早期発見，早期治療につなげるため，学校保健安全法に基づく保健指導や定期

健康診断を行うとともに，尿検査，心電図検査，脊柱側わん症検査，結核検査について，精密検査

に係る費用の一部を助成し，保護者の負担軽減を図りました。また，薬物が心身に及ぼす影響につ

いて学ぶ「薬物乱用防止教室」を全ての小・中学校で実施し，むし歯予防のため関係機関との連携

により全ての小学校で実施しているフッ化物洗口には，８割を越える児童が参加しました。

環境衛生に関しては，学校環境衛生基準に基づく学校内の換気や保温，採光，照明，水質などの

環境衛生検査を行い，健康的な学習環境の確保に努めました。

学校保健に関わる教職員の知識や技術の向上に関しては，「学校保健研修会」を開催し，養護教諭

２２人の参加のもと，疾病を抱える児童生徒への関わり方等について理解を深めました。また，学
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校訪問を行い，管理職や養護教諭に保健室の運営等について，指導・助言を行いました。

新型コロナウイルス感染症対策については，国や道の要請を受け市内全ての小・中学校を臨時休

業とした令和２年２月２７日から３月２５日までの期間も含め，学校，保護者との連携により児童

生徒の検温など健康観察を継続するとともに，感染拡大防止のため，全ての小・中学校に校舎内の

消毒・清掃に必要な物品を配備しました。

３ 各種大会選手派遣費の一部補助及び旭川市教育奨励賞の表彰（再掲）

※基本施策２の取組５（１７ページ）に掲載

取組７ 食育と学校給食の充実

１ 食に関する指導の充実

食文化に関する知識や理解を深めることができるよう，毎月，全ての小・中学校に給食指導資料

を配付するとともに，栄養教諭が食育の一環として給食を活用する場合を想定し，食料の生産や流

通，食習慣などについて給食献立を踏まえた指導資料を作成するなど，学校における食に関する指

導の充実を図りました。

また，国内外の食文化などについて学ぶ機会として，愛知県の郷土料理である「きしめん」，「み

そカツ」を提供しました。

２ 地産地消の取組の推進

地産地消を推進するため，全ての小・中学校の給食において旭川産米粉を使用したパンを３８回，

メニューを１０回提供するとともに，郷土の旬を味わう日として農業団体等と連携し，旭川産リン

ゴ「つがる」と旭川産新米「ゆめぴりか」を全ての小・中学校に，また，地元生産者からの寄附を

受けた牛肉を使用したメニューを小・中学校２２校に提供しました。

３ 安全・安心な学校給食の提供

旧東旭川学校給食共同調理所を改築し，令和２年１月にＨＡＣＣＰの考えに基づく高度な衛生管

理に対応した東旭川学校給食センター（愛称：ポプラキッチン）の供用を開始しました。

また，学校給食の調理における衛生管理，安全管理の徹底のため，学校給食の調理従事者等に対

する研修会を７月と１０月の２回開催し，学校給食の調理における衛生管理，安全管理の徹底を図

りました。

４ 給食費の公会計化の推進

令和元年度に国から示された「学校給食費の公会計化に関するガイドライン」を受け，業務シス

テムや出納事務，予算管理など，公会計化に係る課題等について庁内関係部局と意見交換，情報共

有などを行うとともに，他都市における公会計化に係る状況の把握や業者等からの情報収集などを

行いました。

Ⅲ 今後の課題と改善に向けた方向性

取組３ 豊かな心を育む教育の充実

１ 道徳教育の充実

「自分には，よいところがあると思っている児童生徒の割合」は，小学校で約８割，中学校で約

７割でした。また，「進んで仲間と関わり，自分の考えを深めたり，広げたりしている児童生徒の割

合」は，小・中学校で約７割となっており，今後も，自己肯定感や人間関係力，自他を大切にする

心や生命を尊重する心などの醸成や育成が大切です。

そのため，各学校において，全ての教育活動を通じて，児童生徒のよさを認め励ます指導や，仲
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間と互いに理解し，信頼し助け合うなどの人間関係に配慮した指導の充実を図るとともに，児童一

人一人が自分事として捉え，深く考え，議論する教育活動の充実を図ります。また，「教育課程編成

の指針（特別の教科 道徳編）」の活用を促進するとともに，授業参観や研究協議による「道徳科研

修会」を開催し，指導方法や評価などの理解を深めます。

２ 部活動や体験活動の充実

部活動については，今後も各関係団体と指導方法等に関わる協議を進めるとともに，各学校にお

いて，部活動の教育的意義を大切にした指導を継続します。

体験活動については，中学校では，令和３年度からの新学習指導要領の全面実施に向け，体験活

動を各学年に位置付けた「教育課程編成の指針」を作成するとともに，小・中学校ともに「小学校

教育課程編成協議会」等の研修会において，効果的な指導への教職員の理解を深めます。

３ 地域の教育資源の活用

各学校においては，「あさひかわ子どもの学び人材リスト」及び「あさひかわ子どもの学び施設リ

スト」に登録されている地域人材や施設等が活用されていますが，一層の活用を促し，教育活動の

充実を図る必要があります。

そのため，「教育課程編成の指針」に記載している活用例に基づき，幅広い教科等で地域の人との

触れ合いや施設訪問などの豊かな心や情操を育む学習活動が充実するよう，新たな地域資源を発掘

し，人材及び施設リストの拡充を図ります。

取組４ いじめや不登校等への対応の充実

１「旭川市いじめ防止基本方針」に基づく取組の推進

「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う児童生徒の割合」は，小・中学校ともに

９割を超えていますが，児童生徒一人一人がいじめについて考え，いじめを許さないという意識を

高めるとともに，全ての小・中学校において，「旭川市いじめ防止基本方針」を踏まえて策定した「学

校いじめ防止基本方針」に基づき，市や教育委員会，学校，関係機関等の連携の下，いじめの防止

等の対策を推進する必要があります。

そのため，小・中学校へのスクールカウンセラーの配置・派遣や「生活・学習Ａｃｔサミット」，

「旭川市いじめ防止等連絡協議会」，「旭川市いじめ防止等対策委員会」及び「生徒指導研究協議会」

の開催など，「旭川市いじめ防止基本方針」に基づく取組の充実を図ります。

２ 不登校児童生徒への支援の充実

各学校における未然防止等に向けた取組や支援とともに，当該児童生徒や保護者が，それぞれの

状況に応じて，専門機関や医療機関等による専門的な相談・指導等を受けることのできる機会を確

保・提供する必要があります。

そのため，各学校，スクールカウンセラー及び旭川市適応指導教室（ゆっくらす），子ども総合相

談センター等が相互に連携を深め，当該児童生徒や保護者へ関係機関を周知し，相談等を受けるこ

とができるよう一層の働きかけを行うなど，不登校児童生徒への相談支援体制の充実を進めます。

取組５ 豊かな感性を育み情操を培う教育の充実

１ 文化芸術に親しむ機会の提供

ミュージカルやコンサート鑑賞，中学校への和楽器の専門家の派遣等を実施していますが，今後

も児童生徒が文化芸術に触れ，その素晴らしさを体感することができる機会を提供する必要があり

ます。

そのため，引き続き，小学校６年生を対象としたミュージカル鑑賞教室や中学生を対象としたコ

ンサート鑑賞を実施するとともに，中学校に和楽器の専門家を派遣し，音楽の授業の充実と教員の

指導力向上を図ります。
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２ 読書活動の充実

「学校の授業時間以外に，普段読書をしている児童生徒の割合」は，小学校では前年度よりも改

善し７８．６％，中学校では６４．９％となっており，今後も読書活動を通じて，児童生徒の人間

性や教養，想像力等を育むとともに，教育課程の効果的な実施に寄与する必要があります。

そのため，令和２年度の目標値は，令和元年度の実績を踏まえ，小学校は８０．０％，中学校は

７２．３％とし，今後も学校司書を全ての小・中学校に継続配置するとともに，司書教諭や学校司

書を対象とした研修会の実施や学校図書館の蔵書充実等，児童生徒の読書環境を整備します。

３ 各種大会選手派遣費の一部補助及び旭川市教育奨励賞の表彰

体育・文化活動の分野において，引き続き，全道・全国大会に出場する児童生徒の交通費や宿泊

費の一部補助を行うとともに，優れた実績を挙げた児童生徒又は団体を対象に，「旭川市教育奨励賞

表彰」を授与します。

４ 地域の教育資源の活用（再掲）

※基本施策２の取組３（１９ページ）に掲載

５ 部活動の充実（再掲）

※基本施策２の取組３（１９ページ）に掲載

取組６ 学校体育と学校保健の充実

１ 体力や運動能力の向上，運動習慣の定着に向けた教員の指導力を高める取組の推進

「１週間当たりの総運動時間（体育・保健体育の授業を除く）が７時間以上の児童生徒の割合」

が，小学校で４７．１％，中学校で６５．９％であったことから，児童生徒が運動の楽しさやよさ

を実感し，進んで運動に親しむよう，運動習慣の定着を図るとともに，児童生徒が体力や運動能力

の向上を図る指導を充実する必要があります。

そのため，引き続き，体育の授業の工夫・改善や１校１実践，運動部活動等の取組を推進するほ

か，児童生徒自らが運動習慣や生活習慣の改善に役立てることができる「体力手帳」の配付を行う

とともに，教員研修会を開催し，教員の指導力の向上を図ります。

２ 健康の保持増進を図る取組の推進

児童生徒の健全な成長に資するよう，健康の保持増進のための取組を継続的に行う必要があるこ

とから，学校保健安全法に基づく保健指導や定期健康診断を適切に行うとともに，精密検査が必要

な場合の費用の一部助成を継続し，保護者の負担軽減を図ります。

また，薬物が心身に及ぼす影響について学ぶ「薬物乱用防止教室」を継続するとともに，健康的

な学習環境の確保のため，学校環境衛生基準に基づく各種検査を行います。

学校保健に関わる教職員の知識や技術向上の取組については，養護教諭等を対象とした「学校保

健研修会」を開催します。

新型コロナウイルス感染症対策については，家庭と連携して児童生徒の毎日の検温等の健康観察

を継続するなど感染拡大防止に取り組むとともに，新しい生活様式に基づいた学校生活が定着する

よう努めます。また，校舎の消毒等に必要な衛生用品を計画的に配備します。

３ 各種大会選手派遣費の一部補助及び旭川市教育奨励賞の表彰（再掲）

※基本施策２の取組５（２０ページ）に掲載
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取組７ 食育と学校給食の充実

１ 食に関する指導の充実

「学校給食が好きだと思う児童生徒の割合」については，前回調査と比較して「きらい」，「大き

らい」は１割弱と変わらないものの，「どちらとも言えない」が小学校で３割，中学校で４割と１割

程度増えたことにより，小学校で約６割，中学校で約５割となりました。今後は，メニュー等の改

善，工夫と併せ，児童生徒が学校給食を通じて，食に対する興味を持ち，望ましい栄養バランスや

食習慣の重要性，地域の農産物，世界や国内各地の食文化などに関する知識や理解を深めていくこ

とが必要です。

そのため，喫食状況やアンケート結果を踏まえた，献立研究等を行うとともに，栄養教諭等の専

門性を生かしながら食文化やふるさと旭川の理解を深められるよう，給食指導資料や食育指導資料

を作成し，児童生徒に配付するほか，世界や国内各地の料理を提供します。

２ 地産地消の取組の推進

児童生徒が，学校給食を通じて地元産の食材や食文化に対する知識を養っていくことは，地域振

興はもとより，ふるさと旭川への愛着を育む上でも重要です。

そのため，引き続き，旭川産のりんごや新米など郷土の旬を味わう日の実施などにより，生産者

との交流を通じて地元産の食材に関する理解を深めるなど，地産地消の取組を推進します。また，

旭川産の米粉を使用したパンや料理については，給食メニューとして定着していますが，児童生徒

に対するアンケートなどにより，食育や地産地消の観点から検証します。

３ 安全・安心な学校給食の提供

食に対する意識の高まりや食物アレルギーを有する児童生徒の増加などに伴い，学校給食におけ

る安全，安心の確保がより一層重要になっています。

そのため，給食調理施設の適切な維持管理や職員研修の実施などにより，引き続き，衛生管理，

安全管理の徹底を図るとともに，マニュアル等に基づき，アレルギー事故の未然防止などに取り組

みます。

４ 給食費の公会計化の推進

給食費の公会計化は，教職員の負担軽減や会計処理に係る透明性の確保のため必要な取組であり，

財源や人員の確保，システムの構築など多くの課題を整理した上で速やかに進めていく必要があり

ます。今後，学校や関係部局と公会計化に向けた具体的な協議を行い，公会計化の手法やスケジュー

ル等について決定していきます。



22

基本施策３ 子どもたちの多様な個性を伸ばす教育の推進学校教育

旭川の豊かな自然や産業，伝統や文化，多様な人材や施設など，恵まれた教育資源を活用した体験

活動や取組などを推進し，子どもたちが自分やふるさとのよさを知り，自己の将来や社会づくりに生

かすことができる，地域に根ざしたキャリア教育の充実を図ります。

教育上特別の支援を必要とする児童生徒や帰国・外国人児童生徒等を初め，全ての子どもたちが持

つ能力や可能性を最大限に伸ばすことができるよう，協調性や多様性を尊重し，一人一人のニーズに

対応した教育の充実を図ります。

Ⅰ 指標の状況

◆ 指標13

授業や課外活動で地域のことを調べたり，地域の人と関
わったりする機会のある児童生徒の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 72.8％ 82.4％ 達成 －

中学校 69.8％ 66.8％ 未達成 －

※ 第２期旭川市学校教育基本計画の当初の指標では，「旭川市の人材や施設等を効果的に活用

するなど，特色ある教育活動に取り組んでいる学校の割合」としておりましたが，児童生徒へ

の調査の結果に基づき平成３０年度の数値を把握していたため指標の修正を図り，令和元年度

からの取組の点検･評価を実施することとしました。

◆ 指標14

特別支援教育に係る校内研修を実施し，かつ，教職員が外
部の研修に参加した学校の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 86.8％ 100.0％ 達成 －

中学校 83.5％ 100.0％ 達成 －

Ⅱ 取組の状況

取組８ ふるさと旭川の特徴を活かした教育の充実

１ ふるさと旭川への理解を深める学習の充実

社会科副読本「あさひかわ（平成３０年度版）」を小学校３年生に配付したほか，新学習指導要領

の内容を踏まえ，令和２年度に小学校３・４年生に配付する社会科副読本「あさひかわ（令和２年

度版）」の改訂を行いました。

また，「あさひかわ子どもの学び人材リスト」に１１人，「あさひかわ子どもの学び施設リスト」

に３施設を新たに加え，両リストを各学校に配付するとともに，教員向け研修会等において両リス

トの活用を促しました。
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さらに，ＮＰＯ法人によるバスレンタル事業により，小学校の教科等における旭山動物園の活用

促進を図り，ふるさと旭川の特徴を活かした教育活動に取り組みました。

２ ふるさと旭川のよさを生かしたキャリア教育の充実

児童生徒が各教科の学習や学校行事等の体験的な活動を振り返って記録し，自身の成長等を自己

評価することができるキャリア・パスポートAsahikawaを作成しました。

また，教育課程編成協議会等の研修会において，「教育課程編成の指針（特別活動編）」や「教育

課程編成の指針（総合的な学習の時間編）」に基づき，地域の教育資源を効果的に活用した職場体験

や職業講話等を各学校のキャリア教育の計画に位置付けるとともに，活動内容の充実について理解

を深めました。

取組９ 一人一人のニーズに対応した教育の充実

１ 特別支援学級・通級指導教室の開設や特別支援教育補助指導員の配置

令和元年度は，小学校２３４学級，中学校１０６学級の合計３４０学級の特別支援学級及び２６

校３５教室の通級指導教室を開設しました。

また，小学校４０校に６４人，中学校１５校に１７人の特別支援教育補助指導員を配置し，その

うち，医療的ケアを必要とする児童生徒に対して，小学校に１０人，中学校に１人の看護師の配置

を行い，一人一人の教育的ニーズを把握し，適切な指導・支援に努めました。

２ 特別支援教育等に関する研修会の開催

全ての小・中学校において，児童生徒の実態に応じた支援を図る校内研修を実施しました。

また，特別支援教育に関する理解を促進するため，「特別支援教育コーディネーター研修会」を４

回開催し，特別支援教育等を担当する教員延べ２９２人が参加し，資質・能力の向上を図りました。

さらに，必要な事項の理解と専門性の向上を図るため「特別支援教育補助指導員研修会」を開催

し，７７人が参加し，特別なニーズのある児童生徒への支援の在り方について学びました。

３ 子ども総合相談センター等との連携

子ども総合相談センター等の関係機関と連携し，特別な配慮が必要な児童生徒や就学相談につい

て，継続して情報共有を行うとともに，愛育センターなど関係機関や幼稚園・保育所等の職員及び

保護者を対象に，就学に関する説明会を実施しました。

４ 児童生徒の多様性への配慮や帰国・外国人児童生徒への支援

各学校における人権教育の取組のほか，「性の多様性に関する研修会」を開催し，校長，教頭，主

幹教諭７７人を対象に，性同一性障害や性の多様性に関する講演等を通じて，児童生徒への指導や

教育相談における配慮等について，理解を深めました。

また，帰国・外国人児童生徒が在籍する学校では，担当教員の個別指導に加え，退職教員等のボ

ランティアの配置や音声翻訳機を整備し，帰国・外国人児童生徒が学校生活に円滑に順応できるよ

う支援しました。

５ 幼児教育との接続を図るスタートカリキュラムの充実

「教育課程編成の指針（総則編）」の中にスタートカリキュラムの編成を新たに位置付け，各学校

に配付するとともに，小学校では入学した児童が学校生活へ順応できるよう，本資料に基づいてス

タートカリキュラムの見直しを行いました。

また，「小学校教育課程編成協議会」において，幼稚園教育要領のねらいや内容，幼稚園や認定こ

ども園等との連携の意義や，入学した児童生徒が安心感をもち，自分の力で学校生活を送ることが

できるよう学習環境を整えることの重要性について理解を深めました。
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Ⅲ 今後の課題と改善に向けた方向性

取組８ ふるさと旭川の特徴を活かした教育の充実

１ ふるさと旭川への理解を深める学習の充実

「授業や課外活動で地域のことを調べたり，地域の人と関わったりする機会のある児童生徒の割

合」は，小学校では前年度より改善し８２．４％，中学校では６６．８％となっており，今後も，

各学校において，旭川の教育資源を活用した特色ある教育活動の一層の充実に努め，児童生徒が旭

川についての理解を深め，愛着と誇りを持つことができるよう取組を進める必要があります。

そのため，令和２年度の目標値は，令和元年度の実績を踏まえ，小学校は引き続き８０％以上を

維持すること，中学校は７１．１％とすることとし，今後も，社会科副読本「あさひかわ」を小学

校３年生に配付するとともに，「あさひかわ子どもの学び人材リスト」及び「あさひかわ子どもの学

び施設リスト」の充実や，バスレンタル事業の提供による旭山動物園の活用の促進に努めます。ま

た，「教育課程編成協議会」等の研修会を通して，各学校の教育課程に，旭川の教育資源を効果的に

位置付けるよう指導・助言し，ふるさと旭川の特徴を活かした教育活動の充実を図ります。

２ ふるさと旭川のよさを生かしたキャリア教育の充実

各学校では，キャリア教育の指導計画等を作成し，キャリアノートの活用や体験活動などにより，

キャリア教育の充実に努めてきましたが，今後も地域に根ざしたキャリア教育を推進する必要があ

ります。

そのため，新たに作成するキャリア・パスポートAsahikawaを各学校に配付し，活用を促進すると

ともに，「あさひかわ子どもの学び人材リスト」及び「あさひかわ子どもの学び施設リスト」の効果

的な活用を図り，旭川の人材や教育資源等を教育課程に位置付け，計画的・組織的にキャリア教育

を推進します。

取組９ 一人一人のニーズに対応した教育の充実

１ 特別支援学級・通級指導教室の開設や特別支援教育補助指導員の配置

各学校の特別な支援が必要な児童生徒や保護者のニーズや支援の状況を把握し，引き続き医療的

ケアを必要とする児童生徒への看護師配置も含めた特別支援教育補助指導員を各学校の状況に応じ

配置します。

２ 特別支援教育等に関する研修会の開催

「特別支援教育に係る校内研修を実施し，かつ，教職員が外部の研修に参加した学校の割合」は，

小・中学校ともに１００％となりましたが，多様化する児童生徒の教育的ニーズを把握し適切な指

導，支援を行うためには，特別支援教育を担当する教員はもとより，全ての教職員が，自校の児童

生徒の情報共有を図るとともに，特別支援教育に関する研修を不断に行う必要があります。

そのため，令和２年度の目標値は，令和元年度の実績を踏まえ，１００％を維持することとし，

今後は,引き続き，学校の要請に応じて特別支援教育担当指導主事を派遣するなど，校内研修の充実

を図るとともに，特別支援教育コーディネーターや特別支援教育補助指導員の研修会を実施し資質・

能力の向上を図ります。

３ 子ども総合相談センター等との連携

特別な教育的ニーズのある児童生徒が就学前から学齢期にかけて必要な支援を受けるためには，

教育・保健・福祉等，複数の関係機関の連携が必要です。

そのため，引き続き関係機関との情報共有や説明会の実施と併せて，保護者向けの分かりやすい

資料を作成・配付するなど，幼児期から学齢期における成長段階や，一人一人の特性に応じた切れ

目のない支援の充実を図ります。
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４ 児童生徒の多様性への配慮や帰国・外国人児童生徒への支援

今後も，児童生徒一人一人の個性が尊重され，よさや可能性が発揮できるよう，多様性への配慮

に関する研修会を開催し，教職員の理解を深め，指導力の向上を図るとともに，退職教員等のボラ

ンティアの配置や音声翻訳機の整備等により，帰国・外国人児童生徒に対し，きめ細かな指導がで

きるよう支援の充実を図ります。

５ 幼児教育との接続を図るスタートカリキュラムの充実

各小学校においては，入学した児童が円滑に学校生活へ順応できるよう，スタートカリキュラム

が整備され，その充実が図られていますが，幼稚園教育要領のねらいや内容や児童一人一人の発達

等を踏まえ，幼児教育との円滑な接続のもと，指導内容や指導方法の一層の工夫に努める必要があ

ります。

そのため，引き続き，各学校に「教育課程編成の指針（総則編）」や「教育課程編成の指針（生活

編）」の活用を促すとともに，幼稚園や認定こども園等の意見などを参考にしたスタートカリキュラ

ムの作成を通して，入学後の指導の充実を図ります。
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基本施策４ 子どもたちの安全対策の充実学校教育

子どもたちの安全を確保し，安心して学ぶことができるよう，学校安全計画や危機管理マニュアル

等の不断の見直し・改善を図り，危機管理体制を整備し，学校安全に係る取組を推進します。

子どもたちが，生涯を通じて安全な生活を送る基礎を培い，進んで安全で安心な社会づくりに貢献

できるよう資質・能力を育む安全教育の充実を図ります。また，家庭や地域，関係機関等と連携・協

働し，交通安全や防犯に関する教育，自然災害も含めた防災訓練を実施するとともに，登下校時の安

全確保などの安全対策の充実を図ります。

Ⅰ 指標の状況

◆ 指標15

学校安全計画の検証・見直しをしている学校の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

100.0％ 100.0％ 達成 －

◆ 指標16

自他の安全に気を付けて生活している児童生徒の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 91.5％ 93.8％ 達成 －

中学校 84.2％ 89.8％ 達成 －

Ⅱ 取組の状況

取組１０ 危機管理体制の整備

１ 危機管理対策マニュアル等に基づく危機管理の徹底

関係機関と連携して，気象情報等について各学校へ情報を提供し，児童生徒の確実な安全確保に

向けた注意喚起を行うなど，危機の未然防止に努めました。

また，各学校において，事故及び災害等の未然防止や，事故発生時の適切な対応が行われるよう，

学校安全計画や危機管理マニュアルの見直しを行い，教職員の事故対応等に関する共通理解と体制

整備に努めました。

２ 教育情報セキュリティ対策の徹底

文部科学省「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」に基づく教育情報セキュリ

ティ対策の徹底のため庁内協力体制を構築するとともに，全学校で教育情報セキュリティに係るガ
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イドラインを作成し，教育情報の取扱い等について校内研修で理解を深めました。

取組１１ 安全教育と安全対策の充実

１ 安全教育の推進

全ての小・中学校において，交通安全教室，防犯教室や防犯訓練，火災や地震，風水害を想定し

た避難（防災）訓練を実施し，児童生徒が事件や事故，災害等から身を守る安全な行動や規律ある

集団行動ができるよう，実践的な態度や能力の育成に努めました。

２ 通学路の安全確保や安全対策の推進

学校の通学路における安全確保を図るため，警察や道路管理者，地域等と連携し１９箇所の合同

点検を行い，対応策の検討，改善を進めるとともに，「旭川市通学路交通安全プログラム」を見直し，

防犯，防災の要素も含めた「旭川市通学路安全プログラム」を策定しました。加えて，交通ルール

やマナーに関する情報提供や防災安全部主催の「わかば教室」など交通安全に関わる事業の周知等

を行いました。

児童生徒が安心して学校へ通い地域で過ごすことができるよう，町内会や市民委員会防犯部等の

関係団体と連携し，子ども１１０番の家の旗を２，４２９件設置するとともに，公用車３４台を子

ども１１０番の車に指定し，運行しました。また，全ての小・中学校において，ＰＴＡや学校支援

ボランティア等による登下校時の見守り活動を行うとともに，安全マップの更新や見直しを行いま

した。

Ⅲ 今後の課題と改善に向けた方向性

取組１０ 危機管理体制の整備

１ 危機管理対策マニュアル等に基づく危機管理の徹底

「学校安全計画の検証・見直しをしている学校の割合」は１００％であり，全ての小・中学校で

実施されていますが，事故等の発生や近年多発している自然災害への対応などを踏まえ，児童生徒

の生命や身体を守ることができるよう不断に危機管理の徹底を図る必要があります。

そのため，今後も，各学校において学校安全計画や危機管理マニュアルの検証・見直しを継続し，

危機の未然防止や状況に応じた取組の充実を図ります。また，教育委員会と学校が一体となって危

機事態に対応する体制の充実に向け，「学校教育部危機管理マニュアル」の見直しを行います。

２ 教育情報セキュリティ対策の徹底

情報セキュリティに対する危機管理の徹底を図るため，教育情報セキュリティの重要性などにつ

いて，教育情報セキュリティ管理者等を対象とした研修会を実施し周知徹底を図るとともに，各学

校の校内研修等を通じて教職員一人一人の理解の深化や意識を高める取組を進めます。

取組１１ 安全教育と安全対策の充実

１ 安全教育の推進

「自他の安全に気を付けて生活している児童生徒の割合」は，小・中学校ともに前年度より改善

し，小学校では９３．８％，中学校では８９．８％となっていますが，今後も，引き続き，各学校

において，児童生徒の危険予測・回避能力等を育成する安全教育の充実を図る必要があります。

そのため，令和２年度の目標値は，令和元年度の実績を踏まえ，小学校は９５．４％，中学校は

９２．４％とし，各学校において，警察等の関係機関と連携した防犯教室，交通安全教室等の各種

安全教室や避難訓練を実施し，児童生徒の実践的な態度や能力を育成するなど，安全教育の充実を

図ります。
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２ 通学路の安全確保や安全対策の推進

児童生徒が安全に通学したり，地域で過ごしたりできるよう，引き続き，家庭や地域と協力し，

児童生徒の安全・安心を確保する必要があります。

そのため，引き続き，「旭川市通学路安全プログラム」に基づく，通学路の合同点検を実施する

とともに，子ども１１０番の家・車の取組のほか，各学校におけるＰＴＡや学校支援ボランティア

等と協力した登下校時の見守り活動や，安全マップの更新・見直しを行います。また，令和２年度

は，全ての小学校にＩＣタグ及び防犯カメラを活用した登下校見守りシステムを導入し，登下校に

おける安全対策の充実を図ります。
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基本施策５ 教育環境の充実学校教育

子どもたちが質の高い教育を安心して受けることができるよう，教材・教具やＩＣＴ環境の整備，

学校施設や設備の整備，耐震化，適正な学校規模の確保などを計画的に進めるとともに，就学援助制

度による保護者の経済的負担を軽減する取組を進めるなど，教育環境の充実を図ります。

Ⅰ 指標の状況

◆ 指標17

大型提示装置の整備率（普通教室＋特別教室）

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 71.1％ 71.1％ 達成 －

中学校 77.4％ 77.4％ 達成 －

◆ 指標18

無線ＬＡＮ環境を整備済みの学校の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 14.8％ 14.8％ 達成 －

中学校 11.1％ 11.1％ 達成 －

◆ 指標19

耐震性のない，又は，耐震診断未実施の学校数

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

7校 7校 達成 －

◆ 指標20

適正な学校規模の確保

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

17校中11校 17校中4校 未達成 －
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◆ 指標21

小・中学校の通学区域の整合性

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

15校中8校 15校中5校 未達成 －

◆ 指標22

就学援助制度を知っている割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

100.0％ 91.7％ 未達成 －

※実績値は平成29年度

Ⅱ 取組の状況

取組１２ 教材・教具の整備

１ 教育課程の実施に要する教材・教具やＩＣＴ環境の整備

教育課程の実施に必要な教材や施設管理に係る一般備品，学校維持管理に必要な消耗品等を整備

しました。理科教育設備整備費等補助金を活用し，小学校１１校，中学校５校に，理科・算数及び

数学に関する教育教材を整備しました。

また，プログラミング教育の一環として，人型ロボット教材を８台導入し，全ての小学校５３校

で活用しました。

さらに，「国の２０１８年度以降の学校におけるＩＣＴ環境の整備方針」を踏まえ，大型提示装置

を小学校の普通教室の９３．８％，中学校の普通教室の１００％に整備しました。

取組１３ 施設等の改修・維持管理及び耐震化の推進

１ 施設整備の改修・修繕

校舎・体育館などの建物をはじめ，電気，給水，暖房等の各設備のほか，グラウンドの遊具につ

いて各学校と連携しながら必要な改修や修繕を実施し，児童生徒の教育環境の充実を図りました。

また，各学校の老朽化等の現状に応じた長寿命化に係る計画策定に向けて，各学校施設の実態把

握を行いました。

改修工事については，日章小学校，緑が丘小学校，緑が丘中学校及び旭川第２中学校の受変電設

備改修工事，雨紛小学校の地下貯蔵タンク改修工事を実施しました。

２ 法定点検等の実施

小学校５３校及び中学校２７校（うち小中併置校３校）で建物本体や各設備の建築基準法に基づ

く法定点検を実施するとともに，暖房，電気，給水，消防，遊具の各種点検や施設，設備，石綿材，

フロン使用箇所，樹木，落雪等の日常点検を実施し，児童生徒の安全確保及び学校施設の適正な維

持管理を図りました。
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31

３ 校舎等の増改築・大規模改修の実施

耐震性のない校舎・体育館の増改築工事及び設計等のほか，老朽化した暖房・給水設備の大規模

改修工事を実施し，児童生徒の教育環境の整備を図りました。

改築については，旭川小学校の旧校舎・体育館の解体工事やプール改築工事等，東栄小学校の校

舎・体育館の増改築工事等，千代田小学校の増改築の基本設計，また，豊岡小学校の増改築に向け，

国の補助金活用に必要な耐力度調査を実施しました。

大規模改修については，末広北小学校の校舎並びに西神楽小学校，青雲小学校及び東明中学校の

体育館の暖房設備改修工事，永山南小学校及び神居東小学校の給水設備改修工事，知新小学校，東

栄小学校，正和小学校，春光小学校，緑が丘小学校，春光台中学校，啓北中学校，東鷹栖中学校及

び忠和中学校の校舎並びに青雲小学校，富沢小学校，西神楽小学校，旭川第１小学校，東光小学校，

春光小学校，東鷹栖中学校，東明中学校及び光陽中学校の体育館並びに富沢ふれあいの家のアスベ

スト含有断熱材を使用した煙突の改修工事等を実施しました。

取組１４ 小・中学校の適正配置の推進

１ 「旭川市立小・中学校適正配置計画」に基づく取組の推進

「旭川市立小・中学校適正配置計画」に基づき，令和元年度は，旭川第２小学校を旭川小学校に，

旭川第２中学校の通学区域を分けて東明中学校，東陽中学校及び旭川中学校に統合しました。また，

卒業生の進学先中学校が複数に分かれていた旭川第３小学校，共栄小学校及び東光小学校について，

進学先の中学校が１校となるよう，関係する学校の通学区域を見直しました。

本計画は平成２７年度から令和１１年度までを計画期間として，計画期間を５年ごとの３期に分

けて推進することとしており，令和元年度は計画第１期の最終年度であることから，計画の見直し

を行うため，「旭川市立小・中学校適正配置検討懇談会」を開催し，学識経験者等との意見交換を３

回実施したほか，意見提出手続（パブリックコメント）を実施し，２８人から意見をいただきまし

た。また，計画改訂案について，市民説明会や本計画で対象校としている１１校の学校において説

明会を開催し，２０８人に参加いただき，計画改訂案の周知及び意見聴取を行いました。懇談会や

意見提出手続，説明会でいただいた意見を参考にし，学校ごとの児童生徒数の推移や第１期の進捗

状況などを踏まえ，令和２年３月に計画を改訂しました。

２ 廃校校舎等の跡利用

統合により廃校となった校舎等の跡利用に向け，廃校校舎等の情報を旭川市の公式ホームページ

等に掲載するなど，廃校校舎等を有効活用するため，跡利用希望者を募集しました。

取組１５ 教育機会均等のための経済支援

１ 就学援助の実施

経済的理由により就学が困難と認められる児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため，就学

援助認定基準に該当する保護者に，学用品費や修学旅行費，学校給食費等を支給しました。

就学援助認定者数は，小学校では２，７０１人，中学校では１，５９９人となっています。

２ 特別支援教育就学奨励費事業の実施

特別支援学級及び通級指導教室等に在籍する児童生徒（生活保護，就学援助を受けている児童生

徒を除く。）の保護者に対し，経済的負担を軽減するため，世帯の収入に応じ，学用品費や修学旅行

費，学校給食費等を支給しました。

特別支援教育就学奨励費認定者数は，小学校では５７４人，中学校では２０９人となっています。

３ 子育て支援会議等への参画

子育て支援会議幹事会に参画し，子どもの貧困対策に関わる課題や子ども・保護者を取り巻く状

況等の情報共有を図りました。
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４ オンラインサービスを活用した学習支援

児童生徒の学びの状況に応じた補充的な学習や家庭学習等を支援するため，経済的な理由によら

ず，全ての児童生徒が活用できるオンラインサービスを利用した学習支援を行いました。また，学

習支援システムの活用例等の理解を図る教員向け研修会を実施しました。

Ⅲ 今後の課題と改善に向けた方向性

取組１２ 教材・教具の整備

１ 教育課程の実施に要する教材・教具やＩＣＴ環境の整備

各学校が教育課程を適切に実施できるよう，引き続き，各学校の状況や予算に応じ，新学習指導

要領に即した教材・教具の整備や，国の「２０１８年度以降の学校におけるＩＣＴ環境の整備方針」

及び「ＧＩＧＡスクール構想」を踏まえた取組を進める必要があります。

そのため，理科教育設備整備等補助金を活用した理科実験用教材等の計画的な整備のほか，プロ

グラミング教育用教材の効率的な活用など，学校の教育環境の充実を図ります。

また，国の「ＧＩＧＡスクール構想」における１人１台端末と高速通信ネットワーク環境の整備

を進め，教育ＩＣＴ環境の充実を図ります。

取組１３ 施設等の改修・維持管理及び耐震化の推進

１ 施設整備の改修・修繕

本市の学校施設は，建築後３０年以上が経ち，老朽化が進んでいる建物が多いことから，引き続

き，校地・校舎の維持及び良好な教育環境の保持に向け，必要な改修や修繕を実施していく必要が

あります。

そのため，今後も各学校施設の老朽化等の状態を把握しながら，適宜，改修や修繕を行うととも

に，将来，増加が見込まれるこれらの費用の平準化を図るため，本市としての学校施設の長寿命化

に係る計画を策定し，当該計画に基づき施設等の整備や維持に係る取組を推進します。

２ 法定点検等の実施

児童生徒の安全確保及び学校施設の適正な維持管理を行うため，建築基準法に基づく法定点検を

はじめ，他の法令等に基づく各種点検や日常点検などを実施し，施設設備の改善等を図っていく必

要があります。

そのため，建築士等の有資格者による建築基準法に基づく法定点検，委託等による各種点検及び

学校と連携した日常点検を継続して実施します。

３ 校舎等の増改築・大規模改修の実施

「耐震性のない，又は，耐震診断未実施の学校数」は，目標値の７校に達したものの，児童生徒

の安全な教育環境及び学校生活の確保に向けては，耐震化を早期に完了させるとともに老朽化対策

を確実に実施していく必要があります。

そのため，各学校施設の老朽化等の実態や適正配置の進捗状況，費用の平準化等を踏まえた上で，

耐震性のない校舎・体育館の増改築工事及び老朽化した暖房・給水設備等の大規模な改修工事を実

施し，学校施設の整備を推進します。

取組１４ 小・中学校の適正配置の推進

１ 「旭川市立小・中学校適正配置計画」に基づく取組の推進

「旭川市立小・中学校適正配置計画」において，計画第１期（平成２７年度から令和元年度まで）
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には，５学級以下の小・中学校１１校の統廃合と，進学先中学校が複数に分かれている小学校８校

の通学区域の見直しに取り組むこととしていたことから，指標２０「適正な学校規模の確保」につ

いては１１校，指標２１「小・中学校の通学区域の整合性」については８校を令和元年度の目標値

としていましたが，計画第１期の進捗は，統廃合は４校，通学区域の見直しは５校の実施となり，

目標値に達しませんでした。

学校の統廃合や通学区域の見直しは，保護者や地域の合意を得て進めることとしていますが，実

施に前向きな意見がある一方，教育環境が変わることや通学区域が遠くなること，学校がなくなる

ことについての心配，現状規模の学校を望む意見もあり，様々な意見がある中で，合意を得るに至っ

ていない学校や地域があります。

今後も，児童生徒のより良い教育環境の整備について，保護者や地域と議論を深め，合意を得て，

学校の統廃合や通学区域の見直しを進めます。

２ 廃校校舎等の跡利用

統合により廃校となった校舎等の跡利用に向け，廃校校舎等の情報を旭川市の公式ホームページ

などへ掲載するなど，跡利用希望者を募集し，廃校校舎等の有効活用を促進します。

取組１５ 教育機会均等のための経済支援

１ 就学援助の実施

平成３０年度の指標の数値は，子育て支援部が実施した調査結果に基づいていますが，「第２期

旭川市学校教育基本計画」の策定を期に，状況の改善に向け，より詳細な保護者の実態を把握する

ため，令和元年度について，小・中学校全学年の保護者を対象に新たに調査を実施しました。調査

結果では，「就学援助制度を知っている割合」が９割強であり，全ての保護者に就学援助制度を周

知できるよう，取組の改善が必要です。

そのため，本調査においては，就学援助制度の認知の有無のほか，認知した方法や今後の効果的

な周知の方法等も調査項目とし，保護者への効果的な周知方法について一層の検討を進めます。ま

た，引き続き，全保護者への制度案内の配付や，校内のポスター掲示，旭川市公式ＳＮＳを活用し

た制度の周知を行うほか，次年度以降の取組の検証・改善を図るため，調査を継続します。今後も

経済的理由により就学が困難と認められる児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため，学用品

費や修学旅行費，学校給食費等，学校教育に係る費用の一部の支援を継続します。

２ 特別支援教育就学奨励費事業の実施

特別支援学級及び通級指導教室等に在籍する児童生徒の保護者へ特別支援就学奨励費事業の制度

案内を配付するとともに，保護者の申請に基づき，学用品費や修学旅行費，学校給食費等，学校教

育に係る費用の一部を支援することで，保護者の経済的負担の軽減を図ります。

３ 子育て支援会議等への参画

子ども・保護者を取り巻く状況の情報共有等を行い，適切な支援につなげることができるよう，

引き続き，子育て支援会議等に参画するなど子育てに関わる関係部局や関係機関と連携を進めます。

４ オンラインサービスを活用した学習支援

経済的な理由によらず，全ての児童生徒に学習機会を確保するため，オンラインサービスを活用

した学習支援に継続して取り組みます。また，各家庭で児童生徒が本システムを活用した学習の充

実を図ることができるよう，児童生徒が主体的に活用できる具体例等の理解を図る教員向け研修会

を引き続き実施します。
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基本施策６ 学びを支える連携・地域との協働の推進学校教育

「旭川市小中連携・一貫教育推進プラン」に基づき，中学校区の小・中学校が連携し，９年間を見

通した系統的な教育活動や小学校から中学校への円滑な接続など，小中連携・一貫教育に取り組みま

す。

この中学校区での連携の充実をベースとして，学校と地域が力を合わせて子どもたちを育むコミュ

ニティ・スクールの導入・充実に取り組み，学びを支える学校・家庭・地域の連携・協働を推進しま

す。

Ⅰ 指標の状況

◆ 指標23

中学校区で教育課程に関する共通の取組を行い，かつ，教
科の接続を図っている割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

100.0％ 100.0％ 達成 －

◆ 指標24

中学校区で学校運営の基本方針の一部又は全部を共通で設
定しているコミュニティ・スクールの割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

71.3％ 71.3％ 達成 －

Ⅱ 取組の状況

取組１６ 学校種間の連携をベースとしたコミュニティ・スクールの推進

１ 小中連携・一貫教育の取組の充実

全ての中学校区において，小中連携・一貫教育推進プラン実践シート等を活用し，小中合同研修

や授業参観交流を実施するなど，義務教育９年間を見通した教育活動が推進されました。

また，各学校の教職員に小中連携・一貫教育の推進等への理解を深めるために実施した研修会で

は，９０人が参加し，市内中学校区の先進事例の発表や参加者同士の協議を行いました。

さらに，教育委員会に配置した小中連携コーディネーターが全ての中学校区へ訪問し，各中学校

区の取組の成果や課題を踏まえた助言等を行い，小中連携・一貫教育の充実を図りました。

２ コミュニティ・スクールの推進

令和元年度は新たに１６中学校区４９校にコミュニティ・スクールを導入し，平成３０年度にモ

デル実施地域として指定した３中学校区８校と合わせて，１９中学校区５７校でコミュニティ・ス

クールが推進されました。
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また，令和元年度の導入校に対し，中学校区ごとの校長との協議，１６地域での学校関係者や地

域住民等への説明会，９地域での地域まちづくり推進協議会との意見交換を通して，学校，家庭，

地域の関係者等に本市の小中連携・一貫教育をベースとした各中学校区の状況に応じたコミュニ

ティ・スクール導入への理解を図りました。

さらに，コミュニティ・スクールにおける取組への理解を図るために実施した市民説明会では，

教職員や保護者，地域の住民の方など１５７人が参加し，文部科学省のコミュニティ・スクール推

進員を講師に迎えて実施しました。加えて，モデル地区の取組の情報共有等のために実施した成果

報告会では，学校運営協議会委員や学校評議員の方など２４５人が参加し，道教委の説明やモデル

実施地域の３中学校区の実践発表を行いました。

３ 「旭川市立小・中学校適正配置計画」に基づく取組の推進（再掲）

※基本施策５の取組１４（３１ページ）に掲載

Ⅲ 今後の課題と改善に向けた方向性

取組１６ 学校種間の連携をベースとしたコミュニティ・スクールの推進

１ 小中連携・一貫教育の取組の充実

「中学校区で教育課程に関する共通の取組を行い，かつ，教科の接続を図っている割合」は

１００％であり，旭川市小中連携・一貫教育推進プランに基づく教育活動が各学校において推進さ

れていますが，今後も各中学校区の取組について，状況に応じて見直し，改善を図る必要がありま

す。

そのため，各学校に「小中連携・一貫教育推進プラン実践シート」を配付するなど，これまでの

取組の成果等を踏まえた各中学校区の教育活動の充実を図ります。

２ コミュニティ・スクールの推進

「中学校区で学校運営の基本方針の一部又は全部を共通で設定しているコミュニティ・スクール

の割合」が約７割となり，コミュニティ・スクール導入校における，小中連携・一貫教育をベース

とする取組が進められていますが，コミュニティ・スクール導入から１年未満の学校が多いことか

ら各中学校区で進めようとする取組を支援する必要があります。

そのため，コミュニティ・スクール導入校における好事例の紹介や，学校・家庭・地域の関係者

を対象とした研修の実施，学校訪問などを通して各学校の取組の充実や新たな導入校の支援に努め

ます。

３ 「旭川市立小・中学校適正配置計画」に基づく取組の推進（再掲）

※基本施策５の取組１４（３２及び３３ページ）に掲載
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基本施策７ 学校の教育力の向上学校教育

「旭川市立小中学校働き方改革推進プラン」に基づき，子どもたちの豊かな学びや成長に向け，教

職員が誇りや情熱，やりがいとともに，心身ともに健康で生き生きと子どもたちと向き合うことがで

きる環境づくりを推進します。

教職員のキャリアステージに応じた研修や倫理観を高める研修などの実施により，教職生活の全体

を通じて学び続ける教師を支援し，実践力や専門性などの資質・能力の向上に取り組み，学校の指導

体制の充実を図ります。

Ⅰ 指標の状況

◆ 指標25

１か月当たりの時間外在校等時間が４５時間を超える教職
員の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 37.9％ 20.6％ 達成 －

中学校 54.6％ 30.6％ 達成 －

※ 第２期旭川市学校教育基本計画の当初の指標では，「１週間当たりの勤務時間が６０
時間を超える教職員の割合」としておりましたが，国の「公立学校の教師の勤務時間の
上限に関するガイドライン」等を踏まえ修正を図るとともに，平成３０年度の数値につ
いても新たな指標に基づき修正を図り，令和元年度からの取組の点検･評価を実施するこ
ととしました。

◆ 指標26

授業の内容がよく分かる児童生徒の割合

目標値(R元) 実績値(R元) 達成状況 Ｈ３０実績値との比較

小学校 92.8％ 92.2％ 未達成 －

中学校 89.8％ 89.5％ 未達成 －

Ⅱ 取組の状況

取組１７ 教職員がより子どもと向き合える環境づくりの推進

１ 「旭川市立小中学校働き方改革推進プラン」に基づく取組の実施

教職員の勤務時間の客観的な把握や教職員を対象とした意識調査のほか，学校閉庁日を夏季及び

冬季休業期間中に９日間設定する取組を実施しました。また，教職員の負担を軽減し，学校や教職

員が本来担うべき業務に専念できる環境の整備のため，スクールサポート・スタッフを７校７人，

外国語活動サポーターを小学校３・４年生の授業に１２人派遣，「旭川市立中学校部活動ガイドラ

イン」に基づく取組や部活動指導員を６校に６人配置するなど，「旭川市立小中学校働き方改革推
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進プラン」に掲げる目標の達成に向け，学校と教育委員会が連携して取組を進めました。

取組１８ 学校における指導体制の充実

１ 教員の指導力向上を図る研修の充実

性の多様性や児童虐待・防止などの新たな課題に係る研修会の実施に取り組んだほか，教員が子

どもと向き合う時間を確保できるよう，オンデマンド研修の機会を増やす等の実施方法の工夫改善

に取り組むなど，「旭川市教員研修計画」に基づき，経験年数に応じた法定研修や本市の教育課題

等に対応する専門性や実践的指導力を高める研修を実施しました。

２ 教職員の服務規律の保持

教職員一人一人が教育公務員としての倫理観を高めるよう各種研修において教職員の服務に関す

る内容を取り扱うとともに，校長会議等において，服務規律に関する指導を実施したほか，各学校

において効果的な取組が継続して実施されるよう，不祥事の未然防止に関する各種通知の発出や，

コンプライアンス確立月間の設定などに取り組みました。

また，個人情報の紛失やわいせつ行為，交通事故や交通違反など教職員による不祥事根絶に向け，

服務規律に関する特別研修会を開催し，各学校における日常的なチェック体制の構築や，ＳＮＳの

利用に関する注意喚起を行いました。

Ⅲ 今後の課題と改善に向けた方向性

取組１７ 教職員がより子どもと向き合える環境づくりの推進

１ 「旭川市立小中学校働き方改革推進プラン」に基づく取組の推進

「旭川市立小中学校働き方改革推進プラン」に掲げた各種取組を実施したことにより，「１か月

当たりの時間外在校等時間が４５時間を超える教職員の割合」については，前年度よりも改善し，

小学校では２０．６％，中学校では３０．６％となりましたが，教職員の超過勤務の状況を一層改

善できるよう，引き続き，各学校における働き方改革を推進していくことが必要です。

そのため，令和２年度の目標値は，令和元年度の実績を踏まえ，小学校は１５．５％，中学校は

２３．０％とし，学校や教職員が本来担うべき業務に専念できる環境整備や，部活動指導に関わる

負担軽減，勤務時間を意識した働き方と学校運営体制の充実及び教育委員会による学校サポート体

制の充実を推進します。

取組１８ 学校における指導体制の充実

１ 教員の指導力向上を図る研修の充実

「授業の内容がよく分かる児童生徒の割合」については，小・中学校いずれも約９割が肯定的な

回答でありますが，さらにより多くの児童生徒が授業の内容がよく分かると実感できるよう，教員

の指導力向上を図ることが重要です。

そのため，「旭川市教員研修計画」に基づく経験年数に応じた法定研修や専門性を高める研修を

継続し，初任段階教員研修（１年次～５年次）や中堅教諭等資質向上研修のほか，学校運営や生徒

指導に関する研修，旭川市教育委員会主催の「小中学校教員英語力向上研修会」などの各種研修会

を開催するとともに，北海道教育委員会や上川教育研修センター，旭川市教育研究会等の関係機関・

団体との連携により，多様なニーズに応える研修の機会を提供します。

２ 教職員の服務規律の保持

不祥事の未然防止を図り，服務規律の保持を徹底するためには，一人一人の教職員に自覚と意識
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改革を促すことが重要です。

そのため，過去に発生した事案の背景や要因を分析するとともに，教育委員会と学校が不祥事の

根絶に向けた強い覚悟を共有し，引き続き，各種研修においてＳＮＳの利用に関する注意喚起を含

め，服務規律に関する指導を行うとともに，不祥事防止に関する通知を発出するほか，各学校にお

いて校長による個別指導に加え，教職員による組織により，教職員一人一人が自ら考え，話し合う

機会を設けるなど，組織的・計画的に服務規律の保持に係る取組を継続して実施します。
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（２） 旭川市社会教育基本計画

基本目標１ 市民一人一人の主体的な学びの機会の充実社会教育

【成果目標１】子育て世代や高齢期などの人生における各段階で直面する課題や社会的な課題を解決

できるよう，学びに関する情報提供を行うとともに，様々な学びのニーズに応えること

ができるよう学習機会の充実を図る。

Ⅰ 成果指標の状況

成果指標１ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

社会的な課題やライフステージに対応し 社会教育課 4,000人 5,110人 達成 －

た課題を解決するための講座の受講者数 公民館事業課 117,205人 105,056人 未達成

中央図書館 241人 54人 未達成

科学館 52,840人 76,895人 達成 －

社会教育課 公民館事業課

中央図書館 科学館

成果指標２ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

社会的な課題やライフステージに対応し

た課題を解決するための講座への参加者の 公民館事業課 80.5％ 73.4％ 未達成

満足度

成果指標３ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

まなびネットあさひかわのアクセス件数 社会教育課 135,000件 92,950件 未達成

成果指標４ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

家庭教育の支援に関する講座への参加者数 公民館事業課 8,044人 5,308人 未達成
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Ⅱ 取組の状況

【基本施策１－１ 多様なニーズに対応した学習機会，学習情報の提供】

主な取組１－１－１ 現代的・社会的な課題やニーズに対応した学習の推進

１ 国際化に伴う異なる文化・習慣への理解の促進

・公民館では，ＮＰＯ法人との共催などで，アメリカ・ロシア・ブラジル等について文化や言語に

触れる講座を実施し，子どもから高齢者までが国際理解を深め，国際交流に関心を持つきっかけ

となる学習機会を提供しました。

・図書館では，様々な言語の外国語絵本の収集・提供や, 外国の民話絵本を使った行事を開催する

ことなどにより，国際理解を推進しました。

※公民館 ※中央図書館

２ 身の周りや地球規模での資源・環境問題への理解の促進

・社会教育課では，民間の関係団体や大学と連携しながら，地域の地質的な成り立ちや，上川中部

地域が認定を目指す「ジオパーク」に関する市民の理解を促進しました。野外見学会や，科学館

での小規模な展示などを数多く実施することで，ジオパークの考え方に対する理解を深めてもら

うことができました。

・公民館では，環境アドバイザーやクリーンセンター等との協力・連携により，市民にとって関心

の高いごみの減量や身近な環境に関する講座を多く開催し，資源や環境に関する理解や啓発を図

りました。

・図書館では，不要になった図書等をリサイクル市で市民に提供し，図書等の有効活用を図りまし

た。

・科学館では，自然観察会などの様々な野外活動等を実施し，自然環境や生命の大切さ，大地の成

り立ちを実感する機会を提供しました。

※社会教育課 ※科学館
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３ 情報化に伴うＩＣＴの利活用の促進

・社会教育課では，市民がインターネットを使用して生涯学習に関する講座やイベント情報，講師

情報及び施設情報を得られるよう，生涯学習ポータルサイト「まなびネットあさひかわ」を運用

しました。また，サイトについて文化団体等への積極的なお知らせ等も行い，周知に努めました。

・公民館では，市民がパソコンに親しむために，複数の地域でパソコン講座等を実施するほか，ス

マートフォンやタブレット端末に関する講座を開催し，最新の情報機器に関する学習機会を提供

しました。

・図書館では，インターネット予約サービスの利用により，利用者の利便性の確保，予約連絡業務

の省力化が図られています。

・科学館では，科学館クラブ（パソコン教室）等を開催し，子どもたちが情報を収集･判断･処理･創

造し，それを編集して表現・発信する能力を育てる講座を行いました。

※公民館事業課 ※科学館

主な取組１－１－２ ライフステージに応じた学習機会の充実

１ 幼児，青少年期の生きる力を身に付ける学習機会の提供

・社会教育課では，市及び近郊で活動する団体やサークルの活動成果の発表の場である「生涯学習

フェア」を開催しました。幅広い年代が楽しみながら学ぶことができる体験型事業を実施したほ

か，市内高校の生徒や大学生にも参加してもらう機会を提供しました。また，親子で様々なおも

ちゃでの遊びを体験できる「バリアフリーおもちゃ博」では，障がいの有無に関係なく，子ども

たちがおもちゃによる遊びなどを体験する場を提供し，他者への理解や思いやりを育む機会とな

りました。

・彫刻美術館では，こども彫刻教室を開催し，小学生が楽しい造形活動を通して芸術に親しむ場を

提供し，彫刻に興味を持ってもらう機会を創造することができました。

・公民館の青少年教育では，自然や地域の特色を取り入れ，ものづくりや自然体験など様々な知識

や経験を身に付ける講座を実施するほか，子どもの健全育成支援を目的に，学習支援事業や子ど

も食堂の取組支援を行いました。また，世代間交流では，子どもと高齢者を中心とした異世代と

の交流を通じて，新しい価値観の習得や思いやりの心を育む一助とすることができました。

・図書館では，絵本の読み聞かせボランティアとの連携・協力により，絵本の読み聞かせやお楽し

み会を開催し，子ども達が絵本の楽しさを知る機会を提供しました。

・科学館では，幼児・青少年向けの事業として，実験実習，野外活動，天文教室など多様なメニュ

ーを提供しました。

・博物館では，郷土学習の機会を提供するため，学校等の団体受入れを実施しました。

※公民館事業課 ※公民館事業課

※中央図書館 ※博物館
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２ 成人期のキャリアアップや趣味，教養に関する学習機会の提供

・社会教育課では，生涯学習フェアを開催し，市及び近郊で活動する団体やサークルの発表の機会

をつくるとともに，その発表を通じて市民に学習情報を提供しました。

・彫刻美術館では，市民各層で構成された旭川彫刻フェスタ実行委員会の主催により，彫刻家を講

師とする木彫体験のワークショップを実施し，幅広い市民層が彫刻に親しむ場を提供しました。

・公民館では，各専門機関との連携やボランティアの協力を得るなど工夫しながら，多様な分野で

市民の学習ニーズに応える講座を実施しました。

・図書館では，地元の高等教育機関等と連携して，市民の学習ニーズに応えるとともに，参加者の

読書活動推進にもつながる講座を実施しました。

※公民館事業課 ※中央図書館

３ 高齢期の生きがいづくりなどに関する学習機会の提供

・公民館では，年間カリキュラムに基づく各公民館の百寿大学やシニア大学を中心に，高齢者の仲

間づくりとともに，一般教養や軽スポーツ等の講座を実施し，高齢者が社会と関わりを持ちなが

ら豊かに人生を過ごすことに寄与しました。

・科学館で開催している高齢者向けのパソコン基礎講座は，毎回定員を超える応募があり，高齢者

にとって関心度の高い事業となっています。

※公民館事業課 ※科学館

主な取組１－１－３ 学習機会の選択を支援する情報提供の充実

１ 講師情報や活動団体に関する情報の提供

・社会教育課では，生涯学習フェアにおいて，市の各部局の行政情報や市民団体の活動報告など，

様々な情報発信の機会を提供するとともに，生涯学習ポータルサイトまなびネットあさひかわに

おいて，講師・指導者や団体の情報を提供しました。また，講師等から提供された家庭教育等に

関する具体的な指導プログラムを掲載した「学習プログラムメニュー」を作成し，小・中学校，

育児サークルなどニーズのある機関等に配布しました。

・公民館では，公民館を拠点に生涯学習活動を行う団体の情報を，旭川市のホームページや生涯学

習ポータルサイトまなびネットあさひかわで紹介するとともに，館内掲示や公民館だより等の紙

媒体での情報発信を行い，市民の学習機会の選択支援と生涯学習活動への参加意欲の喚起を図り

ました。

・図書館では，各種情報媒体を活用して図書館ボランティアの活動を紹介しており，新たに市民が

ボランティア活動へ参加するなどの効果が見られます。

※公民館事業課
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２ 課題解決を支援する各種情報の提供

・社会教育課では，市が行う様々な事務・業務や専門的知識を市職員等が出向いて広く伝え，市民

に学習機会を提供する「出前講座」を，インターネットや紙媒体で周知しながら実施し，市民の

学習活動を支援しました。

・図書館では，市民が学習活動を進める上で必要となる資料の検索・提供等を通じて市民へのレファ

レンスサービスを行い，図書館でしか提供できない資料や情報による課題解決を支援しました。

・科学館のレファレンスルームでは，標本資料の観察や書籍等を利用した情報収集に関心のある利

用者が数多く訪れ，広く市民に科学情報の検索・閲覧ができる環境を提供しています。

※中央図書館 ※科学館

【基本施策１－２ 子育てをする家庭の教育力の向上】

主な取組１－２－１ 親や保護者の育ちを支援する取組の充実

１ 家庭教育に関する学習機会の充実

・社会教育課では，家庭教育学級などが行う自主的な活動への補助金の交付や，地域の講師や団体，

企業等の協力を得て保護者が研修会等を行おうとする際に具体的なプログラムとして活用できる，

「学習プログラムメニュー」を作成しました。また生涯学習フェアにおいては，地元短期大学の

幼児教育学科の学生ボランティアの協力のもと，家庭教育講座として，様々なおもちゃでの遊び

を通して親子が楽しみながら学ぶ機会を提供するとともに，同フェア等で，子育て中の保護者が

気軽に子育ての悩みや不安を話し，交流できるようサポートするための人材として認定を受けた

「家庭教育ナビゲーター」が中心となり，子育て中の保護者同士が交流する場「学びカフェ」を

実施しました。

・公民館では，農業体験・料理・工作など親子が共同で取り組める講座を主体に家庭教育支援事業

を実施し，楽しみながら学習を深めるとともに，保護者同士の交流の機会にもなるなど，家庭教

育の支援の場としての役割を果たすことができました。

・図書館では，道内在住の絵本作家による子ども読書活動推進講演会を開催し，多くの保護者に読

書や読み聞かせの大切さを学ぶ機会を提供しました。

・科学館では，幅広い年代を対象とした体験学習の機会を提供する中で，親子で参加可能な事業を

積極的に実施しました。

※社会教育課 ※公民館事業課
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２ 父親の家庭教育への参加を支援する取組の充実

・社会教育課では，ＰＴＡ連合会へ補助金を交付し，連合会が実施する保護者同士の交流や家庭教

育への理解を深める活動を継続的に支援しており，自然体験活動などの運営に父親の参加がある

など一定の効果がありました。

・公民館では，親子参加型事業を父親も参加しやすい土曜日や日曜日に開催し，親子ふれあい農業

体験などでは両親での参加も見られ，父親の家庭教育参加に一定の効果がありました。

※公民館事業課

主な取組１－２－２ 親や保護者を孤立させない環境の整備

１ 交流会やサークル情報等の提供

・社会教育課では，子育てや家庭教育学習に関する情報を集約した家庭教育・子育て行事等カレン

ダーを作成し，市有施設等のほか関連イベント等でも配布を行い，広く情報提供を行うことがで

きました。

・公民館では，子育てに関する講座や育児サークルの情報をホームページ等で発信し，交流の機会

に関する情報提供を行いました。

２ 子育て中の親や保護者のネットワークづくりの支援

・社会教育課では，養成研修を受講し認定を受けた「家庭教育ナビゲーター」が中心となって，子

育て中の保護者の交流の場である「学びカフェ」を実施し，保護者の相談に応じたり，家庭教育

に関する情報を提供しました。また，ナビゲーターのスキルアップ研修を実施し，ナビゲーター

の能力向上に努めました。

・公民館では，地域の民生委員児童委員連絡協議会等と連携し，子育てサロンや子育て広場を開設

し，子育て中の保護者や妊婦が孤立することがないよう相談に応じたり，保護者同士の交流の機

会とするなど子育て支援の場として役割を果たしました。

※公民館事業課
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Ⅲ 今後の課題と改善に向けた方向性

令和元年度は，新型コロナウイルスの感染拡大防止のために，年度末に予定していたイベント等

の中止が相次いだことから，全体を通じて行事の参加者数等が例年より減少する傾向となりました。

現在，多数の参加者を一堂に集めての講座や講演などを従来どおりに実施することが，社会全体

として難しくなってきています。こうした状況の中でも，市民の学びの場が失われることがないよ

う，いわゆる「３密」を回避した形での行事の開催や，オンラインの活用など，事業の在り方や実

施方法等を根本から検討し，コロナ社会にふさわしい内容へと見直しを行っていきます。

＜１－１－１ 現代的・社会的な課題やニーズに対応した学習の推進＞

○ 社会教育課では，ジオパーク認定を目指すに当たり，地質分野の専門的知識を持つ専門員を活

用するとともに，科学館とも連携しながら，地域の地質的な成り立ちに関する市民の理解を深め

る取組を積極的に進めていきます。

また，生涯学習ポータルサイトまなびネットあさひかわのアクセス数が微減となっていること

から，広報誌等で周知するほか，ＳＮＳを活用するなど，引き続き周知方法を検討していきます。

○ 公民館では，外国語の学習や異文化体験を通して国際理解を深め，国際交流に関心を持つきっ

かけづくりとなるよう，都市交流課や国際交流関係団体など関係機関のノウハウを活用し，引き

続き市民のニーズに合った講座を実施していきます。

資源・環境問題は，身近なものから地球規模のものまで範囲が広く内容も様々であることから，

身近な資源・環境に関する講座を継続的に行いながら，地球規模の環境に関わる講座も実施し，

資源や環境について考えるきっかけとなるよう，講座内容を検討していきます。

ＩＴ関連講座は需要が高いですが，初心者を対象とした講座は文書作成等の基本操作が中心で，

ＩＴに関する事故防止やモラル啓発を行うことが難しいため，今後も講座参加者に対し，公民館

において活動するＩＴサークル等の情報提供を行い，スキルアップや事故防止等の学習を促して

いきます。

○ 図書館では，読書活動を通した国際理解の推進を図るため，外国語絵本を通してその国の生活

や文化に興味をもってもらえるよう，様々な言語の外国語絵本の収集を進めるとともに，市内在

住の外国人や絵本のボランティアサークル等とも連携・協力し，原語と日本語による読み聞かせ

会などを開催していきます。

図書等のリサイクル市は，参加者が年々減少傾向にあることから，事前の周知を充実させると

ともに１回当たりの提供冊数を調整するなど，より効果的な取組となるよう見直しを行います。

また，図書館利用者の利便性の向上と予約連絡作業の効率化を図るためには，インターネット

予約制度の利用者を更に拡大する必要があるため，図書館利用カードの新規申込み時に制度を紹

介するなど利用促進に努めます。

○ 科学館では，自然観察会の内容に新たな視点・テーマを導入したり，実施時期を改善するなど，

工夫を凝らしながら継続して開催します。

また，科学館パソコンクラブについては，継続的に実施していくためにパソコンのＯＳ，ハー

ドウェアを適切に更新していきます。

＜１－１－２ ライフステージに応じた学習機会の充実＞

○ 社会教育課が実施する生涯学習フェアでは，楽しみながら学べる体験や学びの成果を発表する

機会を提供していますが，イベントの認知度がまだ低く，また，来場日に偏りがあることから，

効果的な広報，イベントの構成，会場の設定について検討していきます。

バリアフリーおもちゃ博は，子どもの成長に欠かせない遊びや体験ができる学びの場となって

いることから，実行委員会と連携をしながら継続して支援していきます。

○ 彫刻美術館の子ども彫刻教室は，今後もより一層，多くの市民に彫刻について理解を深めても

らうため，制作を通してだけではなく，完成作品を彫刻美術館本館やステーションギャラリーで

展示するなど工夫しながら，継続的に実施していきます。
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○ 公民館における青少年教育や成人学習に関する事業は，内容によっては参加者数が少ないもの

があることから，より対象者の興味・関心に沿った講座となるよう内容を検討するとともに，新

たな分野の講座開催に取り組みます。世代間交流事業は，核家族化により子どもと高齢者が接す

る機会が減っていることから，小学校などと連携を図りながら事業の継続発展を進めていきます。

高齢者学習については，需要が高く非常に好評であることから，今後も高齢者の生きがいづくり

や心身の健康維持を図るとともに，その学習成果を地域に還元できるよう，各関係機関と連携・

協力しながら，シニア大学の体制やカリキュラムについて重点的に取り組み，継続して実施して

いきます。

○ 図書館では，絵本の読み聞かせ等お楽しみ会について参加者増に向け情報発信を工夫するほか，

地域等への絵本の読み聞かせボランティア派遣など，図書館以外の場でも子どもたちが本に親し

む機会を提供していきます。

また，成人・高齢者向けの講座は，図書館の利用拡大や参加者の生きがいづくりにもつながる

よう，公民館やシニア大学とも連携・協力して，テーマや講師の選定を進めるとともに，図書館

の利用案内や館内見学，図書館を会場とした共催事業等の実施も検討していきます。

○ 科学館では，事業によって参加者数に大きな差があることから，世代のニーズに対応した事業

内容や新たな視点・テーマの導入について検討していきます。

○ 博物館では，学校等の団体観覧者数は減少傾向にありますが，今後も積極的に団体を受け入れ

ていくため，郷土学習に関する体験学習の内容を充実させ，参加者数の増加を図ります。

＜１－１－３ 学習機会の選択を支援する情報提供の充実＞

○ 社会教育課では，生涯学習フェアが，様々な団体の活動紹介の場として利用されていることか

ら，引き続き，広く参加を募り周知方法を工夫するほか，生涯学習ポータルサイトまなびネット

あさひかわについては，より一層周知することにより，講師・指導者や団体の情報の充実を図っ

ていきます。また，講師等から提供された家庭教育等に関する具体的な指導プログラムを掲載し

た「学習プログラムメニュー」については，様々な学習ニーズに応えるため掲載内容の充実を図

ります。

○ 公民館では，ホームページや公民館だよりにおいて，公民館を拠点に様々な活動に取り組む団

体・サークルの情報を積極的に発信するとともに，公民館の利用者やその他の市民に体験講座等

を通して団体・サークルの活動を紹介するなど，それぞれのニーズに合った情報を提供していき

ます。また今後，地域への協力を希望する団体等の情報を，地元の小・中学校などへ提供してい

きます。

○ 図書館では，各種情報媒体での図書館ボランティアの周知を継続するとともに，ボランティア

の募集について，ボランティア団体と積極的に打合せを行う等，分かりやすい情報発信に努めて

いきます。

また，レファレンスサービスの充実のため，担当職員の育成・スキルアップや資料の充実・更

新に努めていきます。

○ 科学館では，レファレンスルームの充実と認知度を向上するため，展示方法や活用方法を工夫

します。

＜１－２－１ 親や保護者の育ちを支援する取組の充実＞

○ 社会教育課では，「学習プログラムメニュー」の効果を把握するための手法を検討しながら掲載

情報の充実を図っていきます。生涯学習フェアの中で行われている家庭教育講座は，子どもたち

の見守りや遊び方の助言などを行う学生ボランティアの協力を得るとともに，その意見を取り入

れながら引き続き実施し，「学びカフェ」については，家庭教育にあまり関心がない保護者でも子

育てに関する情報に触れるきっかけとなるよう，多くの親子が集まるイベント等の場をその会場

として利用するなど，実施方法を検討していきます。

また，ＰＴＡ連合会への補助金を継続することで，連合会が行う保護者の交流や学習の活動を

支援していきます。
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○ 公民館では，地域の団体やボランティアサークルなどとの連携を保ちながら，親子のコミュニ

ケーションを通じて保護者の支援も含めた学習内容を提供していくほか，雇用環境の多様化や従

来の親子観の変化も踏まえ，父親が積極的に家庭教育に関わるための講座を実施します。

○ 図書館の講座・講演会は，開催回数の減少等により参加者が減少していますが，参加者の学習

ニーズに応える講師の選定・確保，父親も参加しやすい企画や家族を対象とした企画など講座内

容の検討を進めていきます。

○ 科学館では，親子が共に学べ，満足度の高い体験学習の機会を提供するため，参加者のアンケ

ートの活用などを通じて工夫を重ねていきます。

＜１－２－２ 親や保護者を孤立させない環境の整備＞

○ 社会教育課では，親や保護者の孤立化を防止するためには地域人材との協働が必要なため，養

成した家庭教育ナビゲーターが自主的に「学びカフェ」を企画実施して活躍できるような機会を

提供し，自主的な活動につながっていくよう働きかけます。

○ 公民館の子育てサロンや子育て広場については，毎回多くの子育て中の保護者や妊婦が参加し

ていることから，今後も自由に参加ができ，お互いに相談や交流のできる場の提供を継続すると

ともに，ホームページや公民館だよりなどで効果的に情報発信を行っていきます。
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基本目標２ 市民の学びを支える環境の整備社会教育

【成果目標２】社会の変化や新たなニーズに応じた施設運営や本市の特性を生かした事業を展開する

など，市民が学習しやすい環境を整備する。

Ⅰ 成果指標の状況

成果指標１ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

社会教育施設（社会教育部所管）の利 文化会館 65.2% 61.7% 未達成

用率又は利用者数 クリスタルホール 64.4% 58.2% 未達成

彫刻美術館 10,968人 8,825人 未達成

※彫刻美術館は，計画策定時に本館休館中であったた 公民館事業課 711,559人 647,423人 未達成

め，ステーションギャラリーの入館者数。 中央図書館 500,000人 397,362人 未達成

科学館 280,000人 237,405人 未達成

博物館 24,520人 27,522人 達成 －

文化会館 クリスタルホール

彫刻美術館（ステーションギャラリー） 公民館事業課

中央図書館 科学館

博物館

成果指標２ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

社会教育施設を利用しやすいと感じる
公民館事業課 65.1% 58.1% 未達成

市民の割合
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成果指標３ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

地域の特色を生かした事業への参加者数 公民館事業課 330人 2,956人 達成 －

成果指標４ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

高等教育機関等との連携による事業実 社会教育課 6回 6回 達成 －

施回数 公民館事業課 97回 180回 達成 －

中央図書館 3回 3回 達成 －

社会教育課 公民館事業課

中央図書館

Ⅱ 取組の状況

【基本施策２－１ 施設運営や事業展開に工夫を凝らした学習しやすい環境の整備】

主な取組２－１－１ 市民の学習ニーズに応じた学習環境の整備

１ 市民の学習ニーズを反映した社会教育施設の運営

・社会教育課では，市中心部の買物公園に面した商業施設内において，学生等が自由に利用できる

自習スペースを運営し，利用者の多い夏期休業中は臨時的に席を増やすなど，利用者ニーズに応

じた環境を整備することができました。

・文化振興課では，平成３０年８月に上川倉庫蔵囲夢内に開設した市民ギャラリーをはじめ，文学

資料館，井上靖記念館等の各施設の管理運営を行い，文化団体の作品展示や,旭川市にゆかりの深

い文学について学ぶ企画展や読書会など継続的な学習の機会を提供することができました。

・文化会館・公会堂は，施設運営に係る業務を民間に委託し効率的な運営を行っています。

・クリスタルホールについては，館内設備の修繕等を行いながら，利用しやすい環境の整備に努め

ました。

・彫刻美術館では，彫刻美術館本館とステーションギャラリーの２館における常設展及び企画展を

通して「彫刻のまち旭川」の魅力を発信しました。ステーションギャラリーでは，織田コレクショ

ンの展示や若者の発表の場として大学生作品展を開催するなど，彫刻にとらわれない文化芸術の

発信拠点として活用を図りました。

・公民館では，業務委託費用の見直しを含め，各公民館において適切な管理運営を行うとともに，

一部の公民館では地域で組織する団体の指定管理者制度による運営を行うことで，地域ニーズに

即した運営を行っています。
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・図書館では，市民が利用しやすく快適に過ごせる読書環境の整備・充実，施設管理を行いました。

また，高齢者や障がい者を含む様々な市民の学習ニーズに応えるため，図書館資料の収集やイン

ターネット予約制度のほか，ボランティアの協力も得て，図書宅配サービス，障がい者向けの対

面朗読や音訳サービスなどにも継続的に取り組みました。

・科学館では，引き続き，小中学校の夏・冬休み期間にプラネタリウム特別投影を核とした企画を

実施し，普段の開館時とは異なる長期休業中における市民の学習ニーズに応えることができまし

た。

・博物館では引き続き，各種体験学習や企画展を実施しています。

・科学館と博物館では，入館者数が増加傾向にありましたが，新型コロナウイルスの感染拡大防止

のための施設休館の影響を受け，両館とも入館者数は微減となりました。

※社会教育課 ※文学資料館

※井上靖記念館 ※彫刻美術館（本館）

２ 誰もが利用しやすい社会教育施設の整備

・常磐館では，設備の修繕を行うことで，安全な利用環境を整備するとともに，長寿命化対策を行

いました。

・文化会館・公会堂やクリスタルホールでは，安全かつ安定した運営に当たり，優先度や経済性等

を考慮しながら，施設の機能維持のために必要な整備を行いました。

・公民館は，団体利用を基本とする施設ですが，世代にかかわらず個人でも利用できる施設開放事

業を実施しました。また，施設利用者の安全性や快適性を確保するため，施設・設備の改修や整

備を行いました。

・中央図書館では，小中学校の夏・冬休み期間に，通常は休館日である月曜日を開館し，子どもの

読書活動推進及び学習支援を行うとともに，開館時間を早め，土日祝日の閉館時間を延長するな

ど，多様な生活形態の市民が利用しやすい施設となるような取組を継続しています。

・科学館では，経年劣化や老朽化の対応として冷暖房設備の点検補修等を行いました。

・博物館では，嵐山公園内にあるアイヌの住居「チセ」の補修を行いました。

３ 社会教育施設の拠点機能の充実

・公民館では，事務局等として，引き続き，地域まちづくり推進協議会の運営支援に参画すること

で，地域課題を把握し，地域に根ざした公民館運営を行うことができました。

・図書館では，中央図書館・地区図書館・分室・自動車文庫等のネットワーク機能により，市民が

最寄りの図書館・分室等でサービスを受けることができる環境となっており，各施設には司書を

配置し，読書機会の提供や学習活動の支援を行っています。また，中央図書館での開館時間の拡

充は，地域拠点のひとつとして利用者の利便性向上に資することができました。
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主な取組２－１－２ 関係機関等との多様な連携による学習環境の整備

１ 高等教育機関等との連携による高度な学習機会の提供

・社会教育課では，引き続き，市内の高等教育機関の連携機関である旭川ウェルビーイング・コン

ソーシアムとの共催で，旭川オープンカレッジを実施したほか，地元短期大学の幼児教育学科の

協力や放送大学との連携により，生涯学習フェアにおいて家庭教育講座や講演会を開催し，市民

に学習機会の提供をしました。

・公民館では，高等教育機関等の協力のもと，各機関の持つ高い専門性や幅広い分野でのノウハウ

を生かし，旭川全域や一部地域における特色ある環境・文化・歴史等の資源に関する講座を展開

しました。

・図書館では，地元の有識者や専門家等と連携して講座を開催し，市民の学習ニーズに応えるとと

もに，参加者の読書活動推進に資することができました。

・科学館では，各地の研究者と連携して，市民が普段接する機会のない専門性豊かな内容の自然科

学に関する講座を開催し，前年度を上回る多くの参加がありました。

・博物館では，地元の大学と連携した連続講座「歴史と言語～アイヌ文化の視点から」を開催し，

市民に専門分野の学習機会を提供するとともに，様々なテーマの企画展を開催し，多くの参加が

ありました。

※科学館 ※博物館

２ 社会教育関係団体等との連携による特性を生かした学習機会の提供

・社会教育課が開催した生涯学習フェアでは，生涯学習インストラクターの有資格者の会，自然・

環境・歴史的な建物の保存などについて考える団体等が参加し，それぞれが特色ある展示・体験

会を実施しました。

・文学資料館では，文学資料友の会との協働により各種企画展を引き続き実施し，広く地域ゆかり

の文学を紹介し，市民の文学活動の推進と文学の振興を図ることができました。

・公民館では，様々な分野の社会教育関係団体等と共催又は連携をしながら，旭川全域や一部地域

における特色ある環境・文化・歴史等の資源を生かした講座を開催し，幅広い世代に学習機会を

提供することができました。

・図書館では，多くの図書館ボランティアの協力を得て，引き続き，図書館まつりや絵本の読み聞

かせ等を実施し，幅広い世代に図書館や読書に親しんでもらう機会を提供しました。

・科学館では，サイエンスボランティア旭川が主体となり，各種工作や実験教室等を年間を通じて

協働で開催することにより，いつ来ても楽しめる科学館の演出に貢献しています。

※中央図書館 ※科学館
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３ 市長部局との積極的な連携による学習機会の提供

・社会教育課では，市の各部局と連携し，市職員や関係団体の職員等を講師として派遣する「出前

講座」の情報をまとめた冊子を，支所や市有施設に配布し，多様な学習機会を提供することがで

きました。

・公民館では，市長部局との事業共催や講師派遣により，行政機関のノウハウを生かした農業・環

境などの講座や，郷土学習「我が街旭川」など多岐にわたる分野で学習機会を提供することがで

きました。

・図書館では，保健所が実施する「絵本と歯ブラシ」や，福祉保険部主催の「子ども手話講座」な

どの事業への協力や，子育て支援部が実施する乳幼児健康相談の会場において，絵本の読み聞か

せと図書館の利用案内を実施しました。また，市の各部局と連携した企画パネル展示では，市民

に様々な情報を提供することができました。

※社会教育課 ※中央図書館

Ⅲ 今後の課題と改善に向けた方向性

＜２－１－１ 市民の学習ニーズに応じた学習環境の整備＞

今後，新型コロナウイルスの感染拡大防止のための新たな生活スタイルが定着していくことを見

据え，各社会教育施設においても，これに見合った施設の運営形態や利用方法を検討し，導入して

いきます。

○ 社会教育課が管理する自習スペースは学生を中心に多くの利用がありますが，学生の試験期間

前などは座席数が不足することがあるため，適切な対応方法を検討していきます。

○ 文化振興課では，既存施設である上川倉庫蔵囲夢を利用して市民ギャラリーを開設しましたが，

施設を管理する団体と共用しておりギャラリーとしての利用に制約があるため，当該団体と協議

を行い利便性の向上に向けた改善を図っていきます。

また，常磐館内の文学資料館では，市民団体との協働により資料の整理を進めながら，長期的

な視点で事業を継続します。施設の管理については，常磐館は老朽化が著しく，バリアフリー面

や構造面で多くの課題を抱えているため，必要な施設整備を行うとともに，機能の移転等の方向

性を検討していきます。

○ 文化会館及び公会堂については，利用者ニーズの把握や施設整備の方向性を検討しながら，計

画的かつ経済的な施設の運用及び補修等を進めていきます。

○ クリスタルホールについては，建物などの老朽化が進んでいますが，利用者の安全確保と文化

ホールとしての機能を維持するため，長期的な施設補修計画を立て，設備の整備や機器の更新を

行っていきます。

○ 彫刻美術館では，分館であるステーションギャラリーと連動した魅力ある企画展の実施や，外

部機関との連携を通して「彫刻のまち旭川」の情報発信の場として機能強化を図っていきます。

○ 公民館では，老朽化している施設の状態を把握し，予防的な改修・修繕等を計画的に実施する

とともに，指定管理者制度の導入拡大に向け，引き続き，検討を行います。

また，公民館利用のきっかけとなる施設開放事業を継続するほか，地域まちづくり推進協議会

における協議内容等を踏まえ，地域課題の解決の一助となるような活動を継続していきます。

○ 図書館では，施設の老朽化等に対し，長期的かつ計画的な保守・補修を進めていきます。

図書館資料については，限られた予算の中で電子書籍等の新たなニーズへの対応は困難ですが，

図書館間の相互貸借や寄贈資料を積極的に活用するとともに，資料の劣化防止のためデジタル化

を進めるなど多様化する利用者ニーズに対応していきます。

また，中央図書館では，平成３１年４月から開館時間の拡大を本格実施したことから，利用拡
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大につながるよう周知に努めます。

○ 科学館では，市民の期待に応えられるような企画内容・質・規模の催事を継続的に実施するた

め，予算の確保や高等教育機関，企業，団体等との連携の強化を行っていきます。

また，施設の老朽化に対しては，引き続き緊急性の高いものから順次修繕を行っていきます。

○ 博物館では，今後も時宜を得た企画展の開催や普及活動を充実させながら，講座等の参加人数

増加に向けて取り組んでいきます。

○ これらの各社会教育施設やその他の関係施設が相互に連携し，市民が各施設を回遊することに

つながるような仕組みの定着を進めます。

＜２－１－２ 関係機関等との多様な連携による学習環境の整備＞

○ 社会教育課が高等教育機関と連携して行う講座では，参加者が高齢化や固定化しているものも

あることから，広報や開催日時などの開催方法を検討し，若年層にも魅力のある講座となるよう

工夫します。また，家庭教育講座では，専門的な教育を受けた学生の力を借りることでより充実

した内容となり，学生にとっては保護者等と交流できる場となることから，今後も高等教育機関

との連携を深めながら事業を実施していきます。市長部局との連携では，多くの市民が身近な課

題に関する学習機会を得ることができるよう，出前講座の周知冊子を，効果的な配付場所等の検

討も行いながら，広く提供していきます。

○ 文学資料館については，引き続き，市民団体と連携して資料整理を着実に進めるとともに，旭

川の文学を広く市民へ紹介していきます。

○ 公民館では，高等教育機関の講師による専門分野の講座は参加者から好評であることから，市

内高等教育機関との連携を深め，各専門分野のノウハウを生かした講座や学生との連携講座を継

続して実施していきます。

また，幅広い世代に，郷土学習など様々な分野での学習機会を提供するため，多様な社会教育

関係団体等と連携し，定期的及び時宜を得た事業を展開していきます。

○ 図書館では，高等教育機関等と連携した講座について，参加対象に即した講師の選定，開催日

時に配慮し，図書館の利用拡大も視野に入れた新鮮なテーマを取り入れるなど，多くの市民が興

味を持てるような内容とします。また，より多くの市民に図書館行事へ参加してもらうため，情

報発信を工夫するほか，図書館以外の場でも子どもたちが本に親しむ機会を増やすため，保育所

や幼稚園，学校，地域とも連携・協力を図っていきます。保健所の乳幼児健康相談会場において

行っている「えほんとだっこ」については，実施日が図書館の休館日である月曜日と重なること

が多いため，事業の継続についてボランティアとも連携・協力して検討していきます。

○ 科学館のサイエンスセミナーでは，高度な専門性を担保しつつ，市民にとって理解しやすく充

実した講座とするため，講師にその時々の話題性の高い内容を依頼するとともに，広報活動を徹

底することで参加者の増加につなげていきます。

また，サイエンスボランティア旭川との連携については，募集活動に協力して会員数を増やす

ことで，活動内容の充実につなげていきます。

○ 博物館の専門分野を学ぶ講座や企画展では，専門性と親しみやすさの両立が求められるため，

より理解しやすくなるよう，内容やタイトルなど講師と協議しながら実施していきます。
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基本目標３ 地域における学びの循環社会教育

【成果目標３】シニア世代をはじめとした地域の人材を活用し，学習成果を還元する取組を充実させ

るほか，家庭，地域，学校が連携し，つながりを深めながら学び合える環境を整備する。

Ⅰ 成果指標の状況

成果指標１ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

ボランティアと連携して実施する事業
公民館事業課 416回 983回 達成 －

の回数
中央図書館 1,627人 1,435人 未達成

※中央図書館は，ボランティアの行事参加者数 博物館 4回 5回 達成 －

公民館事業課 中央図書館

博物館

成果指標２ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

事業への参加を通じて新たな人とのつ
公民館事業課 70.7% 59.3% 未達成

ながりができた人の割合

成果指標３ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

シニア世代の知識や経験を伝える世代
公民館事業課 28回 27回 未達成

間交流の実施回数

成果指標４ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

学校，地域，家庭と連携して実施した 社会教育課 1,600回 1,142回 未達成

事業の参加者数 公民館事業課 20,724人 16,155人 未達成

社会教育課 公民館事業課
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成果指標５ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

青少年活動に関する事業への参加者数 公民館事業課 12,679人 10,847人 未達成

Ⅱ 取組の状況

【基本施策３－１ 地域における教育力の向上】

主な取組３－１－１ 市民が主体となって学習成果を還元できる環境の整備

１ シニア世代などの知識・技術を生かした活動の場の提供

・井上靖記念館では，読書サークルと共催で「赤い実の洋燈（ランプ）読書会」を開催し，サーク

ルの会員が講師となる講座を継続的に実施しました。

・公民館では，世代間交流事業を実施し，高齢者が子どもたちとの交流を通じて自らの知識や経験

を生かす機会を提供し，他の世代に対する理解を深めるための一助とすることができました。

・図書館ボランティア登録団体には，多くのシニア世代も積極的に参加しており，それぞれの分野

で活発に活動して図書館サービスを支えています。また，図書館側でもボランティアに対し，活

動場所や研修機会の提供などの支援を行っています。

※公民館事業課 ※中央図書館

２ 学習成果を生かしたボランティア活動の促進

・井上靖記念館では，館開設時から継続して実施をしている井上靖ナナカマドの会の会員数が，会

員によるパンフレット作成や声かけ等を行ったことにより大きく増加しました。また，同会によ

る喫茶コーナーの運営やガイドボランティア，館主催事業への参加協力，自主研修などの活動を

通じ，井上文学への理解を深めながら，活動が充実するよう支援しました。

・クリスタルホールでは，接遇研修を受講したコンサートボランティアが活動し，演奏会の円滑な

運営の補助を行いました。また，登録者へのアンケート調査により活動内容の改善を図ったほか，

ホームページに主催者向けのボランティア活用方法等について掲載することなどにより，ボラン

ティアの活動を周知しました。

・彫刻美術館では，旭川彫刻サポート隊による野外彫刻の定期的な清掃活動やワックス塗付などの

維持管理や，ボランティアの会「みゅうず」による喫茶コーナー及び美術鑑賞の記念グッズの物

販コーナーの運営により，館内外の彫刻作品を鑑賞する市民等に対し，より幅広いサービスを提

供することで，魅力ある館の運営と市民サービスの充実が図られました。

・公民館では，シニア大学の学生によるごみのポイ捨て禁止運動等のボランティア活動，同大学卒

業生等の自主組織「シニアの会」による食べマルシェの支援や「まちなか講座」の運営協力が継

続されました。また，平成３０年度からは，同大学院生による「我が街旭川」の調査・研究成果

を，百寿大学とシニア大学の講座においてボランティア講師として発表し，学習成果が発揮され

ました。
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・図書館では，図書館ボランティア登録団体に，活動場所や研修機会の提供，活動成果の発表の支

援など，図書館サービスを支える様々な活動を活発に行うことができるよう必要な支援をしてい

ます。

・科学館では，サイエンスボランティア旭川と協働で事業等を実施し，またボランティアの自主企

画・自主開催による催しも行われています。

・博物館では，退職校長会旭川支部の有志で構成される博物館ボランティアと連携し，資料の整理

や調査，博物館普及講座の支援を推進しました。

※井上靖記念館 ※クリスタルホール

※彫刻美術館 ※彫刻美術館

※科学館 ※博物館
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主な取組３－１－２ 地域社会を担う団体や人材の育成支援

１ 社会教育関係団体の育成支援

・社会教育課では，ＰＴＡ連合会が行う各種の活動へ補助金を交付したほか，社会教育活動補助金

を，市民にとってよりわかりやすい制度とするため，文化芸術事業補助金と統合し，社会教育・

文化芸術事業補助金として，家庭教育学級などが行う自主的な学習活動へ交付しました。

また，社会教育団体の活動成果の発表の場として生涯学習フェアを開催しました。

・公民館では，家庭教育・青少年・成人・高齢者など様々な分野の社会教育関係団体等との共催に

より，子育てサロン，健康講座，子ども向けの外国語講座等を定期的に開設し，幅広い世代に多

様な学習機会を提供することができました。

・図書館では，絵本の読み聞かせ活動のためのボランティア養成講座を実施し，子ども読書推進の

担い手を育成するとともに，ボランティア相互の連携を促進するため，ボランティアネットワー

ク会員が自主的に行う研修会に職員を講師として派遣する等の支援を行いました。

※図書館

２ 指導者の育成支援に向けた取組の充実

・社会教育課では，子育て中の保護者が気軽に子育ての悩みや不安を話し，交流できるようサポー

トするための人材として認定を受けた「家庭教育ナビゲーター」を対象に，スキルアップ研修を

開催しました。

・公民館のシニア大学では，学生・院生や卒業生の自主活動団体「シニアの会」により，ボランティ

ア活動や地域貢献活動が継続的に行われており，学生数は減少傾向にあるものの，新たなカリキュ

ラムの導入によって，同大学の開設目的を理解し，学習成果をまちづくりの活動につなげようと

する学生の意欲は増しつつあります。

※公民館事業課
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【基本施策３－２ 家庭，地域，学校の連携の推進】

主な取組３－２－１ 家庭，地域，学校の連携による青少年などの活動を支援する取組の充実

１ 地域における青少年の学習活動の充実

・社会教育課では，新成人を中心とした実行委員会との企画・主催により「成人を祝うつどい」を

開催し，新成人たちの門出を祝うとともに，今後社会で力強く生きていくよう激励する場を設け

ました。

・公民館では，地域の学校や保育所，関係団体・機関と連携を図りながら，幼児・小学生と百寿大

学生との世代間交流，創作活動，体験学習等の講座や子ども食堂の取組支援などを実施しました。

・図書館では，地域で活動する地域文庫や家庭文庫を支援するため，図書の団体貸出や配本を実施

し，地域や家庭における子どもの読書活動を推進しました。

※社会教育課 ※中央図書館

２ 子どもたちを中心とした交流による学び合いの場の提供

・公民館では，幼児・小学生と高齢者による世代間交流事業を実施し，子どもたちにとっては昔遊

びなどを通じた伝統文化に触れる機会になるとともに，高齢者にとっては自らの知識や経験を伝

える場となっています。

３ 家庭，地域，学校との連携を更に深める取組の充実

・社会教育課では，親や保護者の自主的な学習活動に対し，これを支援する補助金を交付したほか，

地域学校交流活動を目的とした学校開放施設を利用して，地域住民の自主的な活動の場を提供し

たことにより，子どもたちに伝統文化の指導などが行われました。

・公民館では，学校や地域の関係団体と共催・連携・協力し，世代間交流事業や子育てサロン，子

ども向け外国語講座等の定期的な開設など，幅広い世代に多様な学習機会を提供することができ

ました。

・彫刻美術館では，子どもたちや保護者，地域住民が身近な学校で彫刻を鑑賞することができる彫

刻巡回展示を実施しました。また，地域の教育機関等との連携・協力により，小中学校において

出前授業を実施した結果，授業後に彫刻美術館を訪れる参加者もいるなど，子どもたちが彫刻に

興味を持つ機会を提供することができました。

・図書館では，市内の小中学校や絵本の読み聞かせボランティアと連携し，新小学校１年生への図

書カードの一括交付，学校図書館関係者への研修，図書館における総合学習や職場体験等の受入

れ，学校での絵本の読み聞かせなどを行いました。

・科学館では，学校と連携し，プラネタリウムを活用した授業を行いました。

※彫刻美術館 ※中央図書館
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Ⅲ 今後の課題と改善に向けた方向性

＜３－１－１ 市民が主体となって学習成果を還元できる環境の整備＞

○ 各施設におけるボランティアについては，高齢化等の社会の変化の中で参加人数も多くが横ば

い又は減少傾向にあることから，各ボランティアの活動を支援するために，その活動内容や特色

を多くの市民に知ってもらう取組を更に行い，活動に参加する市民を増やしていく必要がありま

す。このため，各ボランティアの活動を公民館の百寿大学で周知し，参加につなげるなど，社会

教育部内でも連携を図っていきます。

また，各施設では，ボランティアの活動を単なる施設の運営支援ではなく，ボランティアの知

識・経験・学習成果を発揮する場として捉え，取組を進めていきます。

＜３－１－２ 地域社会を担う団体や人材の育成支援＞

○ 社会教育課で行っている生涯学習フェアは，多くの団体の参加がフェア自体の魅力向上につな

がるため，団体が参加しやすい内容となるよう，参加者アンケート等をもとに，開催内容につい

て更に検討を進めていきます。また，家庭教育ナビゲーターが活躍できる場を発掘・提供し，自

主的な活動につながっていくよう働きかけます。

○ 公民館では，幅広い世代に多様な学習機会を提供するため，様々な分野で独自の活動を行う社

会教育関係団体との連携を強化し，定期的及び時宜を得た共催事業の展開を図っていきます。

○ シニア大学では，現行の６年制を見直し，令和２年度入学生から４年制とすることで，「基礎」，

「発展」，「実践」の３課程を全員が履修できるようになります。また卒業後に自主的なまちづく

りの活動に結びつくよう，実践の場に関する情報を提供するとともに，今後は活動分野に関する

資格取得などの基礎講座やコミュニケーション能力を高める講座など，新たなカリキュラムにつ

いても充実を図ります。

○ 図書館では，ボランティアの人材育成やスキルアップのため，養成講座やボランティアのステッ

プアップにつながる学習機会を継続的に提供するとともに，ボランティアの学習ニーズに沿った

研修内容を検討していきます。

＜３－２－１ 家庭，地域，学校の連携による青少年などの活動を支援する取組の充実＞

○ 社会教育課では，成人を祝うつどいについて，令和４年４月の成年年齢の引き下げを見据えて，

その在り方を検討していきます。

地域学校交流事業については，利用団体の構成員の高齢化が進んでいることから，新たな活動

団体の掘り起こしのため，周知方法を検討していきます。また，学校と地域が相互にパートナー

として連携・協働し，地域全体で子どもの学びや成長を支えていく，「地域学校協働活動」の在り

方について検討を進め，試行的な導入を行っていきます。

○ 彫刻美術館の巡回展示及び出前授業は，参加した学校などから高評価を得ていることから，今

後も関係団体と連携しながら実施していきます。また，多くの学校が巡回展示を活用できるよう，

必要な予算等の確保に努めていきます。

○ 公民館では，核家族化や少子高齢化が進み，異世代間の交流が希薄化していることや子育てを

支援する取組の重要性が増していることから，関係団体との連携を強化して，世代間交流や子育

てサロンなどの家庭教育や青少年教育に関する事業を実施していきます。

○ 図書館では，地域文庫や家庭文庫を支援するため，団体貸出の利便性を高めるための制度の見

直しを引き続き進めるとともに，制度の周知を図っていきます。

また，子どもが読書に親しむ環境を整備するため，今後も学校図書館関係者や絵本の読み聞か

せボランティアと職員が定期的に打合せを行うなど，情報共有や人的な交流を深めていきます。

○ 科学館では，減少傾向にある学校授業での利用回復に向けて，授業に活用しやすいプラネタリ

ウムプログラムの提供や，専門職員を派遣するアウトリーチ的な事業の拡充を図ります。
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基本目標４ 市民の心を豊かにする文化芸術活動の充実社会教育

【成果目標４】人々が気軽に文化芸術に触れられる取組を進めるとともに，団体等への支援や関連施

設を更に活用することにより，文化芸術の振興を図る。

Ⅰ 成果指標の状況

成果指標１ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

文化会館 3,113人 3,215人 達成 －

文化芸術に関する事業の入場者数
クリスタルホール 3,215人 2,183人 未達成

公民館事業課 19,595人 24,160人 達成 －

中央図書館 1,669人 3,217人 達成 －

文化会館 クリスタルホール

公民館事業課 中央図書館

成果指標２ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

自主文化事業への参加者の満足度
文化会館 94.3% 99.5% 達成 －

クリスタルホール 85.7% 90.0% 達成 －

文化会館 クリスタルホール

成果指標３ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

文化芸術活動に係る補助金の新規交付団
文化振興課 4団体 4団体 達成 －

体数

成果指標４ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

文化芸術活動に係る成果発表の場を活用
クリスタルホール 7団体 中止 未達成

する団体数

※新型コロナウイルス感染拡

大防止のため中止したが,

９団体が参加を予定してい

た。
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Ⅱ 取組の状況

【基本施策４－１ 文化芸術活動に関わりを持つ機会の充実と独自性ある取組の充実】

主な取組４－１－１ 文化芸術に親しむ機会の充実

１ 文化芸術に接する機会の充実

・文学資料館では，市民との協働により各種企画展を実施し，広く地域ゆかりの文学を紹介してい

ますが，特に生涯学習フェアのスタンプラリーなど，他のイベントと同時開催で企画展等を行う

ことにより，新規の入館者が増加するとともに，文学資料館の知名度を向上することができまし

た。

・彫刻美術館では，本館とステーションギャラリーにおける常設展及び企画展を実施したほか，本

館では，ワークショップ等の開催により直接彫刻家と関われる場を設け，ステーションギャラリー

では，織田コレクションや大学生作品展を開催するなど，広く文化芸術の発信拠点として活用を

図りました。

・文化会館やクリスタルホールなどの鑑賞型の自主文化事業では，幅広い年齢層の市民に，歌舞伎

等の舞台や音楽芸術に接する機会を提供しました。来場者アンケートでは高い満足度が示されて

おり，市民の文化芸術に親しむ機会の充実を図ることができました。

・図書館のミニギャラリーでは，市内又は近隣市町村で活躍する様々なジャンルの文化芸術活動団

体・個人の発表の機会を提供するとともに，来館者に対して文化芸術に接する機会を提供できま

した。

２ 文化芸術への関心を高める取組の充実

・文化会館やクリスタルホールでは，子どもから大人まで幅広い年代に応じた様々なワークショッ

プ等を開催しました。クリスタルホールでは小中学生による「子ども音楽プロジェクト」の参加

者と共に，普段鑑賞機会の少ない乳幼児と保護者向けの公演を行うなど，音楽芸術への関心を高

めることができました。

・彫刻美術館では，中原悌二郎賞授賞作家によるギャラリートークや，こども彫刻教室などを実施

し，彫刻についての理解を深め，美術全般への関心を高める機会を提供しました。

※文化会館 ※クリスタルホール

※彫刻美術館

３ 関連施設の機能を生かした文化芸術活動の推進

・彫刻美術館のステーションギャラリーでは，織田コレクションの展示など彫刻にとらわれない文

化芸術の発信拠点として活用し，常磐館の中央図書館キッズルームでは，図書館内とは一味違う

雰囲気で，子ども向けミニコンサートなどを開催しました。

・神楽公民館木楽輪では，グランドピアノの開放事業やアマチュア演奏家の発表機会となる夢コン

サートの開催など，市民の文化芸術活動の場として着実に活動機会の提供とその利活用が図られ

ています。
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※公民館事業課 ※中央図書館

主な取組４－１－２ 文化芸術活動への支援

１ 文化芸術に関わる団体への支援や人材の育成

・文化芸術事業補助金は，社会教育活動補助金との統合を行い，社会教育・文化芸術事業補助金と

して，市民にとってより使いやすい制度としました。同補助金では，文化芸術団体が実施するイ

ベントや文化芸術教育関係の全国大会出場等の経費を一部助成しました。

・平成３０年８月に上川倉庫蔵囲夢内に開設した市民ギャラリーでは，絵画や書道，写真など，市

民等の様々な文化芸術活動の成果発表の場を提供することができました。

・文化会館では，ホール使用料等の減免制度の周知や高校生のための演劇講習会の開催，利用団体

の舞台使用等に係る指導・助言を行いました。

・クリスタルホールでは，音楽堂コンサートボランティアにより２６公演で延べ２８８人がコンサー

トの運営支援を行いました。

・このほか，市民の様々な活動成果の発表の機会として，木楽輪夢コンサート，中央図書館ミニギャ

ラリーを実施し，アマチュア演奏家や芸術家など多くの市民に活用されました。

２ 関係団体等と連携した文化芸術活動の推進

・井上靖記念館では，井上靖記念文化財団からの資料提供協力を受け，充実した展示を開催できた

ほか，文学資料館では，文学資料友の会と協働で旭川ゆかりの文学者・文学作品に関する各種資

料の収集・整理を行い，各種企画展や講座，読書会を開催しました。

・クリスタルホールでは，旭川ゆかりの演奏家と企画段階から協働で実施する制作型委託公演とし

て，「金山聡 フルートの贈りもの」を開催し，コンサートのほかにも，小学校でのアウトリーチ

コンサートや，フルートのワークショップ，コンサートスタッフの仕事を体験する「こどもレセ

プショニスト」の参加を企画するなど，工夫を凝らした公演とすることができました。

・彫刻美術館では，市民各層と協働した旭川彫刻フェスタ実行委員会により彫刻制作のワークショッ

プを開催したほか，小・中学校への彫刻巡回展示では，教員に向けて鑑賞の仕方や今後の授業へ

の活用方法を知ってもらうなど，彫刻だけでなく美術全般への関心が高まる機会を提供しました。

・公民館では，生涯学習活動団体で構成する実行委員会等による公民館まつりや文化祭を開催し，

各団体の活動成果の発表の場とすることができました。

・博物館では，地元の大学や旭川兵村記念館，川村カ子トアイヌ記念館と連携し，専門分野を学ぶ

講座の開催や，学校等団体向けの特別講座を開催しました。また，北海道大学の研究機関や旭川

龍谷高校などと連携し，アイヌ史・アイヌ文化に係る共同研究を実施しました。

Ⅲ 今後の課題と改善に向けた方向性

旭川市は，彫刻のまち，文学のまち，音楽のまち等と称されるなど，文化芸術活動が盛んなまち

です。都市と自然との調和，市民が行き交う買物公園通り，家具に代表されるデザイン産業の発達，

雪と氷に覆われる厳しい冬などの様々な特徴を生かし，様々な文化イベント等も行われています。

彫刻サポート隊，コンサートボランティアなど，文化芸術活動を支えるボランティア活動が盛んな

ことも特徴のひとつです。こうした旭川市の地域性を生かした文化芸術活動の支援を継続するとと

もに，ボランティア等との意見交換も行いながら，旭川市らしい文化芸術の振興を図っていきます。

また，新型コロナウイルスの感染が拡大する中，特に文化･芸術事業については，従来どおりの公

演・発表や，日常の練習等の活動を行うことが困難となってきており，中には団体の存続が危ぶま

れる状況に至るケースも見られます。こうした中でも市民が文化・芸術に親しむ機会が失われるこ
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とのないよう，新型コロナウイルスの感染防止に配慮した活動場所の確保・提供や，文化芸術活動

団体への支援策等を検討するなど，必要な対策を進めていきます。

＜４－１－１ 文化芸術に親しむ機会の充実＞

○ 文化会館の自主文化事業については，収支の改善のために補助制度の活用等も視野に入れ検討

を行い，継続した取組となるよう事業構築を図るとともに，引き続き，事業の選考や周知の方法

を検討し，多くの市民が優れた舞台芸術に低廉な価格で触れることができる機会を提供していき

ます。ワークショップ等の事業については，施設運営業務の受託者との協働等により機会の充実

を図ります。

○ クリスタルホールの自主文化事業では，幅広い年齢層を対象にした多様な分野の公演・講座や，

小中学生と共に準備を進める公演などを企画しましたが，今後もアンケートなどから参加者のニー

ズを把握し，更に事業内容や周知方法等を充実させることにより，多くの市民が参加できるよう

工夫していきます。

○ 彫刻美術館の講座やワークショップは，講師の意見を反映しながら工夫を凝らして実施してい

ますが，一層多くの市民に参加してもらうため，今後も講師や関係機関と連携をしながら，適切

な事業広報を行っていきます。

○ 木楽輪での夢コンサートは，出演希望者・観覧者ともに多く，参加を断らざるを得ないケース

が発生しているものの，会場の広さや安全管理面等から，開催回数や参加定員を増やすことは困

難な状況ですが，夢コンサート及びグランドピアノ開放を継続して実施し，アマチュア演奏家の

活動の場と市民が気軽に音楽や文化・芸術に触れることができる環境の充実を図ります。

○ 図書館では，ミニギャラリーやキッズルームを多くの市民に活用してもらうため，関係団体や

市の他部局，文化団体等への情報発信をしていきます。

＜４－１－２ 文化芸術活動への支援＞

○ 社会教育活動補助金と文化芸術事業補助金を統合した「社会教育・文化芸術事業補助金」につ

いては，社会教育課と文化振興課が連携し，制度の周知を行っていくとともに，団体の利用状況

等の検証を行いながら運用を進めていきます。

○ 市民ギャラリーについては，マスメディアなどの利用による周知強化やアンケート調査の実施

による利便性の向上により，利用率や来場者数の増加を図ります。

○ 文化会館では，減免制度の一層の周知により，公平・公明性を確保しながら団体の負担軽減を

図るとともに，舞台に関する指導や助言を継続できるよう，人材の育成・確保に努め，ワークショッ

プ等の機会提供や対象者の拡大・絞り込みなどの事業構築を検討していきます。

○ クリスタルホールのコンサートボランティアについては，主催者からの活動要望が多いものの，

登録者は高齢化・減少傾向にあるため，活動を広く周知して新規登録者を確保するとともに，活

動の在り方についての検討を進めていきます。

○ クリスタルホールの制作型委託公演及び「子ども音楽プロジェクト」公演については，市民参

加による音楽芸術の発展や地域人材の発掘，市民の企画力や公演技術を高める機会となっており，

引き続き事業周知や集客に努め，事業効果を高める取組を進めていきます。

○ 旭川彫刻フェスタや彫刻巡回展示出前授業は，今後も関係団体と連携を取りながら，彫刻を身

近なものと感じられる取組を継続的に実施していきます。

○ 公民館では，公民館まつり等を運営する生涯学習活動団体の高齢化が進んでいるため，新規会

員獲得に向けた取組も必要となっており，引き続き，学習成果の発表の場の確保や各団体が連携

できる機会の提供を継続していきます。

○ 図書館では，ボランティアと連携・協力して，キッズルームの特性を生かした事業に取り組む

とともに，ミニギャラリーによる発表機会を提供していくため，市の他部局や文化団体に対して

積極的に情報発信を行っていきます。

○ 博物館の専門分野を学ぶ講座等では，他の研究機関等との議論を深めながら，高度な専門性と

市民にとっての親しみやすさを両立し，市民が理解しやすい内容となるよう工夫を重ねるととも

に，より関心を持ってもらえるような広報活動を行っていきます。
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基本目標５ 郷土文化の保存・活用と郷土愛の育成社会教育

【成果目標５】アイヌ文化をはじめ地域に根付いた文化，ゆかりの文化財等の魅力を発信しながら，

次代へ引き継ぐとともに，郷土愛を育む。

Ⅰ 成果指標の状況

成果指標１ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

郷土の文化や歴史に関する保存資料数
中央図書館 70,700点 70,724点 達成 －

博物館 2,388点 2,525点 達成 －

中央図書館 博物館

成果指標２ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

郷土の文化を知る取組への参加者数
彫刻美術館 1,239人 804人 未達成

博物館 1,586人 939人 未達成

彫刻美術館 博物館

成果指標３ 目標値（R元）実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

アイヌ文化に関する事業への参加者数

※平成２９年度は，台風でアイヌ文化ふれあいま
博物館 2,978人 2,895人 未達成

つりが中止となったため，アイヌ文化に親しむ

日のみの参加者数

成果指標４ 目標値（R元） 実績値（R元）達成状況 Ｈ30実績値との比較

アイヌ文化をはじめ地域に根付いた文化
博物館 81.1% 85.6% 達成 －

に関する講座等への参加者の満足度
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Ⅱ 取組の状況

【基本施策５－１ 郷土の文化の保存・活用と郷土愛の育成】

主な取組５－１－１ 郷土の文化や歴史的資料の適切な保存と有効活用

１ 文化財等の適切な保存と継承

・文化振興課では，伝統芸能の保存・伝承のため旭川郷土芸能保存連合会へ運営費の助成を行いま

した。連合会は市内各地でそれぞれに伝承されてきた獅子舞や囃子など９つの団体で組織され，

各団体による地元地域での活動のほか，９月の「食べマルシェ」会場にて９団体が一同に会して

「郷土芸能発表会」を開催しました。

・優佳良織については，その技術を伝承し後世へ継承するため，優佳良織技術者の育成活動への助

成を行いました。

・旧旭川偕行社については，貴重な重要文化財を保存し後世へ継承するため，彫刻美術館として適

正に維持管理を行うとともに，棟札や鬼瓦等を展示し，その魅力について紹介しました。またそ

の他の文化財についても，適正に維持管理を行い，保存に努めました。

２ 貴重な文化財等を活用した郷土の歴史を後世に伝える取組の推進

・博物館では，アイヌ文化ふれあいまつりやアイヌ文化に親しむ日を開催したほか，市内の１０の

小・中学校でアイヌ古式舞踊を鑑賞・体験する機会を設けるなど，アイヌ文化の保存と継承に努

めました。また，郷土の身近な歴史を伝える取組として，アイヌ語地名表示板の設置に継続して

取り組みました。

※博物館 ※博物館

３ 歴史的資料の収集・保存と整理

・図書館や博物館では，旭川地域や上川地方に関連する歴史・文化に関する資料の収集・整理・保

存を進めています。特に，図書館所蔵写真資料については，長期に保存できるよう体系的に整理

し，デジタル化を進めています。

※中央図書館 ※博物館
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主な取組５－１－２ 郷土愛を育むための取組の推進

１ 郷土の文化に接する機会や，郷土を再発見し愛着や誇りを高める取組の充実

・社会教育課では，上川中部地域の「ジオパーク」への認定を目指し，民間の関係団体や大学と連

携しながら，地域の地質的な成り立ちを知るきっかけとなるフォーラムや出前講座，地域の見ど

ころを紹介する現地観察会や展示会などを延べ６０回にわたり行うなど，郷土の魅力を伝える取

組を積極的に行いました。

・井上靖記念館では，読み聞かせや語りを通じて，郷土を代表する作家である井上靖氏の作品に子

どもが親しむ機会の充実を図ったほか，各公民館では，地域資源を生かした講座の実施などを通

じ，地域への愛着や関心を高める取組を進めています。

・彫刻美術館では,所蔵する彫刻作品を身近に鑑賞できる彫刻巡回展示を市内小・中学校等で実施し

たほか，市民を対象に彫刻に親しむ機会として旭川彫刻散歩を実施したことなどにより，「彫刻の

まち旭川」に対する意識の高揚を図ることができました。

・公民館や図書館，博物館では，収集した郷土の資料を活用した企画展の実施や，郷土学習の支援

等の活動を通じて，郷土の歴史や文化に接する機会を提供し，その魅力を再発見する取組を進め

ています。特に博物館で開催した３回の企画展は，近年では最も多くの入館者数を記録しました。

※公民館事業課 ※博物館

２ 郷土の文化に関する情報発信の充実と理解の促進

・井上靖記念館では，中学生・高校生を対象とした青少年エッセーコンクールを開催し，青少年の

文学への関心や資質を高める一助となりました。

・図書館では，郷土資料を長期に保存・活用するためのデジタル化を進めており，北海道立図書館

のデジタルアーカイブ公開システムと連携しながら，デジタル化した資料のインターネット公開

を進め，市民の利便性の向上を目指しています。

・博物館では，アイヌ文化に関連する各種事業の実施や，旭川駅構内のアイヌ文化情報コーナー「ル・

シロシ」の運営を通じ，アイヌ文化への理解を深める取組を進めました。

※中央図書館 ※井上靖記念館
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Ⅲ 今後の課題と改善に向けた方向性

＜５－１－１ 郷土の文化や歴史的資料の適切な保存と有効活用＞

○ 都市開発の進展等により消滅の危機に晒されている建造物や，後継者不足により伝承が困難と

なっている郷土芸能等の問題に関しては，容易に解決できるものではありませんが，市民に文化

財に関する理解を深めてもらい，保存・継承を進めていくためにも，広く紹介・活用する機会を

今後とも増やしていきます。 特に優佳良織については，本市を代表する貴重な工芸品であり，そ

の技術が継承されるよう，積極的な支援を行っていきます。

○ 彫刻美術館では，文化庁等からの助言・指導も求めながら重要文化財建造物としての適切な維

持管理に努め，その魅力について発信していきます。

○ 図書館が所蔵する写真資料のデジタル化は，人的・経費的な負担も大きいですが，郷土の歴史

を保存する重要な取組であることから，継続して取り組むとともに，こうした郷土資料の企画展

示など，その活用方法についても検討します。

○ アイヌ文化の教育・普及については，他の集客力のあるイベントと併せて開催するなど，効果

的な事業の促進を図っていきます。また，アイヌ語地名表示板については，設置候補地が限られ

てきているため，今後の設置方針等について，引き続き検討していきます。

○ 上川地域は，道内において特徴あるアイヌ文化が発展した地域の１つであり，ウポポイの開設

によるアイヌ文化への関心の高まりに合わせ，北海道北部のアイヌ文化を積極的アピールしてい

くことが重要です。本市には，貴重な民族資料を有する施設として，博物館と川村カ子トアイヌ

記念館の２つがあり，また神居古潭や嵐山など，アイヌの人々のかつての暮らしを今なお感じさ

せる地域があります。今後，この地域資源の一層の充実を図るとともに，｢アイヌ文化を生かすま

ちづくり」による魅力と活力ある地域社会の形成を目指し，アイヌ文化を活用した産業や観光の

振興に取り組んでいきます。

＜５－１－２ 郷土愛を育むための取組の推進＞

○ ジオパーク構想の推進について，市民の理解をより深めるためには，地質学的な要素だけでな

く郷土文化との関連付けも必要であることから，地域の魅力ある文化財群を活用し，それらのコ

ンテンツ化を進めていくとともに，今後はガイドやサポーター等の人材育成等にも取り組んでい

きます。

○ 井上靖記念館で実施している，青少年エッセーコンクールは，テーマ設定により応募数が大き

く増減することから，今後はより身近で親しみやすいテーマを設定し，効果的な広報を行うこと

で，応募数の増加を図り，郷土への愛着や文学への関心を高める機会としていきます。

○ 彫刻の巡回展示や旭川彫刻散歩については，参加者に好評であることから，今後も周知を図り

ながら，彫刻のまちづくりに対する市民の意識の向上につながる継続的な事業を展開していきま

す。

○ 公民館では，新しい題材や講師を発掘し，参加者のニーズの把握に努めながら，地域の特性を

生かした事業を継続して実施していきます。

○ 図書館では，昭和３９年から刊行してきた旭川叢書が，平成３０年度より予算の削減により刊

行停止となりましたが，郷土の歴史を残す事業として継続する必要があることから，刊行再開に

向けて取り組んでいきます。

○ 博物館では，アイヌ文化の保存・伝承に係る各種事業が定着してきていることから，アイヌ文

化情報コーナー「ル・シロシ」の運営と合わせて，引き続き，効果的な情報発信を進めていきま

す。
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第３章 学識経験者の意見

１ 意見提出者

地教行法の規定による「教育に関し学識経験を有する者の知見の活用」として，本報告書につい

て，次の２人の方から御意見を頂きました。

川邊淳子（北海道教育大学旭川校教授）

藤原潤一（旭川大学短期大学部教授）

２ 本報告書に関する御意見

頂いた御意見について，教育委員会の考え方と併せて次のとおり掲載します。

⑴ 川邊淳子教授からの御意見

「第１章 教育委員会の活動状況の点検・評価」について

御意見 教育委員会の考え方

１ 会議等の状況

・会議の開催回数や審議事項については適切であ ・教育委員会会議については，これまでもホー

ると考えます。ただ，傍聴人数は延べ２人という ムページに加えて広報誌において掲載し周知

ことで，会議回数や審議事項の内容の割には，か を図ってきたところですが，掲載方法につい

なり少ないように感じました。もう少し市民に教 て工夫を行うなど，広く市民に教育行政に関

育行政に関して意見を広く求められる状況ができ 心を持ってもらえるよう努めてまいります。

るよう，さらなる工夫をしていただければと思い

ます。

２ 教育に関する事務の実施状況

・意見提出手続（パブリックコメント）について，・「旭川市立小・中学校適正配置計画（改訂

例年よりは増えているようですが，事案の重要度 案）」の意見提出手続（パブリックコメント）

からは意見としては数が少ないように思います。 については，ホームページや広報誌への掲載，

配慮や工夫をしていただければと思います。 各支所・公民館等での関係文書の配付のほか，

関係する学校の保護者や町内会へ文書を配付

し，周知したところです。また，改訂案につ

いて関係する学校ごとの説明会や市民説明会

を実施し，意見提出手続で提出された意見の

ほか，説明会参加者からも直接御意見をいた

だきました。今後も，効果的な周知や多くの

市民からの意見徴収に努めてまいります。

・旭川市教育委員会事務局職員の分限処分件数 ・今後も，職場において業務の簡素化や効率

（１１件）の多さが目に付きました。業務が多く 化に取り組むなど，職員が心身ともに健康で

多忙を極めることも多いと思いますが，よりよい 働きやすい職場環境の整備に努めてまいりま

仕事を行うための健全な職場環境の整備にも力を す。

入れていただきたいと思います。

・旭川市文化賞の該当者なしに関しては，広く芸 ・文化賞授賞候補者の募集に当たり，幅広い

術・科学・教育の分野から選定を行われることを 分野から多くの応募があるよう，より一層の

考えれば，少し残念なことではないかと思います。周知に努めてまいります。

推薦のみならず，発掘ということも視野に入れて

いくことも大切なことではないかと考えます。
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御意見 教育委員会の考え方

３ 研修会への参加状況等

・行事・式典等への参加が９８回延べ１１９人と ・行事・式典や学校訪問については，実際の

いうのは大変な御苦労かと思いましたが，大切な 教育現場や社会教育に関わる状況を見るほか，

ことと受け取りました。また，学校訪問も延べ８０ 様々な声を聞く貴重な機会であり，今後も，

校におよび，実際の現場の現状を見てくださって 継続してまいります。

いることは，何よりも教育行政を方向付ける上で

重要なことと考えます。それゆえ，今後も継続し

ていっていただければと思います。

４ 附属機関等の活動状況

・様々な附属機関において様々な教育行政に関わ ・各附属機関の運営に当たっては，条例等に

る議論がなされていることは，高く評価に値する 基づき，役割や社会状況の変化などを踏まえ，

と思いました。ただ，教育行政のよりよい方向性 必要に応じて構成員の構成や人数等の見直し

を見出していくためには，各附属機関の設置の意 に努めてまいります。

図やそれぞれの構成員の構成や人数等の見直し

は，常に行っていただければと思います。

「第２章 計画に基づいた点検・評価」について

御意見 教育委員会の考え方

１ 評価単位

２ 第２期旭川市学校教育基本計画に基づく評価

手法

３ 旭川市社会教育基本計画に基づく評価手法

４ 第２期旭川市学校教育基本計画に基づく評価

結果

５ 旭川市社会教育基本計画に基づく評価結果

・一度決めた評価の目標値であっても，年度の実 ・実績値が当該年度の目標値を大きく上回っ

績値が目標値を大きく上回った場合には，その後 た指標については，次年度の目標値も実績値

の年度の目標値を見直すことは大変重要なことと が既に上回ったことから，次年度以降の目標

捉えますが，未達成の中には顕著に低下したもの 値の見直しを図りました。他の指標について

もあり，その目標値が低下したものも目標値が妥 は，令和５年度に「第２期旭川市学校教育基

当であったのかも，再検討する必要はあるのかも 本計画」の見直しを図る中で，児童生徒の状

しれないと思います。 況の変化等を踏まえた内容の検討を行います。

また，「旭川市社会教育基本計画」について

は，令和３年度に予定している計画の中間見

直しの中で，実績値と目標値が大きく乖離し

ている指標について，実態に即した数値に見

直しを行うことを予定しています。

６ 指標や取組の状況及び今後の課題と改善に向

けた方向性

（１） 第２期旭川市学校教育基本計画

基本施策１ 確かな学力を育成する教育の推進

・今年のようなコロナ感染予防の観点からの休校 ・今後は，学校の臨時休業中における子ども

が続く場合，オンラインサービスを利用した学習 の学びを保障するため，家庭学習での利用の

支援システムの導入・活用は，今後かなり必要性 促進やオンライン授業の実施に向け，オンラ
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御意見 教育委員会の考え方

を帯びてくると思われますので，よりよい支援シ インサービスを利用した学習支援システムの

ステムの構築と研修の充実を考えていただければ 効果的な活用を図るとともに，教員研修の充

と思います。 実に努めてまいります。

・情報教育の推進においては，小中連携さらに高 ・教員の専門性や実践力を高めるため，高等

校も視野に入れつつ，高専のみならず大学との連 学校や高等専門学校と連携し，出前授業や教

携も今後は可能性があるのではないかと思いま 員研修を実施していますが，今後は，大学等

す。 との情報交流や教員研修等について連携して

まいります。

・義務教育９年間を見通した「教育課程編成の指 ・義務教育９年間を見通し作成した「教育課

針」の作成に関しては高く評価できます。できま 程編成の指針」に基づき，各学校において，

したら，それを小中の先生方とで一緒に研修でき 児童生徒の実態等を踏まえ，教育課程が編成

る場も，今後は考えていただければと思います。 ・実施されていますが，今後も，各学校の教

育課程の充実に資するよう，引き続き研修会

を実施するとともに小・中学校の教職員が一

緒に研修できる機会も増やしてまいります。

基本施策２ 豊かな心と健やかな体を育成する教

育の推進

・食育と学校給食の充実に関しては，地産地消の ・食育と学校給食については，郷土の旬を味

取組の推進などにおいても，旭川産のりんごや新 わう取組のほか，可能な限り地場産物を学校

米など郷土の旬を味わう日の実施などにより，生 給食に取り入れるとともに，給食指導資料に

産者との交流を通じて地元産の食材に関する理解 おいて地産地消を指導内容とするなどの取組

を深めるなど，興味深い取組をされていますが， を進めていますが，今後も，年間を通して取

それが子どもたちに定着するためには，年に１回 組の充実に努めてまいります。

とかではなく，普段からそれらに慣れ親しむこと

が重要なのではないかと思います。

・安全・安心な学校給食の提供は，何より食べる ・食物アレルギーを持つ児童生徒への対応に

ことは生きることという源流によるところが大き ついては，アレルギー対応マニュアルを作成

いと思われます。特に食物アレルギーを持つ児童 し，食物アレルギーを持つ児童生徒の把握方

生徒への対応等は労力などもかかり大変かと思い 法や校内体制づくり，緊急時対応などを定め

ますが，是非子どもたちの命を守るためにも行っ ているところです。今後も，当該マニュアル

ていっていただきたいことです。 に基づき，学校給食における食物アレルギー

事故の未然防止や発生時の適切な対応に努め

てまいります。

基本施策３ 子どもたちの多様な個性を伸ばす教

育の推進

・特別支援学級・通級指導教室の開設や特別支援 ・特別支援教育の充実に向けては，医療的ケ

教育補助指導員の配置については，きめ細やかな アが必要な児童生徒への看護師配置を含む特

配慮や支援がなされており，今後もさらに充実し 別支援教育補助指導員の配置を実施している

た支援・サポートをしていただければと思いま ところです。今後も，特別な支援を必要とす

す。 る児童生徒や保護者の教育的ニーズを把握し，

支援に努めてまいります。
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・学校での支援やサポートだけでなく，家庭はも ・幼児期から学齢期における成長段階や一人

ちろん，子ども総合相談センター等との連携も含 一人の特性に応じた切れ目のない支援の充実

めた，学校=家庭=地域でつながる支援の在り方 を図るため，子ども総合相談センターをはじ

はすごく良いと思いますので，さらに追及し推進 めとした就学前から学齢期に係る関係機関等

していただければと思います。 と情報共有に努めてまいります。

・幼児教育との接続を図るスタートカリキュラム ・今後も，幼稚園教諭や保育士，小学校の教

の充実では，小学校側からの幼稚園教育へのアプ 職員が意見交換等を行う，「保・幼・小連携交

ローチの視点が強く書かれておりますが，それの 流会」等において，幼児教育，小学校教育，

みにあらず，幼稚園教育からの小学校へのアプ それぞれの視点から円滑な接続の在り方につ

ローチの視点もあってこそ，初めて双方からの子 いて協議等を行い，スタートカリキュラムの

どもの視点からのスムーズな接続はいくものと考 充実に努めてまいります。

えます。

基本施策４ 子どもたちの安全対策の充実

・安全教育と安全対策の充実に関しては，今まで ・今後も，各学校において，児童生徒の危機

以上に最近の災害や事故・事件の増加によりその 予測や危機回避能力の育成に向け，近年の状

必要性が増していると思われますので，これから 況等を踏まえた交通安全教室，防犯教室や防

も充実させていっていただければと思います。 犯訓練，避難（防災）訓練を実施し，安全教

育と安全対策の充実を図ってまいります。

・今年度は新型コロナの関係で休校となり，授業 ・旭川市情報セキュリティポリシーにおける

形態も変化し，様々な視点から情報管理の必要性 教育情報セキュリティ対策基準について，様々

を感じることとなりましたが，今後もより徹底し な機会を通じ学校へ周知を図り，より徹底し

ていただけばと考えます。 た情報管理に努めてまいります。

基本施策５ 教育環境の充実

・ＧＩＧＡスクール構想が２年後に予定されてい ・国においては，新型コロナウイルス感染症

ましたが，今年度学校休校により，ハード・ソフ の拡大により，家庭においても「学びの保障」

ト両面からの問題点が露呈したことと思います。 の必要性が生じたことから，ＧＩＧＡスクー

今年度の状況を踏まえつつ，来るべき時を目指し ル構想の実現に向けた一人一台端末の導入等

てよりよい整備を目指す必要性を感じます。 が加速化されました。本市においては，令和

２年度中に全児童生徒及び指導する教員の端

末を整備するとともに，緊急時における家庭

でのオンライン学習に向け，経済的理由等で

ＩＣＴ環境を準備できない家庭に端末及びモ

バイルルータを貸与し支援してまいります。

・廃校校舎等の跡利用に関しては，そこで学び ・廃校校舎等の跡利用につきましては，学校

育った児童生徒たちのためにも，学び舎であった がそれぞれの地域において果たしてきた役割

ことを十二分に生かせる利用を促進していただき を踏まえ，地域の意向を確認しながら利活用

たいと思います。 を推進してまいります。

・教育機会均等のための子育て支援会議等への参 ・引き続き，子育て支援会議等へ参画し，子

画などで，子ども・保護者を取り巻く状況の情報 育てに関する様々な制度や相談体制等の情報

共有等を行っていることは，とても重要なことで 共有を行い，連携を図ってまいります。

すし，今後も継続していってほしいことです。
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基本施策６ 学びを支える連携・地域との協働の

推進

・コミュニティ・スクールの推進に関しては，今 ・コミュニティ・スクールについては，これ

後も継続していただきたいことですが，良い点だ まで実施した研修会等において，成果に基づ

けでなく，問題点も多々あると聞きます。好事例 く取組や課題解決を図る取組の紹介などを講

の紹介のみならず，問題点も概観した上で，解決 師や実践校から説明いただくなどの取組の還

も視野に入れた取組検討も重要だと考えます。 元に努めているところですが，今後も，学校

訪問等を通して各学校の状況を把握し，課題

解決の取組等の支援に努めてまいります。

基本施策７ 学校の教育力の向上

・働き方改革が言われて久しいですが，ここは目 ・教育職員の勤務時間の上限に関する国の指

標値自体が甘いと感じました。本気で改革をする 針や現場の実態を踏まえ，指標の内容を見直

ならもっと低い目標値を設定し，根本的解決に向 し目標値を設定したところですが，学校にお

けた改革を行っていくべきだと考えます。 ける働き方改革は重要な課題であることから，

勤務時間の削減と負担感の軽減を図り，教職

員が心身ともに健康で教育活動に専念できる

環境づくりに向け，「旭川市立小中学校働き方

改革推進プラン」に位置付けた取組を着実に

進めてまいります。また，根本的解決に向け

ては，国等の制度が大きく影響していること

から，今後も，引き続き，国等に必要な要望

を行ってまいります。

・最近，教職員の服務規律違反により，逮捕者が ・服務規律の保持の徹底に向け，教職員一人

続いていることが大変残念です。対策は様々に 一人の自覚と意識を高めるための研修や各学

行ってもそれでも生じる事案に関しては，日頃か 校の組織的な取組を実施しておりますが，不

らの研修・指導体制の見直しと措置改善等が必要 祥事根絶に向け，交通安全やＳＮＳの使用，

なのではと思います。 情報管理等，近年の傾向等に基づいた未然防

止や研修会の実施，コンプライアンス確立月

間の設定による取組の強化を図ってまいりま

す。

⑵ 藤原潤一教授からの御意見

「第１章 教育委員会の活動状況の点検・評価」について

御意見 教育委員会の考え方

１ 会議等の状況

・教育委員会会議，教育委員会協議会の開催状 ・今後も会議等の状況について，分かりやす

況および付議事項，協議事項については，本報 く記載するよう努めてまいります。また，臨

告書の資料編２・３でその詳細が分かりやすく 時会の開催を要する事案については，今後も

記載されています。年間を通じた定例の会議の 迅速に対応できるよう努めてまいります。

みならず，２月には新型コロナウイルスへの対

応を議題とする臨時会を開催するなど迅速に対

応を展開していることが読み取れます。
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・市長との連携については，「旭川市教育大綱」 ・御意見を踏まえ，市長との連携における意

の改訂について総合教育会議の場で行った，と 見交換の内容を具体的に記載しました。今後

ありますが，その連携と意見交換の内容を報告 も，市長との連携における内容について，具

書の中でもう少し明らかにしてほしいと思いま 体的で分かりやすい記載に努めてまいります。

す。

（記載内容）

４月２６日に開催された第１回総合教育会

議において，旭川市教育大綱（改訂版）の策

定に向けて，素案を基に，子どもの学力や教

職員の働き方改革等の文言の修正について意

見交換をしました。

また，８月１日に開催された第２回総合教

育会議において，前回の会議を踏まえ作成し

た旭川市教育大綱（改訂版）最終案や，主権

者教育等について意見交換をしました。

さらに，１１月２８日に教育予算などにつ

いて意見交換をするなど，市長と密接に連携

し教育行政を推進しました。

２ 教育に関する事務の実施状況

・実施状況に関する報告は，業務活動の全体を ・引き続き，事業内容の具体的な記載に努め

通して具体的で詳細に記載されているところを てまいります。「旭川市立小・中学校適正配置

評価します。市の教育行政に対する市民参加を 計画（改訂案）」の意見提出手続（パブリック

担保するためのパブリックコメントは，「旭川市 コメント）については，ホームページや広報

立小・中学校適正配置計画（改訂案）」について 誌への掲載，各支所・公民館等での関係文書

実施され，２８件のコメントが市民から寄せら の配付のほか，関係する学校の保護者や町内

れていますが，意見を求める問題の重要さを鑑 会へ文書を配付し，周知したところです。ま

みるとより多くの市民の声を集めることが望ま た，改訂案について関係する学校ごとの説明

れます。 会や市民説明会を実施し，意見提出手続で提

出された意見のほか，説明会参加者からも直

接御意見をいただきました。今後も効果的な

周知に努めるとともに，多くの市民からの意

見徴収に努めてまいります。

・教育委員会表彰事業は，コンスタントに継続し ・旭川市文化賞の他にも，井上靖記念文化賞，

ていますが，市民の文化活動の一層の拡充に結び 中原悌二郎賞など，複数の表彰事業を実施し

付く新たな事業展開を期待します。 ており，今後もこれらを継続していくほか，

市民が行う文化芸術事業への助成や後援，活

動･発表の場の提供などを積極的に進め，市民

の文化活動の活性化を図ってまいります。

４ 附属機関等の活動状況

・附属機関等の活動状況については，本編と巻 ・引き続き，市民にとって分かりやすい内容

末の資料７で諮問･審議別に，会議等の開催時期 の記載に努めてまいります。

や構成メンバー等，簡潔に分かりやすく整理さ

れています。市民にとって，教育委員会の行政



74

御意見 教育委員会の考え方

活動の全体的な内容を知ることができる点を評

価します。

「第２章 計画に基づいた点検・評価」について

御意見 教育委員会の考え方

１ 点検・評価全般について

・「旭川市社会教育基本計画」に基づいて，令和 ・引き続き「旭川市社会教育基本計画」に基

元年度の社会教育に関わる取組とその評価を整理 づく点検･評価を適切に行い，その結果を公表

してあり，市民にとって市の社会教育行政の全体 してまいります。

を知ることができると思います。

【基本目標１】市民一人一人の主体的な学びの機

会の充実

○現代的・社会的な課題やニーズに対応した学習

の推進

・子育て世代や高齢者層をはじめとする各世代に ・各施設で事業を実施するに当たっては，引

環境･情報環境･グローバリゼーション･人権等の き続き社会情勢や利用者のニーズ等を的確に

普遍的で今日的なテーマを学ぶ機会を提供しよう 把握し，適切なテーマ設定や内容の充実を図っ

とする事業であり，こうしたテーマへの市民の関 てまいります。

心の高さも知ることができます。具体的な事業は，

市内の公民館，図書館，科学館を拠点に展開して

いますが，今後，新しいテーマの設定や企画の立

案など，市民がより関心を寄せるような事業展開

を期待します。

○ライフステージに応じた学習機会の充実

・社会教育課が実施している「生涯学習フェア」 ・「生涯学習フェア」は参加団体が固定化する

は，「今後の課題と改善に向けた方向性」で指摘 傾向にあることから，効果的な募集や周知の

されているように，市民への浸透度はまだ不十分 方法を検討し，より魅力ある行事となるよう

であると思います。市民への周知の徹底と活動内 工夫してまいります。

容の一層の充実を期待します。さらに，成人層向 ・成人学習や百寿大学･シニア大学について

けの趣味･語学･芸術等の各分野や高齢層を対象と は，社会の要請や市民のニーズを踏まえ，事

する百寿大学やシニア大学事業の拡充を望みま 業の充実を図ります。

す。

○親や保護者の育ちを支援する取組の充実

・生涯学習フェアの中で実施されている家庭教育 ・今後も家庭教育講座や学びカフェの実施，

講座や「学びカフェ」の実施方法の継続的な見直 ＰＴＡ連合会への助成等を継続し，父親を含

しや改善など，親や保護者への支援や啓発活動の めた保護者らの家庭での教育力向上等を図っ

展開は高く評価することができます。また，父親 てまいります。

の育児や家庭教育への参加を支援することを目的

にした事業をＰＴＡ連合会への経済的支援等の方

法で展開しています。こうした活動の積み重ねが，

父親の自然体験活動などの運営への参加を促すな

どの効果をあげています。夫婦･両親の役割関係
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が変わりつつある中で，これら父親の子育て参加

を支援する行政活動を高く評価したいと思いま

す。

【基本目標２】市民の学びを支える環境の整備

・市が提供する市民の学びを支え支援する様々な ・今後も各種事業の実施内容の自己点検･評価

事業展開を継続的に自己評価し，データ化して公 を継続し，その結果をもとに見直しや改善を

表しています。この中から市民の学びのための環 行うことで，市民の学びを支える適切な環境

境整備の見直しや改革･改善の方向が出てくるこ 整備につなげてまいります。

とを期待します。

○市民の学習ニーズに応じた学習環境の整備

・市民のさまざまな学習ニーズに応えるための活 ・各施設の運営に当たっては，ボランティア

動は，社会教育行政の中でも重要な柱のひとつで 等との協働を継続し，市民ニーズを的確に捉

あると思います。社会教育課･文化振興課が連携 えながら，より効果的な学習環境を整えてい

して市や関係諸機関，諸団体と協力して事業を実 くとともに，各施設が相互に連携し，市民が

施しています。利用可能な学習資源や施設と連携 各施設を回遊することにつながるような仕組

し多様な学びの環境を提供しています。市民の学 みの定着を進めます。また，新型コロナウイ

習ニーズの多様化に応えて図書館の開館時間の拡 ルスの感染対策を徹底し，これに必要な環境

大を実施している点などを評価します。さらに， 整備を進めてまいります。

異なる学びのための資源や施設を結びつけること

によって，市民が多様な学びにアプローチできる

途を整えようとしています。今後は，繰り返すで

あろう新型コロナウイルスの流行をしっかり視野

に入れた新たな環境整備が必須になると思いま

す。

○関係諸機関等との多様な連携による学習環境の

整備

・市長部局との連携などによって，市の行政組織 ・今後も「出前講座」を継続し，より多くの

の中のさまざまな分野の専門家やエキスパートの 市民に利用してもらえるよう，その周知方法

力を，市民の学びのための学習資源として掘り起 も工夫してまいります。

こし活用しようとする事業を展開しています。市

の行政組織内の専門家やエキスパートを「出前講

座」の講師として派遣するなどの企画は，市をあ

げて市民の学びをサポートしようとする姿勢とし

て高く評価することができます。

・市の社会教育･生涯教育のための資源であり施 ・各施設の利用者や，施設運営に携わるボラ

設である「文学資料館」「公民館」「図書館」「科 ンティア等の意見も取り入れながら，より魅

学館」「博物館」では，それぞれの学びの領域の 力ある施設となるよう検討を進めてまいりま

強みを活かす多様な試みや企画を実施して市民の す。

学びへのニーズに応えようとしています。今後，

さらに新しいアイデアや企画に基づく取組が出て

くることを期待します。
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【基本目標３】地域における学びの循環

○成果指標の現状

・ここでは，市の組織や機関ではなく，広く地

域社会のなかのシニア世代をはじめとする人材

や各種組織を市民の学びの資源として活用し，

かれら･それらを繋ごうとする事業です。その活

動の成果をデータ化することによって評価して

います。

○地域社会を担う団体や人材の育成支援

・公民館では各種社会教育団体との連携を，シ ・今後も，シニア世代をはじめとした地域の

ニア大学ではコンパクトで重層的なカリキュラ 人材が主体となって学習成果を還元できるよ

ムを編成するとともに卒業後に学習の成果を地 うな取組を充実させるとともに，これらの結

域の街づくりに生かすことができるような途を びつきを強め，より大きな力となるよう，関

整え，図書館では団体貸し出しの拡充を，科学 係する施策を推進してまいります。

館では学校授業での利用拡大に向けて，それぞ

れ取組を強化している点を高く評価します。

今後行政が，これらの活動の中で育ってきた

人材や組織を結びつけることによって，地域社

会の支え手としてより大きな力に育てていくこ

とを望みます。

【基本目標４】市民の心を豊かにする文化芸術活

動の充実

○成果指標の現状

・市民の文化芸術活動への市の支援の現状をデー ・報告書中，基本目標４の「今後の課題と改

タ化し，支援の成果を評価しています。文化芸術 善に向けた方向性」の冒頭に，文化芸術面か

に関わる市の各施設の利用状況等を継続的に明ら ら見た旭川市の特徴と，それを踏まえた今後

かにすることによって市民の文化芸術活動の量的 の方向性について追記しました。

なあるいは外形的な実態は見てとることができま

す。しかし，ここでは，旭川市民の文化芸術活動 （追記内容）

の特徴やその質的な内容に踏み込む記述を望みま 「旭川市は，彫刻のまち，文学のまち，音楽

す。旭川市民の「心を豊かにする文化芸術活動」 のまち等と称されるなど，文化芸術活動が盛

の目指す方向についての提案を期待します。 んなまちです。都市と自然との調和，市民が

行き交う買物公園通り，家具に代表されるデ

ザイン産業の発達，雪と氷に覆われる厳しい

冬などの様々な特徴を生かし，様々な文化イ

ベント等も行われています。彫刻サポート隊，

コンサートボランティアなど，文化芸術活動

を支えるボランティア活動が盛んなことも特

徴のひとつです。こうした旭川市の地域性を

生かした文化芸術活動の支援を継続するとと

もに，ボランティア等との意見交換も行いな

がら，旭川市らしい文化芸術の振興を図って

いきます。」
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○文化芸術活動への支援

・市民の文化芸術活動を振興するための各種施設 （前項に記載のとおり）

や機材の整備，さらに「社会教育・文化芸術事業

補助金」等の財政面での支援の仕組みは制度の整

備を行うなど，教育委員会の積極的な行政活動を

高く評価します。市の文化芸術振興政策に今ひと

つ期待したいのは，上の「成果指標の現状」にも

書きましたが，本市の文化芸術活動の内容に即し

た，あるいは質的な評価です。さらに，旭川市の

特徴的な文化芸術活動の展開，本市の歴史的背景

や伝統を踏まえた，あるいは北海道の道北地域と

いう地域性や自然に根ざした文化芸術活動につい

ての模索や提案は報告書の中に盛り込めないので

しょうか。

【基本目標５】郷土文化の保存・活用と郷土愛の

育成

○郷土の文化や歴史的資料の適切な保存と有効活

用

・日本社会の大きな変化の流れの中で，伝統的な ・報告書中，基本目標５の「主な取組５－１

地域の繋がりやネットワークが壊れ，人口の減少 －１」の１に，郷土芸能の分野や活動などの

も加わって地域の貴重な伝承文化が立ち行かなく 具体的内容を追記しました。

なってきました。その課題に取り組む教育行政の

難しさについての指摘は，そのとおりだと思いま （追記内容）

す。本市の貴重な工芸技術･文化である優佳良織 「連合会は市内各地でそれぞれに伝承されて

を含めて，新しい発想と方法で保存と継続を期待 きた獅子舞や囃子など９つの団体で組織され，

したいと思います。報告書の中には，旭川郷土芸 各団体による地元地域での活動のほか，９月

能保存連合会への運営費助成に関わる記述があり の「食べマルシェ」会場にて９団体が一同に

ますが，現在，助成の対象になっている郷土芸能 会して「郷土芸能発表会」を開催しました。」

について，その分野や活動の内容などの具体的な

記載がありません。市民が広く本市の伝統的な郷

土芸能を知るためにも報告書の中に記載してはい

かがでしょうか。

○アイヌ文化の保存と伝承について

・今年は白老町にアイヌ文化の復興と発展のナ ・報告書中，基本目標５の「今後の課題と改

ショナルセンターである「ウポポイ（民族共生象 善に向けた方向性」に，アイヌ文化関連の今

徴空間）」が誕生したエポックメイキングな年で 後の取組について追記しました。

す。本市も上川地域と旭川の貴重でかけがえのな

いアイヌ文化の大切さを再認識し，その保存と継 （追記内容）

承を確かなものにするため，市民に向けた新しい 「○ 上川地域は，道内において特徴あるア

キャンペーン等を展開する企画を考えてみてはい イヌ文化が発展した地域の１つであり，ウポ

かかでしょうか。 ポイの開設によるアイヌ文化への関心の高ま

りに合わせ，北海道北部のアイヌ文化を積極

的アピールしていくことが重要です。

本市には，貴重な民族資料を有する施設と

して，博物館と川村カ子トアイヌ記念館の２
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つがあり，また神居古潭や嵐山など，アイヌ

の人々のかつての暮らしを今なお感じさせる

地域があります。

今後，この地域資源の一層の充実を図ると

ともに，「アイヌ文化を生かすまちづくり」に

よる魅力と活力ある地域社会の形成を目指し，

アイヌ文化を活用した産業や観光の振興に取

り組んでいきます。」
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資料１ 教育長及び委員

氏名 職名等 任期 職業

黒蕨 真一 教育長 2期目 R元.12.13～R4.12.12 －

本田 哲嗣
委員

1期目 H28.10.14～R2.10.13 大学職員
教育長職務代理者（R元.10.19～）

滝山 義之 委員 2期目 H30.10.11～R4.10.10 医師

近藤 美保 委員 2期目 H29.10.14～R3.10.13 薬剤師

山崎 與吉 委員 1期目 R元.10.19～R5.10.18 会社役員

資料２ 教育委員会会議の付議事項等

期日 付議事項等

H31.4.10 （議案）

（臨時会） ・旭川市教育委員会教育長の辞職について

H31.4.26 （議案）

・平成３１年度教育委員会の事務に関する点検・評価の実施方針について

・旭川市公民館条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市図書館条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市教科書調査委員会の構成及び委員の選任方法について

・旭川市博物館協議会委員の任命について

・第２期旭川市学校教育基本計画の一部修正について

（報告）

・学校運営協議会委員の任命（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員の分限処分（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動（臨時代理）について

・旭川市立小中学校教職員人事の内申（臨時代理）について

（報告事項）

・第２期旭川市学校教育基本計画 平成３１年度（２０１９年度）事務事業について

・平成３１年度旭川市教員研修計画について

・平成３１年度旭川市確かな学力育成プランについて

・旭川市立小学校プログラミング教育の手引について

・「使用料・手数料の見直し」に関する取組スケジュールの報告について

・西神楽地域における施設再編等の取組について

R元.5.21 （議案）

・令和２年度から使用する旭川市立小学校用教科用図書の採択事務について

・旭川市社会教育委員の委嘱について

・旭川市公民館運営協議会委員の委嘱について

・旭川市図書館協議会委員の任命について

（報告）

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動（臨時代理）について

・旭川市立小中学校教職員人事の内申（臨時代理）について

（報告事項）

・平成３１年第１回定例市議会の報告について

・旭川市立小・中学校適正配置検討懇談会の構成について

・社会教育施設における臨時開館の試行について

・中央図書館における臨時開館の試行について

R元.6.6 （議案）

・旭川市教科書調査委員会調査委員の任命について

・旭川市民文化会館運営審議会委員の委嘱について

・旭川市社会教育委員の委嘱について
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期日 付議事項等

（報告）

・令和元年度一般会計予算の補正（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員の分限処分（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動（臨時代理）について

・旭川市立小中学校教職員人事の内申（臨時職員）について

（報告事項）

・旭川市立小・中学校適正配置計画の見直しに関するスケジュールについて

・東旭川学校給食共同調理所厨房設備製造業務の契約金額に係る変更契約の締結について

R元.7.25 （議案）

・令和２年度から使用する旭川市立小学校用教科用図書の採択について

・旭川市民文化会館運営審議会委員の委嘱について

・令和元年度旭川市大雪クリスタルホール自主文化事業公募型市民企画公演選考審査会市民審査員の委

嘱について

（報告）

・旭川市立学校職員の行政措置（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動（臨時代理）について

・旭川市立小中学校教職員人事の内申（臨時代理）について

（報告事項）

・第１回旭川市立小・中学校適正配置検討懇談会の開催報告について

・「使用料・手数料の見直し案」について

・文化芸術団体の活動等に関するアンケート調査の結果について

・旭川市民文化会館に関するアンケート調査の結果について

・地域集会施設の活用に関する実施計画（素案）について

・第４１回中原悌二郎賞の決定について

R元.7.29 （議案）

（臨時会） ・令和２年度から使用する旭川市立小学校用教科用図書の採択について

R元.8.1 （議案）

・令和２年度から使用する旭川市立小学校用教科用図書の採択について

（報告）

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動（臨時代理）について

・旭川市立小中学校教職員人事の内申（臨時代理）について

（報告事項）

・令和元年第２回定例市議会の報告について

・地域集会施設の活用に関する実施計画（案）について

R元.8.9 （議案）

（臨時会） ・令和元年度教育委員会の事務に関する点検・評価報告書について

・令和２年度に使用する旭川市立中学校用教科用図書の採択について

・令和２年度に使用する旭川市立小中学校用教科用図書のうち学校教育法附則第９条に規定する教科用

図書の採択について

・旭川市文化賞選考委員会委員の委嘱について

・令和２年度から使用する旭川市立小学校用教科用図書の採択について

（報告事項）

・学校の統廃合について

・令和元年度旭川市文化賞受賞候補者の推薦受付結果について

R元.9.2 （議案）

・令和２年度から使用する旭川市立小学校用教科用図書の採択理由の公表について

・令和２年度に使用する旭川市立中学校用教科用図書の採択理由の公表について

・旭川市いじめ防止等連絡協議会委員の任命又は委嘱について

・令和元年度旭川市文化賞受賞者について
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期日 付議事項等

（報告）

・令和元年度一般会計予算の補正（臨時代理）について

・旭川市学校給食共同調理所条例の一部を改正する条例の制定（臨時代理）について

・旭川市公民館条例の一部を改正する条例の制定（臨時代理）について

・旭川市科学館条例の一部を改正する条例の制定（臨時代理）について

・旭川市民文化会館条例の一部を改正する条例の制定（臨時代理）について

・旭川市井上靖記念館条例の一部を改正する条例の制定（臨時代理）について

・旭川市大雪クリスタルホール条例の一部を改正する条例の制定（臨時代理）について

・旭川市彫刻美術館条例の一部を改正する条例の制定（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員の分限処分（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動（臨時代理）について

・旭川市立小中学校教職員人事の内申（臨時代理）について

（報告事項）

・市議会経済文教常任委員会の報告について

・地域集会施設の活用に関する実施計画について

R元.10.17 （議案）

・旭川市立小中学校設置条例の一部を改正する条例の制定について

・旭川市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市学校給食管理規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市学校給食共同調理所条例施行規則の制定について

・旭川市学校給食共同調理所管理規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市科学館条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市民文化会館条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市井上靖記念館条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市大雪クリスタルホール条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市彫刻美術館条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市教育委員会職員の特殊勤務に従事する職員の勤務時間等に関する規程の一部を改正する訓令の

制定について

・旭川市学校給食共同調理所処務規程の一部を改正する訓令の制定について

・旭川市公民館運営協議会委員の委嘱について

・旭川市立小・中学校適正配置計画（改訂案）に対する意見提出手続の実施について

・平成３１年度全国学力・学習状況調査結果報告書等について

（報告）

・旭川市音楽堂等運営協議会委員の任命（臨時代理）について

・旭川市立学校職員の処分内申（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動（臨時代理）について

・旭川市立小中学校教職員人事の内申（臨時代理）について

（報告事項）

・旭川市立学校職員の懲戒処分について

・旭川市東旭川学校給食センターの愛称の募集について

・令和２年旭川市成人を祝うつどいの開催について

・令和３年以降の旭川市成人を祝うつどいの開催日について

R元.11.25 （議案）

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動について

・旭川市図書館協議会委員の任命について

（報告）

・旭川市教育委員会事務局職員の分限処分（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動（臨時代理）について

・旭川市立小中学校教職員人事の内申（臨時代理）について
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期日 付議事項等

（報告事項）

・令和元年第３回定例市議会の報告について

・旭川市立学校職員の懲戒処分について

・高台小学校における事故について

・東陽中学校における事故について

・庁用自動車による交通事故について

R元.12.23 （議案）

・旭川市小，中学校通学区域設定規則の一部を改正する規則の制定について

・令和２年度教育行政方針の策定方針について

・学校運営協議会の設置について

・学校運営協議会委員の任命について

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動について

・旭川市公民館条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市科学館条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市民文化会館条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市井上靖記念館条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市大雪クリスタルホール条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市彫刻美術館条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市民文化会館管理等業務選考委員会委員の委嘱について

・旭川市民文化会館舞台設備操作等業務選考委員会委員の委嘱について

（報告）

・旭川市教育委員会事務局職員の行政措置（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員の分限処分（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動（臨時代理）について

・旭川市立小中学校教職員人事の内申（臨時代理）について

（報告事項）

・旭川市立小中学校教育課程編成の指針について

・ネーミングライツ・スポンサーの募集について

R2.1.24 （議案）

・令和２年度予算について

・旭川市学校給食共同調理所条例の一部を改正する条例の制定について

・旭川市公民館条例の一部を改正する条例の制定について

・旭川市西神楽公民館の指定管理者の指定について

（報告）

・旭川市教育委員会事務局職員の分限処分（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動（臨時代理）について

・旭川市立小中学校教職員人事の内申（臨時代理）について

（報告事項）

・令和元年第４回定例市議会の報告について

・「旭川市アイヌ施策推進地域計画（案）」及び「旭川市アイヌ政策推進交付金事業計画（案）」の作

成について

R2.2.4 （議案）

・令和２年度教育行政方針について

・旭川市いじめ防止等対策委員会委員の任命又は委嘱について

（報告）

・令和元年度一般会計予算の補正（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員の分限処分（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動（臨時代理）について

・旭川市立小中学校教職員人事の内申（臨時代理）について
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期日 付議事項等

（報告事項）

・「旭川市立小・中学校適正配置計画（改訂案）」に対する意見提出手続の結果について

・令和元年度教育奨励賞について

・令和元年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査「北海道版結果報告書」への市町村別結果の掲載に

ついて

・庁用自動車による交通事故について

・令和２年旭川市成人を祝うつどいの開催結果について

・第４回井上靖記念文化賞の推薦状況について

・旭川市公民館における飲食等の取扱いの見直しについて

・旭川市シニア大学・大学院の見直しについて

・「旭川市アイヌ施策推進地域計画」及び「旭川市アイヌ政策推進交付金事業計画」の作成について

R2.2.29 （議案）

（臨時会） ・新型コロナウイルス感染症に係る旭川市立小中学校の臨時休業の延長について

・新型コロナウイルス感染症に係る社会教育施設の考え方について

（報告）

・新型コロナウイルス感染症に係る旭川市立小中学校の臨時休業（臨時代理）について

R2.3.26 （議案）

・令和２年度一般会計予算の補正について

・旭川市立学校管理規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市学校運営協議会規則の一部を改正する規則の制定について

・旭川市教育委員会職員の特殊勤務に従事する職員の勤務時間等に関する規程の一部を改正する訓令の

制定について

・旭川市立小・中学校適正配置計画の改訂について

・旭川市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則の制定について

（報告）

・旭川市教育委員会事務局職員の分限処分（臨時代理）について

・旭川市教育委員会事務局職員等の人事異動（臨時代理）について

・旭川市立小中学校教職員人事の内申（臨時代理）について

・新型コロナウイルス感染症に係る社会教育施設の閉館期間の延長（臨時代理）について

（報告事項）

・令和２年度教育予算について

・旭川駅構内設置彫刻に係る転倒事故について

・若者の団体の施設使用に係る使用料の減額について

資料３ 教育委員会協議会の協議事項

期日 協議事項

R元.7.18 ・新学習指導要領について

・本市児童生徒の各教科等における学習状況及び指導の状況等について

R元.11.25 ・令和２年度予算要望について

R元.11.28 ・令和２年度予算に関する市長への要望について

R2.1.13 ・令和２年度教育行政方針（骨子）について

R2.1.24 ・令和２年度教育行政方針（案）について

資料４ 教育委員会が制定した規則・訓令

規則

規則番号 題名 公布年月日 施行年月日

(H31年)第８号 旭川市公民館条例施行規則の一部を改正する規則 H31.4.26 R元.5.1

第９号 旭川市図書館条例施行規則の一部を改正する規則 H31.4.26 R元.5.1
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規則番号 題名 公布年月日 施行年月日

(R元年)第10号 旭川市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則 R元.10.17 R2.1.1

第11号 旭川市学校給食管理規則の一部を改正する規則 R元.10.17 R2.1.1

第12号 旭川市学校給食共同調理所条例施行規則 R元.10.17 R2.1.1

第13号 旭川市学校給食共同調理所管理規則の一部を改正する規則 R元.10.17 R2.1.1

第14号 旭川市科学館条例施行規則の一部を改正する規則 R元.10.17 R元.10.17

第15号 旭川市民文化会館条例施行規則の一部を改正する規則 R元.10.17 R元.10.17

第16号 旭川市井上靖記念館条例施行規則の一部を改正する規則 R元.10.17 R元.10.17

第17号 旭川市大雪クリスタルホール条例施行規則の一部を改正する規則 R元.10.17 R元.10.17

第18号 旭川市彫刻美術館条例施行規則の一部を改正する規則 R元.10.17 R元.10.17

第19号 旭川市小，中学校通学区域設定規則の一部を改正する規則 R元.12.23 R2.4.1

第20号 旭川市公民館条例施行規則の一部を改正する規則 R元.12.23 R元.12.23

第21号 旭川市科学館条例施行規則の一部を改正する規則 R元.12.23 R元.12.23

第22号 旭川市民文化会館条例施行規則の一部を改正する規則 R元.12.23 R元.12.23

第23号 旭川市井上靖記念館条例施行規則の一部を改正する規則 R元.12.23 R元.12.23

第24号 旭川市大雪クリスタルホール条例施行規則の一部を改正する規則 R元.12.23 R元.12.23

第25号 旭川市彫刻美術館条例施行規則の一部を改正する規則 R元.12.23 R元.12.23

(R2年)第１号 旭川市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則 R2.3.26 R2.4.1

第２号 旭川市立学校管理規則の一部を改正する規則 R2.3.26 R2.4.1

第３号 旭川市学校運営協議会規則の一部を改正する規則 R2.3.26 R2.4.1

訓令

訓令番号 題名 制定年月日 施行年月日

(R元年)第３号 旭川市教育委員会職員の特殊勤務に従事する職員の勤務時間等に関する規程 R元.10.17 R2.1.1

の一部を改正する訓令

第４号 旭川市学校給食共同調理所処務規程の一部を改正する訓令 R元.10.17 R2.1.1

(R2年)第１号 旭川市教育委員会職員の特殊勤務に従事する職員の勤務時間等に関する規程 R2.3.26 R2.4.1

の一部を改正する訓令

資料５ 条例又は規則に定める委員の委嘱状況

審議年月日 委員

H31.4.26 ・旭川市博物館協議会委員

・学校運営協議会委員

R元.5.21 ・旭川市社会教育委員

・旭川市公民館運営協議会委員

・旭川市図書館協議会委員

R元.6.6 ・旭川市教科書調査委員会調査委員

・旭川市民文化会館運営審議会委員

・旭川市社会教育委員

R元.7.25 ・旭川市民文化会館運営審議会委員

・令和元年度旭川市大雪クリスタルホール自主文化事業公募型市民企画公演選考審査会市民審査員

R元.8.9 ・旭川市文化賞選考委員会委員

R元.9.2 ・旭川市いじめ防止等連絡協議会委員

R元.10.17 ・旭川市公民館運営協議会委員

・旭川市音楽堂等運営協議会委員

R元.11.25 ・旭川市図書館協議会委員

R元.12.23 ・学校運営協議会委員

・旭川市民文化会館管理等業務選考委員会委員

・旭川市民文化会館舞台設備操作等業務選考委員会委員
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審議年月日 委員

R2.2.4 ・旭川市いじめ防止等対策委員会委員

資料６ 教育長及び委員の活動状況

研修会

開催年月日 場所 内容 出席者

R元.7.5 東京都 中核市教育長会第１回研修会 教育長

R元.7.11 札幌市 第５６回北海道市町村教育委員研修会 本田委員

R元.10.10 比布町 令和元年度上川管内教育委員会連合会教育長部会研修会 教育長

R元.10.29 東神楽町 令和元年度上川管内教育委員会連合会第２回委員研修会 本田委員

学校訪問

訪問年月日 場所 内容 出席者

R元.6.12～ 全市立小・中学校（80校） 学校訪問 教育長

R元.11.8

行事・式典等への参加

開催年月日 場所 内容 出席者

H31.4.5 高台小学校 平成３１年度新入学児童に対する交通安全呼びかけ運動 教育長

H31.4.5 高台小学校 平成３１年度高台小学校入学式 教育長

H31.4.9 上川教育研修センター 平成３１年度旭川市立小中合同校長会議 教育長

H31.4.9 上川教育研修センター 平成３１年度旭川市立小中合同教頭会議 教育長

H31.4.9 ＯＭＯ７旭川 平成３１年度上川管内教育委員会教育長会議（第１回） 教育長

H31.4.9 ＯＭＯ７旭川 上川管内教育委員会連合会教育長部会総会 教育長

H31.4.9 ＯＭＯ７旭川 上川管内教育委員会連合会教育長部会教育懇談会 教育長

H31.4.10 上川教育研修センター 平成３１年度旭川市小・中学校長会４月研修会 教育長

H31.4.12 上川合同庁舎 平成３１年度上川管内公立小中学校長会議 教育長

H31.4.12 アートホテル旭川 平成３１年度上川管内新採用校長教育懇談会 教育長

H31.4.16 上川教育研修センター 平成３１年度旭川市教育研究会総会 教育長

H31.4.20 上川教育研修センター 北海道退職校長会旭川支部平成３１年度総会・叙勲受章祝賀会・新 教育長

会員歓迎懇親会

H31.4.23 アートホテル旭川 平成３１年度昇任教頭教育懇談会 教育長

H31.4.24 北海道庁本庁舎 平成３１年度北海道教科用図書選定審議会第２回会議 教育長

H31.4.25 上川教育研修センター 平成３１年度第２回旭川市小中学校長会議・研修会 教育長

R元.5.8 市民文化会館 旭川市シニア大学・大学院令和元年度入学式 教育長

R元.5.11 アートホテル旭川 第５２回小熊秀雄賞贈呈式 教育長

R元.5.11 旭川トーヨーホテル 令和元年度旭川市ＰＴＡ連合会定期総会 教育長

R元.5.15 上川合同庁舎 平成３１年度上川管内コンプライアンス確立会議 教育長

R元.5.18 アートホテル旭川 第３回井上靖記念文化賞贈呈式 教育長

杉山委員

近藤委員

本田委員

R元.5.23,24 富山県富山市 第７１回全国都市教育長協議会定期総会並びに研究大会富山大会 教育長

R元.5.28 上川町 大雪山麓上川アイヌ日本遺産推進協議会総会 教育長

R元.6.4 花咲スポーツ公園 第７２回旭川市中学校連盟体育大会陸上競技大会開会式 教育長

R元.6.7 北海道庁本庁舎 平成３１年度北海道教科用図書選定審議会第３回会議 教育長

R元.6.8 リベライン旭川パーク 第８７回北海道音楽大行進開会式 教育長

R元.6.10 上川教育研修センター 令和元年度旭川市中学校長会６月研修会 教育長

R元.6.24 勤労者福祉会館 令和元年度旭川市学校保健会総会 教育長
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開催年月日 場所 内容 出席者

R元.7.5 東京都 令和元年度中核市教育長会第１回総会 教育長

R元.7.8 上川教育研修センター 令和元年度旭川市小・中学校長会７月研修会 教育長

R元.7.9 ＯＭＯ７旭川 令和元年度上川管内教育委員会教育長会議（第２回） 教育長

R元.7.9 ＯＭＯ７旭川 令和元年度上川管内学校における働き方改革推進会議（第１回） 教育長

R元.7.9 ＯＭＯ７旭川 令和元年度上川管内教育委員会連合会教育長部会 教育長

R元.7.9 ＯＭＯ７旭川 令和元年度上川管内教育委員会連合会教育長部会教育懇談会 教育長

R元.7.25 上川教育研修センター 旭川市立小中学校臨時校長会議 教育長

R元.7.26 リアルター夢りんご体育館 第５０回北海道中学校陸上競技大会開会式 教育長

R元.7.26 上川教育研修センター 令和元年第２回上川教育研修センター組合教育委員会会議 本田委員

R元.7.26 教育長室 令和元年７月高齢者叙勲伝達式 教育長

R元.7.29 大雪クリスタルホール 令和元年度上川管内・旭川市小中学校教頭会合同研修会 教育長

R元.8.1 大雪クリスタルホール 第４６回北海道情緒障害教育研究会上川・旭川大会開会式 教育長

R元.8.6 神楽公民館 令和元年度旭川市小・中学校長法制研修会開会式 教育長

R元.8.7 大雪クリスタルホール 令和元年度上川管内公立小・中学校長教育研究大会開会式 教育長

R元.8.8 勤労者福祉会館 全国中学校体育大会出場選手激励会 教育長

R元.8.8 道北アークス大雪アリーナ ２０１９年度全日本６人制バレーボールクラブカップ男子選手権大 教育長

会

R元.8.22 函館市 令和元年度北海道都市教育委員会連絡協議会定期総会 本田委員

R元.8.23 藤星高等学校 全国海外子女教育・国際理解教育研究大会北海道大会全体会 教育長

R元.8.28 勤労者福祉会館 令和元年度生徒指導研究協議会開会式 教育長

R元.9.2 上川教育研修センター 令和元年度第４回旭川市小中学校長会議・研修会 教育長

R元.9.2 上川教育研修センター 旭川市立小中学校臨時校長会議 教育長

R元.9.9 アートホテル旭川 令和元年度旭川市貢献賞表彰式 教育長

R元.9.14 道立旭川美術館 没後２０年岩橋英遠展開会式 教育長

R元.9.22 旧神居古潭駅舎 日本遺産動画再生用ディスプレー除幕式 教育長

R元.10.4 勤労者福祉会館 第４３回北海道学校図書館研究大会旭川大会開会式 教育長

R元.10.6 大雪クリスタルホール 第４１回中原悌二郎賞贈呈式・記念講演 教育長

R元.10.7 上川合同庁舎 令和元年度上川管内公立小中学校教職員人事推進会議 教育長

R元.10.10 道北アークス大雪アリーナ 北海道高等学校文化連盟第５３回全道高等学校書道展・研究大会開 教育長

会式

R元.10.10 比布町 令和元年度上川管内教育委員会教育長会議（第３回） 教育長

R元.10.10 比布町 令和元年度上川管内学校における働き方改革推進会議（第２回） 教育長

R元.10.10 比布町 令和元年度上川管内教育委員会連合会教育長部会 教育長

R元.10.10 比布町 令和元年度上川管内教育委員会連合会教育長部会教育懇談会 教育長

R元.10.11 市民文化会館 第６１回北海道音楽教育研究大会旭川上川大会開会式 教育長

R元.10.14 市民文化会館 令和元年旭川市民防犯大会 教育長

R元.10.18 向陵小学校 第２９回北海道生活科・総合的な学習教育研究大会旭川大会開会式 教育長

R元.10.19 障害者福祉センターおぴった 第１４回バリアフリーおもちゃ博２０１９ｉｎ旭川 開会式 教育長

R元.10.25 新富小学校 第７１回北海道放送教育研究大会・第６５回北海道視聴覚教育研究 教育長

大会合同大会道北・旭川大会開会式

R元.11.2 リアルター夢りんご体育館 2019-20 V.LEAGUE DIVISION２ MEN 旭川大会 開幕戦 教育長

R元.11.3 大雪クリスタルホール 令和元年度旭川市文化賞贈呈式 教育長

全委員

R元.11.3 イオンモール旭川駅前 第９回Ｕ－１６旭川プログラミングコンテスト 教育長

R元.11.5 上川教育研修センター 令和元年度旭川市小・中学校長会１１月研修会 教育長

R元.11.6 帯広市 令和元年度北海道都市教育委員会秋季定期総会 教育長

R元.11.8 アートホテル旭川 令和元年度北海道公立学校教頭会第２ブロック研修会 教育長

R元.11.17 地場産業振興センター 第５９回旭川市ＰＴＡ研究大会全体会 教育長

R元.11.18 旭川トーヨーホテル 令和元年度旭川地区中学校・高等学校長連絡協議会総会 教育長
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開催年月日 場所 内容 出席者

R元.11.28 秘書課第２応接室 令和２年度予算に関する市長への要望 教育長

全委員

R元.11.30 道立旭川美術館 「七彩の美 旭川ゆかりの画家たち」展開会式 教育長

R元.11.30 アートホテル旭川 令和元年度旭川市学校保健研究集会 教育長

R元.12.2 上川教育研修センター 令和元年度旭川市中学校長会１２月研修会 教育長

R元.12.7 大雪クリスタルホール 第１回旭川・台北交流コンサート 教育長

R元.12.15 井上靖記念館 第８回井上靖記念館青少年エッセーコンクール表彰式 教育長

R元.12.19 上川教育研修センター 旭川市立小中学校臨時校長会議 教育長

R元.12.27 教育委員会会議室 令和元年仕事納め式 教育長

R2.1.6 教育委員会会議室 令和２年仕事始め式 教育長

R2.1.13 市民文化会館 令和２年旭川市成人を祝うつどい 教育長

全委員

R2.1.15 上川教育研修センター 令和２年第１回上川教育研修センター組合教育委員会会議 本田委員

R2.1.16 東旭川学校給食センター 東旭川学校給食センターオープニングセレモニー 教育長

本田委員

滝山委員

近藤委員

R2.1.20 上川教育研修センター 令和元年度第６回旭川市小中学校長会議・研修会 教育長

R2.1.21 教育委員会会議室 全国中学校体育大会（冬季）出場選手激励会 教育長

R2.1.25 リアルター夢りんご体育館 2019-20 V.LEAGUE DIVISION２ MEN 旭川大会 教育長

R2.1.31 旭川工業高等学校 北海道旭川工業高等学校自動車科閉科式 教育長

R2.2.2 旭川第２小学校 旭川第２小学校閉校式典 教育長

本田委員

近藤委員

山崎委員

R2.2.2 ベルクラシック旭川 旭川第２小学校閉校惜別の会 教育長

R2.2.13 市民文化会館 令和元年度旭川市シニア大学・大学院第９回卒業証書授与式 教育長

R2.2.15 東京都 第４回井上靖記念文化賞選考委員会 教育長

R2.2.19 旭川トーヨーホテル 旭川文学資料友の会創立２０周年・旭川文学資料館開館１０周年・ 教育長

旭川市文化奨励賞受賞記念祝賀会

R2.2.24 上川教育研修センター 旭川市立小中学校臨時校長会議 教育長

R2.3.13 旭川第２中学校 旭川第２中学校閉校式典 本田委員

R2.3.31 上川教育研修センター 令和元年度旭川市立小中学校退職校長辞令交付式 教育長

R2.3.31 上川教育研修センター 令和２年度旭川市立小中学校校長辞令交付式 教育長

R2.3.31 上川教育研修センター 令和２年度旭川市立小中学校教頭辞令交付式 教育長

資料７ 附属機関等の活動状況

附属機関

名称 諮問・審議等
内容

（会議開催数） 年月日 種別

旭川市教科書調査委 R元.6.7 諮問 ・委員長・副委員長の選出

員会（6回） ・会議の公開等の取扱いについて

・今後の調査委員会の開催日程について

R元.6.18 調査・研究 ・令和２年度から使用する教科書の内容の調査研究

R元.6.24 調査・研究 ・令和２年度から使用する教科書の内容の調査研究

R元.6.27 調査・研究 ・令和２年度から使用する教科書の内容の調査研究

R元.7.4 調査・研究 ・令和２年度から使用する教科書の内容の調査研究
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名称 諮問・審議等
内容

（会議開催数） 年月日 種別

R元.7.19 答申 ・答申案について

・答申方法について

旭川市いじめ防止等 R元.9.25 審議 ・旭川市いじめ防止等連絡協議会の運営等について

連絡協議会（2回） ・旭川市のいじめの状況等について

・いじめ防止等の取組について

R2.3.10 審議 ・情報モラル教育リーフレット（案）について

・関係機関等のいじめ防止等の取組について

旭川市いじめ防止等 R2.2.17 審議 ・旭川市いじめ防止等対策委員会の運営方法等に関する取扱いについて

対策委員会（1回） ・旭川市のいじめの状況及びいじめ防止の取組等について

・重大事態発生時における旭川市いじめ防止等対策委員会の対応につい

て

旭川市社会教育委員 R元.7.2 審議 ・旭川市社会教育基本計画平成３０年度点検・評価について

（2回） R2.2.18 審議 ・令和２年度教育予算（案）社会教育部関係について

・社会教育・文化芸術事業補助金について

・旭川市シニア大学・大学院の見直しについて

・旭川市公民館における飲食等の取扱いの見直しについて

旭川市文化賞選考委 R元.8.28 選考 ・旭川市文化賞，文化奨励賞及び文化功労賞の授賞候補者選考について

員会（1回）

旭川市民文化会館運 R元.5.9 審議 ・市民文化会館及び公会堂の使用料の見直し案について

営審議会（3回） R元.8.22 審議 ・正副会長の選出

・平成３０年度市民文化会館利用状況等について

・平成３０年度市民文化会館決算見込概要等及び令和元年度市民文化会

館予算概要等について

・平成３０年度自主文化事業実績等及び令和元年度自主文化事業概要等

について

・旭川市教育委員会の事務の点検・評価について

・一般会計の使用料及び手数料等に係る消費税及び地方消費税率の転嫁

方針について

R元.11.28 審議 ・令和元年度上半期旭川市民文化会館利用状況等について

・令和元年度自主文化事業中間報告について

・令和２年度自主文化事業概要（案）について

旭川市音楽堂等運営 R元.5.20 審議 ・「受益と負担の適正化」へ向けた取組指針に基づく大雪クリスタルホ

協議会（2回） ール使用料の見直しについて

R元.8.7 審議 ・大雪クリスタルホールの使用料改定について

・平成３０年度旭川市大雪クリスタルホール利用状況について

・平成３０年度自主文化事業実施状況について

・令和元年度自主文化事業計画について

・平成３０年度社会教育基本計画の点検・評価について

旭川市大雪クリスタ R元.7.26 審議 ・平成３０年度公募型市民企画公演の実施結果報告について

ルホール自主文化事 ・令和元年度公募型市民企画公演公演スケジュール（案）について

業公募型市民企画公 ・令和元年度公募型市民企画公演公演プロポーザル実施説明書（案）

演選考審査会（2回） について

・企画提案の審査決定方法（案）について

R元.9.13 審議 ・公募型市民企画公演業務委託における受託候補者プレゼンテーション

及びヒアリング，審査・採点，受託候補者の特定
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名称 諮問・審議等
内容

（会議開催数） 年月日 種別

中原悌二郎記念旭川 R元.5.30 審議 ・平成３０年度事業報告について

市彫刻美術館協議会 ・令和元年度事業計画（案）について

（2回） ・旭川市彫刻美術館の観覧料改定について

R2.2.18 審議 ・令和元年度事業報告について

・令和２年度事業方針（案）について

中原悌二郎賞選考委 R元.6.8 審議 ・第４１回中原悌二郎賞贈呈作品の選定について

員会（1回）

旭川市公民館運営協 R元.7.1 審議 ・平成３０年度公民館活動実施状況

議会（2回） ・平成３０年度社会教育基本計画事務事業評価

・令和元年度公民館活動

・公民館事業関係予算の推移

・公民館利用者アンケートの意見集約

・地域集会施設の活用に関する実施計画（素案）意見提出手続きの意見

集約

R元.12.17 審議 ・公民館の概要

・公民館の備付物件使用料

・旭川市シニア大学・大学院の見直し

・「地域集会施設の活用方針」及び「地域集会施設の活用に関する実施

計画」

・公民館における地域自治団体の減免

・公民館における飲食

・令和２年度公民館事業に望むこと

旭川市図書館協議会 R元.7.9 審議 ・平成３０年度事業報告について

（2回） ・令和元年度事業計画について

・旭川市子ども読書活動推進事業について

R元.12.5 審議 ・令和元年度事業実施状況について

・第２１回図書館まつり実績報告について

・令和２年度事業計画（案）について

・第４次旭川市子ども読書活動推進計画について

旭川市科学館協議会 R元.7.31 審議 ・平成３０年度入館者等並びに事業実績概要

（1回） ・令和元（平成３１）年度旭川市科学館事業活動計画

・旭川市科学館観覧料・使用料の改定（案）

・その他

旭川市博物館協議会 R元.5.30 審議 ・平成３０年度事業実績について

（2回） ・平成３１年度事業活動計画について

・『「受益と負担の適正化」へ向けた取組指針』に基づく「使用料・手

数料の見直し」について

R元.12.20 審議 ・令和元年度上半期事業について

・令和２年度事業方針（案）について
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懇談会等

名称 意見交換・意見聴取
内容

（会議開催数） 年月日 種別

旭川市立小・中学校 R元.7.3 意見交換 ・旭川市立小・中学校適正配置計画の概要について

適正配置検討懇談会 R元.8.29 意見交換 ・旭川市立小・中学校適正配置計画改訂案について

（3回） R2.2.5 意見交換 ・旭川市立小・中学校適正配置計画改訂案について

旭川市教育支援懇談 内容欄参照 意見聴取 ・適切な教育の場，指導及び必要な支援等に係る意見の検討等

会（4回） （R元.10.10，11.28，12.18，R2.1.21開催）

旭川市民展示芸能ホ R元.7.24 意見交換 ・令和元年８月分から令和元年１１月分までの使用料減免に関する意見

ール懇談会（3回） 交換について

R元.11.22 意見交換 ・令和元年１２月分から令和２年３月分までの使用料減免に関する意見

交換について

R2.3.19 意見交換 ・令和２年４月分から令和２年７月分までの使用料減免に関する意見交

換について



資料８　令和元年度予算

１　旭川市一般会計予算と教育費の推移　(単位：千円)

予　算　額
一般会計に
占める比率

23 155,660,000 7,400,080 4.8% △ 1,482,821

24 152,580,000 8,271,437 5.4% 871,357

25 155,760,000 9,764,190 6.3% 1,492,753

26 156,200,000 10,237,120 6.6% 472,930

27 158,420,000 10,269,422 6.5% 32,302

28 157,100,000 8,998,110 5.7% △ 1,271,312

29 158,850,000 8,687,181 5.5% △ 310,929

30 155,310,000 8,746,106 5.6% 58,925

元 157,070,000 9,399,781 6.0% 653,675

２　令和元年度教育委員会所管予算現額及び決算

予算額

出典

対前年度増減

　　区
分

年度

当　　初　　予　　算　　額

一般会計
教　　育　　費

7,400 
8,271 

9,764 10,237 
10,269 

8,998 8,687 8,746 9,400 
4.8%

5.4%

6.3% 6.6% 6.5%

5.7% 5.5% 5.6%
6.0%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

教育費及び一般会計に占める教育費の割合の推移

予算額 一般会計に占める比率

(単位：百万円）

（単位：千円）

R元年度予算現額 R元年度決算 (H30年度予算現額) 予算増減

10款 12,718,975 8,760,139 10,631,764 2,087,211

1,119,960 83,198 84,036 1,035,924

6,040 5,890 6,086 △ 46

2目 1,047,085 12,140 10,896 1,036,189

3目 51,535 49,868 51,754 △ 219

4目 15,300 15,300 15,300 0

6,804,778 4,147,807 6,826,060 △ 21,282

1目 928,766 897,925 1,008,245 △ 79,479

2目 908,776 835,818 932,295 △ 23,519

3目 2,113,791 1,335,081 1,990,867 122,924

4目 2,853,445 1,078,983 2,894,653 △ 41,208

1,522,947 1,400,554 1,901,306 △ 378,359

1目 443,674 421,178 453,629 △ 9,955

2目 474,461 449,415 475,176 △ 715

3目 561,262 504,309 839,533 △ 278,271

4目 43,550 25,652 132,968 △ 89,418

1,430,957 1,381,493 1,422,032 8,925

1目 121,099 111,535 123,656 △ 2,557

2目 225,803 222,880 253,876 △ 28,073

3目 262,769 258,851 277,128 △ 14,359

4目 226,452 225,956 214,413 12,039

5目 318,017 299,418 256,424 61,593

6目 200,499 194,667 234,918 △ 34,419

7目 76,318 68,186 61,617 14,701

1,840,333 1,747,087 398,330 1,442,003

2目 1,840,333 1,747,087 398,330 1,442,003

教育委員会費

教育研修センター費

維持修繕費

教育振興費

教育指導費

事務局費

学校管理費

教育振興費

維持修繕費

学校建設費

中 学 校 費

一般会計（歳出）

教 育 費

１項 教 育 総 務 費

1目

学校給食共同調理所費

５項

保 健 体 育 費

２項

学校建設費

３項

６項

小 学 校 費

市民文化会館費

大雪クリスタルホール費

彫刻美術館費

公民館費

学校管理費

社会教育総務費

図書館費

博物科学館費

社 会 教 育 費
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資料９ 教育委員会の事務局組織（令和元年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成31年4月１日現在） 

東 旭川学校給食 

共 同 調 理 所 

 

教 育 政 策 課 

(適正配置担当課長) 

学 校 施 設 課 

学 務 課 

( 教職員担当課長 ) 

教 育 指 導 課 

学 校 保 健 課 

 

市 民 文 化 会 館 

大雪クリスタルホール 

彫 刻 美 術 館 

事 業 係 

中 央 公 民 館 

永 山 公 民 館 

東 旭 川 公 民 館 

神 楽 公 民 館 

末 広 公 民 館 

江 丹 別 公 民 館 

東 鷹 栖 公 民 館 

神 居 公 民 館 

北 星 公 民 館 

新 旭 川 公 民 館 

愛 宕 公 民 館 

東 光 公 民 館 

事 務 係 

奉 仕 係 

末 広 図 書 館 

永 山 図 書 館 

東 光 図 書 館 

神 楽 図 書 館 

学 校 教 育 部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社 会 教 育 部 社 会 教 育 課 

文 化 振 興 課 

(文化ホール担当課長) 

 

公 民 館 事 業 課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 央 図 書 館 

 

 

 

 

 

科 学 館 

博 物 館 

【 教 育 委 員 会 】 

教 育 長 

委 員（４名） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度（２０２０年度） 

 

教育委員会の事務に関する点検・評価報告書 
 

 

令和２年（２０２０年）９月 
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